
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                   

 

日本ルワンダ学生会議 

第 11 回本会議 活動報告書 
                                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014 年 8 月 23 日（土）～9 月 12 日（金） 



2 

 



3 

 

はじめに 

 

 「日本ルワンダ学生会議 第 11 回本会議報告書」を手にとって頂き、誠にありがとうご

ざいます。今回の渡航におきましては準備段階から多くの皆様にご協力頂き、例年以上に

実りある本会議になったと実感しております。日頃より私たちの活動をご支援頂いている

皆様にこの場を借りて御礼申し上げます。 

 

 今回の渡航では現在でも規模を拡大させているエボラ出血熱に伴い、渡航自体の可否を

問う声が各方面から挙がりました。渡航メンバーの「ルワンダに行きたい」「ルワンダ人メ

ンバーに会いたい」という熱意のもと、例年以上に情報収集と安全管理に尽力し、無事に

終えることができました。 

 

 今年 2014 年はルワンダ・ジェノサイドの終息から 20 年の節目の年であります。日本で

は未だにルワンダ＝ジェノサイドのネガティブな印象が強い国ですが、一方アフリカ諸国

の中で治安の良い国、ビジネスのしやすい国などポジティブな面での印象も見受けられる

ようになってきました。 

 

 そんなまさに発展の途上にいるルワンダ、そしてその国に生きる学生から私たち日本の

学生が感じた事、学んだ事を本書でお伝えできればと思います。 

 

 また今回は別册でマガジン「Rwanda 2.0」も作成致しました。是非お手にとって頂き、

私たち学生が五感で感じたルワンダを読者の皆様にもより詳しく、よりリアルに感じてい

て頂ければ幸いです。 

 

 日本ルワンダ学生会議は先代の本会議、そして今回の本会議を糧にさらに発展し続ける

ため精進して参ります。今後とも日本ルワンダ学生会議をどうぞ宜しくお願い申し上げま

す。それでは最後までお楽しみください。 

 

 

 

 

2014 年 9 月 

日本ルワンダ学生会議 メンバー一同 
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日本側責任者挨拶 

 

 日本ルワンダ学生会議副代表で、第 11 回本会議の日本側責任者を務めさせて頂きました

横浜市立大学 2 年の藤内庄司と申します。 

 今回の本会議では、準備の段階からエボラ出血熱の拡大懸念に関しまして例年にも増し

て多くの方々にご指導、ご協力を賜りましたことをこの場を借りて御礼申し上げます。あ

りがとうございました。 

 1994 年のジェノサイドから今年で 20 周年を迎えました。節目の年ということもあり、

今回の渡航は「ジェノサイドから 20 年、ルワンダの今」というテーマを設け、ジェノサイ

ドからビジネスの現場まで多くの土地を訪問致しました。Organic Solutions Rwanda 様や

Rwanda Nuts 様にはルワンダでのリアルなビジネスの現場を見せて頂きました。女性の経

済的自立を計る RuiseB 様には製造現場を直接ご案内して頂き、インタビューをさせて頂き

ました。またルワンダ大手メディアの New Times 様、Umuseke 様にも訪問させて頂き、

ルワンダのメディアの将来や報道の自由についてなど比較的センシティブな質問にも快く

回答して頂きました。その他政府が推進する ICT 教育が実際に取り入れられている小学校

や、アートの力でルワンダを盛り上げようと取り組んでいる Inema Arts Center を訪れる

ことで、多角的にルワンダを見る事ができたと感じております。一方でルワンダは「アフ

リカの奇跡」「アフリカのシンガポール」として形容される裏で、未だに多くの人々がジェ

ノサイドの傷跡を背負って生きています。多くのジェノサイド記念碑がルワンダの至る所

に建立され、それらが現在のルワンダを物語っています。私たちは今回の本会議で一方の

印象で語られるルワンダに偏るのではなく、リアルなルワンダを見る事を強く心がけまし

た。今回のテーマ「ジェノサイドから 20 年、ルワンダの今」にはその強い意思が込められ

ています。 

 また今回の渡航で私たちは相互理解の初歩に立ち返ったような思いがします。「相手を、

相手の国を知る」。言葉で語るのは簡単ですが、実体験し身に感じることは想像以上に難し

いことです。けれどもこの機会を得た今、日本ルワンダ学生会議として次のステージへと

さらなる前進をすべき時だと感じております。メンバー一同これからも精進して参ります

ので、今後とも日本ルワンダ学生会議をどうぞ宜しくお願い致します。 

 

 

日本ルワンダ学生会議日本側副代表、第 11 回本会議日本側責任者 

藤内庄司 
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ルワンダ側責任者挨拶 

 

 第 11 回本会議ルワンダ側責任者のナディーンと申します。この本会議の責任者として、

本事業の素晴らしい経験を皆様と共有できることを大変嬉しく思います。 

 

 この第 11 回本会議は、素晴らしい成功に終わりました。参加した日本人メンバーにとっ

て本事業は、ルワンダについての知識を深め、また「ルワンダの本当の姿」を知ることが

できる貴重な機会になったことと思います。対して私たちルワンダ人メンバーにとっても、

日本人のルワンダに対するネガティブなイメージを変える良い機会となりました。また本

事業では、ルワンダだけでなく、日本という国に対しての理解を深めることもできました。 

 今回の本会議中、私たちは様々な場所を訪問し、そこから多くのことを学ぶことができ

ました。私達はルワンダで活躍する日系企業 Organic Solutions Rwanda を訪れ、ルワンダ

はその治安やその他の様々な利点から、ビジネスをするのに良い市場となり得る可能性を

持っていると知りました。また「one laptop per child」 を導入するドンボスコ小学校にお

いては、ルワンダで ICT 教育がどのように実施されているかを学ぶことができました。く

わえて私達は、Umuseke や The New Times といったメディア関連企業も訪れました。ま

たジェノサイドメモリアルでは、実際過去のルワンダで何が起こったのかを直接視ること

が出来ました。これらすべての企画が私達にとって非常に有意義なものとなり、また今後

の私達の将来にとっても貴重な経験になったことと思います。 

 

 第 10回本会議（2013年 12月 18～2014年 1月 5日に実施したルワンダ人日本招致事業）

で日本を訪問した人間の一人として、私の経験を通して話をさせてください。ルワンダと

日本、両国にはたくさんの違いがありますが、同時に極めて多くの類似点もあります。私

達ルワンダと日本の若者は、これらの相違点・類似点を多く学ぶことで、今後ますます両

国の良い関係を築くことができるのではないでしょうか。私達はまだ若い。しかし若いか

らこそ、私達は「相互理解」を活動理念に交流し、そこから成し得るものがあると考えま

す。私たちが共に手を取り合い、さらに精進を重ねることができれば、国を、そして世界

をより良いものにすることができるのではないでしょうか。 

 

 

第 11 回本会議ルワンダ側責任者 

KARINGANIRE Nadine 
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関係者挨拶 

 

2014 年。今年は、ルワンダのジェノサイドから 20 年の節目の年である。ルワンダで発

生したジェノサイドは、国連の安全保障システムの限界、人道支援のあり方、大衆がいか

に暴力に動員されうるか、そして人間はどれほど残虐になれるかを世界に問いかけた。同

時に、そこからの復興や和解についても様々な事例を提起してきた。今でも私がルワンダ

に行くというと、多くの人から「危なくないの？」、「戦争している国でしょ？」、「民族対

立の国だよね？」などと言われる。今では周辺国よりも治安はいいし、首都キガリでは高

層ビルの建設ラッシュだ。20 年の間、ジェノサイドに匹敵する紛争の再発がなかったこと

は評価されうる。ただそれが強権的な政治運営によるものであることも指摘されている。

JRYC はこれからもより、多面的にルワンダを見つめ、現地の人々と議論していってほしい。

もちろんお互いの人や社会に気遣いは必要だが、タブーを越えて議論することができるの

が学生の特権なのだから。 

 

 

早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター ボランティアコーディネーター 

小峯茂嗣 
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日本ルワンダ学生会議 団体紹介 

JAPAN-RWANDA YOUTH COOPERATION 

                                                                                   

日本ルワンダ学生会議とは？ 

日本ルワンダ学生会議（Japan-Rwanda Youth Cooperation）は、「相互理解」を活動理

念にルワンダの大学生と学術・文化交流を行う学生団体です。 異なる背景をもつ彼らとど

うやって顔の見える関係を築くのか。 日本人同士で分かり合うことでさえ決して容易なこ

とではありませんが、日々試行錯誤して活動しています。 

 

主な活動内容 

・日本人メンバーがルワンダへ渡航 

・ルワンダ人メンバーを日本へ招致 

・週 1 回の定例ミーティングの開催 

・日本とルワンダに関する勉強会 

・講演会の開催 

・報告会の開催 

・報告書の作成 

・各種イベントへの参加…等 

 

構成人数 

日本側メンバー20 名、ルワンダ側メンバー16 名（2014 年 11 月現在） 

 

活動理念 

虐殺が行われた教会の壁にかけられている一枚の布には、次のような言葉が書かれてい

ます。 

「あなたが私を知っていたら、あなたがあなた自身を知っていたら、こんなことは起きな

かっただろう」 

ルワンダにおいて、情報の主体的入手と、偏見を捨てた相互理解は非常に大きな意味を

持ちます。我々にとって、それは人類の悲劇から目をそむけたという自責の念に対し、相

手を理解し自分を伝えるという地道な活動からアプローチしようとするものです。そして

それは紛争・貧困などの社会問題にのみ目を向けていくことを意味するものではないでし

ょう。国際協力において、問題ありきで先進国として支援することばかりを考えていては、

依存関係をつくり返って発展を阻害してしまうことすらあり得ます。途上国が真に自律し
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主体的に自らの豊かさを築いていくには、ともに社会問題を考え取り組む「仲間」が必要

なのです。我々は実際に生活している人々と交流し、彼らの現状・価値観・人生を知り、

相互理解・尊重に基づき信頼関係を築く中で、ルワンダの‘Never again'に対し当事者意識

を養うばかりでなく、「自由・平等・尊厳・持続可能性・寛容」の視座から真に豊かで平和

な社会を考察し行動していく主体となるはずです。 

近年世界で頻発する紛争における共通課題として宗教・民族対立があります。ルワンダ

においても植民地分離政策と虐殺におけるプロパガンダは人々の間に「憎しみ」と「偏見」

を作ってしまいました。ルワンダの惨劇に対峙しようとする私たちは、『偏見』を取り除き

寛容な『人間同士』の関係づくりがひいては平和な社会を構築する」という信念から、学

生会議という形で「相互理解」を理念に交流しています。会議では日本・ルワンダ両国の

歴史や社会問題を広く議論し双方をより深く理解することで、両国のみならず人類の共通

課題に向き合っていきます。 

 

団体理念の継承 

当団体は以下のような方法で学生会議としての継続性、発展を確保する。ユネスコ憲章

には以下のような文言がある。 

「相互の風習と生活を知らないことは、人類の歴史を通じて世界の諸人民の間に疑惑と不

信をおこした共通の原因であり、この疑惑と不信のために、諸人民の不一致があまりにも

しばしば戦争となった。ここに終りを告げた恐るべき大戦争は、人間の尊厳・平等・相互

の尊重という民主主義の原理を否認し、これらの原理の代わりに、無知と偏見を通じて人

間と人種の不平等という教義をひろめることによって可能にされた戦争であった。文化の

広い普及と正義・自由・平和のための人類の教育とは、人間の尊厳に欠くことのできない

ものであり、且つすべての国民が相互の援助及び相互の関心の精神をもって果さなければ

ならない神聖な義務である。」 

ルワンダにおいては、民族対立による偏見や不寛容の心が虐殺という悲惨な結果に表れ

てしまった。我々の活動は「日本」や「ルワンダ」に対する偏見を取り除き、寛容な人間

関係を築くことが恒久的な平和を築く、という視点から学生会議という形で相互理解を理

念に交流している。実際にルワンダや日本で両国の学生が互いの文化や生活を知り、両国

や世界各地で起こる諸問題に対する認識を共有することで遠く離れた国の人々との信頼関

係を築くことができると考えている。この理念は常に継承されるものであり、新たにメン

バーを加える際にはこれに同意していただくものとする。 
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略歴 

2005 年 10 月  早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター（WAVOC）が主催するスタディーツア

ーのかたちでルワンダ・プロジェクトがスタート 

2008 年 9 月 ルワンダにて第 1 回本会議を実施 

2009 年 3 月 団体名を「ルワンダ・プロジェクト」から「日本ルワンダ学生会議」に改称 

2009 年 9 月 ルワンダにて第 2 回本会議を開催 

2009 年 12 月 日本にて第 3 回本会議を開催 

2010 年 1 月 日本ルワンダ学生会議関西支部発足 

2010 年 8 月 ルワンダにて第 4 回本会議を開催 

2010 年 12 月 日本にて第 5 回本会議を開催 

2011 年 8 月 ルワンダにて第 6 回本会議を開催 

2011 年 12 月 日本にて第 7 回本会議を開催 

2012 年 8 月 日本にて第 8 回本会議を開催 

2013 年 2 月 ルワンダにて第 9 回本会議を開催 

2013 年 12 月 日本にて第 10 回本会議を開催 

2014 年 8 月 ルワンダにて第 11 回本会議を開催 

2005 年に早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター客員教授の小峯茂嗣氏が設立した

「ルワンダ・プロジェクト」が母体となり、2008 年から学生が主体の運営を開始しました。

以後、日本・ルワンダ間の学生交流を中心に精力的に活動しています。 

 

平成 26 年度の活動実績 

2014 年 1 月 

 

4 月 

 

5 月 

 

6 月 

 

8 月 

9 月 

11 月 

 

日本にて第 10 回本会議（招致事業）を開催 

（2013 年 12 月 18 日～2014 年 1 月 5 日） 

早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター主催「春のボランティアフェア」出展・

プレゼンテーションコンテスト出場 

NHK 総合「くらし☆解説『活躍する日本の若者たち～アフリカのためにできること～』」

にて活動を報道して頂く 

JASCA コラボイベント「学生団体・NPO200 団体合同新歓」への参加 

JICA 様主催「ルワンダ国際協力レポーターの全容」セミナーに登壇 

ルワンダにて第 11 回本会議（渡航事業）を実施 

（2014 年 8 月 23 日～9 月 12 日） 

早稲田大学学祭にて飲食店出展 

第 11 回本会議活動報告会を実施 
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公認 

・駐日本ルワンダ共和国大使館 

・アフリカ平和再建委員会（ARC） 小峯茂嗣氏 

・早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター（WAVOC） 

 

メールアドレス：japan.rwanda@gmail.com 

ホームページ：http://jp-rw.jimdo.com/ 

  

http://jp-rw.jimdo.com/
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ルワンダ共和国情報 

ABOUT RWANDA 

                                                                                   

 

ルワンダ共和国 基礎情報 

ルワンダはアフリカ中東部に位置する小さな内陸国

です。「千の丘の国」と称されるほど自然豊かな国で

あり、現在では治安も良く、ビジネスがしやすい国

として知られています。 

 

○首都：キガリ 

○人口：1130 万人(2012 年、UNFPA) 

○面積：26,338km２（四国の約 1.5 倍） 

○言語：キニヤルワンダ語、英語、フランス語 

○宗教：カトリック、プロテスタント、アドヴェン 

ティスト、イスラム教ほか 

 

略史 

年月 略史 

17 世紀 ルワンダ王国建国 

1889 年 ドイツ保護領 

（第一次大戦後はベルギーの信託統治領） 

1961 年 王制に関する国民投票（共和制樹立を承認） 

議会がカイバンダを大統領に選出 

1962 年 ベルギーより独立 

1973 年 クーデター（ハビャリマナ少佐が大統領就任） 

1990 年 10 月 ルワンダ愛国戦線(RPF)による北部侵攻 

1993 年 8 月 アルーシャ和平合意 

1994 年 4 月 ハビャリマナ大統領暗殺事件発生をきっかけに「ルワンダ大虐殺」発生(〜

1994 年 6 月) 

1994 年 7 月 ルワンダ愛国戦線(RPF)が全土を完全制圧、新政権樹立 

（ビジムング大統領、カガメ副大統領就任） 
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2000 年 3 月 ビジムング大統領辞任 

2000 年 4 月 カガメ副大統領が大統領に就任 

2003 年 8 月 複数候補者による初の大統領選挙でカガメ大統領当選 

2003 年 9−10 月 上院・下院議員選挙（与党 RPF の勝利） 

2008 年 9 月 下院議員選挙（与党 RPF の勝利） 

2010 年 8 月 カガメ大統領再選 

 

政治体制・内政 

(1)元首：ポール・カガメ大統領 

(2)議会：上院（26 議席）、下院（80 議席） 

(3)内政 

 1962 年の独立以前より，フツ族（全人口の 85％）とツチ族（同 14％）の抗争が繰り

返されていたが，独立後多数派のフツ族が政権を掌握し，少数派のツチ族を迫害する事

件が度々発生していた。1990 年に独立前後からウガンダに避難していたツチ族が主体の

ルワンダ愛国戦線（RPF）がルワンダに武力侵攻し，フツ族政権との間で内戦が勃発し

た。1993 年 8 月にアルーシャ和平合意が成立し，右合意を受け，国連は停戦監視を任務

とする「国連ルワンダ支援団（UNAMIR）」を派遣したが，1994 年 4 月のハビャリマナ

大統領暗殺を契機に，フツ族過激派によるツチ族及びフツ族穏健派の大虐殺が始まり，

同年 6 月までの 3 ヶ月間に犠牲者は 80～100 万人に達した。 

  1994 年 7 月，ルワンダ愛国戦線がフツ族過激派を武力で打倒すると，ビジムング大統

領（フツ族），カガメ副大統領による新政権が成立。同政権は大虐殺の爪痕を乗り越えよ

うと，出身部族を示す身分証明書の廃止（1994 年），遺産相続制度改革（女性の遺産相続

を許可）（1999 年），国民和解委員会及び国民事件委員会の設置（1999 年）等，国民融和・

和解のための努力を行っている。 

  1999 年 3 月には，1994 年の虐殺以降初めての選挙となる地区レベル選挙（市町村レ

ベルより下位）を実施，2001 年 3 月には市町村レベル選挙を実施，2003 年 8 月には大

統領選挙が実施されカガメ大統領が当選。同年 9，10 月の上院・下院議員選挙及び 2008

年 9 月の下院議員選挙では与党 RPF が勝利した。 

  カガメ大統領（2010 年の大統領選挙で再選）は汚職対策に力を入れており，他のアフ

リカ諸国に比して，汚職の少なさ，治安の良さは特筆される。 
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経済 

(1)主要産業：農業（コーヒー、紅茶ほか）、観光、地下資源 

(2)GDP：71 億ドル（2012 年） 

(3)GNI：570 ドル（2011 年） 

(4)経済成長率：8.0％（2012 年） 

(5)総貿易額：（2010 年） 

①輸出 297 百万ドル 

②輸入 1084 百万ドル 

(6)主要貿易品目：（2010 年） 

①輸出 コーヒー、茶、錫、コルタン 

②輸入 消費材、資本財、中間材、エネルギー材 

(7)主要貿易相手国：（2011 年） 

①輸出 ケニア、中国、コンゴ民主共和国、マレーシア 

②輸入 ケニア、ウガンダ、米国、アラブ首長国連邦 

(8)通貨：ルワンダ・フラン 

 

二国間関係 

(1)日本は，ルワンダが独立した 1962 年 7 月に国家承認。2009 年末まで在ケニア日本大使

館がルワンダを兼轄していたが，2010 年 1 月に在ルワンダ日本大使館開館。ルワンダは

1979 年 5 月に在京大使館を開設。2000 年 9 月に閉鎖したが，2005 年 1 月に再開。 

(2)1994 年 4～6 月のルワンダ大虐殺により国外に避難したルワンダ難民を救援するため，

日本は，同年 9～12 月の間，国際平和協力法に基づき，ザイール共和国（当時，現コン

ゴ民主共和国）のゴマ等に約 400 名の難民救援隊・空輸隊等を派遣した。 

 

（上記内容は外務省ホームページより引用、一部変更 2013 年 11 月現在） 
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第 11 回本会議 概要・活動日程 

ABOUT 11th CONFERENCE 

                                                                                   

 

開催日時・場所 

場所：ルワンダ共和国（キガリ、ブタレ、ギコンゴロ） 

日程：2014 年 8 月 23 日（土）～9 月 12 日（金） 

 

活動内容 

「ジェノサイドから 20 年、ルワンダの今」をテーマに、今年でジェノサイドから 20 年

を迎えたルワンダを偏向な先入観で見るのではなく、ありのままのルワンダを探求する。 

 具体的にはビジネスや教育、メディアの現場を訪れ、フィールドワークやインタビュー

を行う。また２つのジェノサイド記念館を訪れ、ルワンダの歴史に触れる。また、ウムガ

ンダと呼ばれる国民全員で行う奉仕活動やカルチャーイベントを開催、そしてホームステ

イを通しルワンダの風習や文化を身で感じる機会を設けた。 

 本会議前半（出国から 9 月 1 日まで）は主に企業訪問等のフィールドワークを中心に活

動。本会議後半（2014 年 9 月 2 日から帰国まで）は学生会議を中心に活動した。詳しくは

以下に記載する活動日程を参照。 

 

事業目的 

1．学生が主体となった、市民レベルでの友好交流により二国間関係を強化する。 

2．日本、ルワンダ双方の学生が自国の社会や文化の様相を紹介し合う事で、両国の理解を

深め合う。また、これは両国学生が自国について再認識し、理解を深める機会でもある。 

3．日本とルワンダの学生が約 3 週間、共に行動することで、友情を育み、信頼・協力関係

を構築する。豊かな人間関係を築くことによって、相互理解の第一歩とする。 

4．事業終了後、2 種類の報告書、ドキュメンタリー映像の作成・配信、報告会の開催を通

して私たちが得たこと、学んだことを社会に発信する。これは日本における市民レベル

でのルワンダへの理解を促す。またルワンダ側メンバーも事後活動を行い、ルワンダに

おける日本への理解を促す。 
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第 11 回本会議 全体スケジュール 

実施日 活動内容 実施場所 

8 月 23 日（土） 成田空港より日本出発 日本・成田 

8 月 24 日（日） キガリ国際空港到着 キガリ 

8 月 25 日（月） 
Organic Solutions Rwanda 訪問、Rwanda Nuts 訪問（ルワ

ンダでのビジネスの現場を視察）、会社職員の方との食事会 
キガリ 

8 月 26 日（火） 
Umuseke 訪問（インターネットメディアの先駆を訪問し、イ

ンタビュー） 
キガリ 

8 月 27 日（水） 
EPAK DON BOSCO Primary School 訪問（ICT 教育の実践

現場を視察） 
キガリ 

8 月 28 日（木） 学生会議 キガリ 

8 月 29 日（金） 

Agaseke 訪問（RuiseB 様の製造現場を視察・インタビュー） 

文化交流イベント（日本・ルワンダの両国の伝統的なダンス

を披露） 

キガリ 

（ホームステイ） 

8 月 30 日（土） 
ウムガンダ参加（毎月最終土曜 8:30~11:00 まで行われるコミ

ュニティーワークと地域のミーティングに参加） 
キガリ 

8 月 31 日（日） 休息日 キガリ 

9 月 1 日（月） 日本大使館表敬訪問 キガリ 

9 月 2 日（火） 学生会議 
キガリ 

（ホームステイ） 

9 月 3 日（水） 学生会議 キガリ 

9 月 4 日（木） 
ブタレへ移動 

ムランビ・ジェノサイド・メモリアル訪問 
キガリ⇒ブタレ 

9 月 5 日（金） 
ルワンダ大学見学 

キガリへ移動 
ブタレ⇒キガリ 

9 月 6 日（土） キガリ散策 キガリ 

9 月 7 日（日） キガリ散策 キガリ 

9 月 8 日（月） 学生会議 キガリ 

9 月 9 日（火） 学生会議 キガリ 

9 月 10 日（水） 学生会議 キガリ 

9 月 11 日（木） キガリ国際空港よりルワンダ出発 キガリ 

9 月 12 日（金） 成田空港到着 日本・成田 
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Organic Solutions 

Rwanda 訪問 
担当者：品川正之介 

 

企画概要 

日時：2014年 8月 24日 （日）13 :00~15 :00 

場所：Kicukiro, Kigali （市中心部よりバ

スで 30~40 分） 

協力者： 

・原田俊吾氏 

（Organic Solutions Rwanda 専務） 

・長谷川竜夫氏 

（Organic Solutions Japan 営業部長） 

・エリック氏 

（Organic Solutions Rwanda インターン） 

 

企画目的 

 近年「ルワンダでのビジネスが熱い」と

聞くことが多い。例えば、世界銀行が毎年

発表している「Doing Business」というレ

ポートでは、ルワンダでのビジネス環境の

評価は毎年向上している。ビジネス環境の

良さや治安の良さが評価されてか、日本で

開催された、JETRO と大使館主催の「ルワ

ンダビジネス・投資セミナー」では、100

人以上の来場者があり、ルワンダビジネス

への関心の高さが伺われた。また最近では、

ビジネス関連の話題でルワンダがテレビで

取り上げられることも増えてきた。しかし、

ルワンダでのビジネスが注目されていると

いっても、アフリカの小国でしかも内陸国、

まだまだ発展途上のルワンダに本当にビジ

ネスの魅力があるのか、自分の中で疑問で

あった。そこで、実際に自分の目で、ルワ

ンダでのビジネスの現状、特に日系企業の

ビジネスの現状を見てみたいと考えた。従

って、今回の訪問では、以下を目的として

設定した。 

 

・実際にビジネスを行っている日系企業へ

の訪問・見学を通じて、ルワンダでのビ

ジネスの現状を学ぶ。 

・ 現地で働いていらっしゃる日本人の方に、

ルワンダビジネスの面白さ／難しさ等お

話を伺う。 

・ルワンダでのビジネスの魅力や可能性を、

学生の視点から発見する。 

 

活動報告 

1．Organic Solutions Rwanda 概要 

 Organic Solutions Rwanda は、2008 年

に設立した、主に微生物を使った消臭剤を

貧困層向けに製造・販売している会社であ

る。ルワンダでは、公衆衛生、特にトイレ

環境に大きな問題がある。ルワンダに存在

するトイレの 90%以上は、竪穴式（所謂ぼ

っとん便所）であり、また竪穴式といって

も、地面に穴を掘り便器を乗せただけのト

イレで、汲み取り業者の数は少なく、費用

も高い。トイレの悪臭やたかるハエなど、

悪い衛生環境は深刻な問題である。ルワン

ダの 5 歳未満児の死亡原因は 1 位が肺炎

（ 2 4 % ）、2 位が下痢（ 2 1%）であり、

これは、トイレが不衛生であるほか、排水

や廃棄物処理の管理が不十分で、また石け

んによる手洗いの習慣がないことなどが関

係するという。Organic Solutions Rwanda

では、この竪穴式トイレの消臭剤として微

生物資材を販売し、ルワンダの公衆衛生環

境の向上に取り組んでいる。11 年には保健
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省の環境衛生官やコミュニティーヘルスワ

ーカーを通じて約 300 トンを全国に流通さ

せており、現在は主に学校や病院など公的

セクター向けに販売を行っている。 

 

2．活動報告 

 訪問当日は、会社内をルワンダ人インタ

ーン生のエリックさんに案内していただい

た。実際に製品が製造される場所や、オフ

ィス内部を見せていただいた後、原田さん

と長谷川さんを交えて質疑応答を行った。 

※Rwanda Nut Company 訪問の内容は、

諸事情によりここでは割愛する。 

 

 

施設内の紹介を行うエリック氏 

 

 

記念撮影を行うメンバー 

 

◆質疑応答（Q.：日本人・ルワンダ人学生、

A.：エリックさん） 

Q.「なぜこの会社で働こうと思ったのです

か。」 

A.「自分が大学で学んでいた分野がこの会

社で活きて、知識や経験を得ることがで

きると考えたからです。また、多くの人

と関われて、海外でも働くチャンスがあ

ることも魅力でした。」 

 

Q.「どうやってこの会社を知りましたか。」 

A.「大学 3 年生の時、大学のアドバイザー

がアカデミックインターンシップを勧め

てくれたことがきっかけでした。」 

 

Q.「日本人と仕事をするのはどうですか。」 

A.「良いです。勤勉でスマートで、仕事が

早いことが素晴らしいです。」 

 

Q.「ここのオフィスでは何人働いています

か。」 

A.「ルワンダ人 6 名、日本人 2 名です。」 

 

Q.「製品を買いたい場合は、ここに来なけ

ればいけないのですか。」 

A.「いえ、配達しています。」 

 

Q.「夢は何ですか。」 

A.「私の夢はお金を得ることではありませ

ん。経験を積み、会社やお客さんの役に

立てるようになりたいです。また、可能

であれば、将来的に海外で勉強したいで

す。」 

 

Q.「お金を得るより、国や社会に貢献した

いのですか。」 
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A.「そうです。必要最低限のお金と少しの

貯金があれば十分だと思います。」 

 

Q.「社会貢献意識が高いようですが、ソー

シャルビジネスをいう言葉を聞いたこと

がありますか。」 

A.「そうですね、この会社自体ただ多く利

益を上げるのでなく、国の発展や従業員

や人々の生活向上に貢献することが目的

だと思っています。」 

 

Q.「海外で働きたいとのことでしたが、ど

こに行きたいですか。」 

A.「自分の知識や経験を深めた後、会社が

海外、例えばコンゴやブルンジなどに支

社を設立したとしたら、そこで社長をし

てみたいですね。これも夢のひとつです。」 

 

Q.「勤務時間は何時から何時ですか。」 

A.「8 時から 17 時です。間に休憩を 1 時間

挟みます。土日は休みです。」 

 

Q.「会社の福利厚生の制度は整っています

か。」 

A.「保険等、必要なものは全て整っていま

す。パーティの諸経費も出たりします

（笑）。この会社は家族みたいなものです

ね。」 

 

Q.「どの程度の数の顧客がいますか。」 

A.「たくさん、たくさん、たくさんですね

（笑）。」 

 

Q.「とある資料によると、ルワンダの 90%

以上のトイレはぼっとんトイレとありま

すが、本当ですか。」 

A.「本当です。」 

 

◆以下、Q.：日本人・ルワンダ人学生、A.：

原田さん 

 

Q. 「なぜルワンダでビジネスをすることに

なったのですか。」 

A.「 日本では人材総合サービス事業を行う

会社に勤めていて、今の仕事とはかなり

分野が違っていました。ただ、途上国で

起業したいと考えており、ずっとチャン

スを探していました。去年、幸運にもケ

ニア・ナッツ・カンパニー（年商 30 億円・

ケニア最大の食品加工会社の一つ）創業

者の佐藤さんにお会いしました。佐藤さ

んの経歴や話を知った時に感銘を受け、

また実際にお会いして話を聞いて、ここ

でビジネスをすることを決めました。佐

藤さんがこの会社 (Organic Solutions 

Rwanda）を私に任せてくださったので、

今ここで働いています。ちなみに、（先ほ

ど話したとおり）私は環境や公衆衛生分

野のプロフェッショナルではありません。

ただ、単なる知識は簡単に得ることがで

きます。しかしビジネスは知識だけでは

なく、人間関係とチームをオーガナイズ

する力、市場のチャンスを捉える力が大

切だと考えています。ですから、前職と

今の仕事の分野は違うものの、特に大き

な問題はありません。」 

 

Q. 「ルワンダで働くことはエキサイティン

グだと思いますが、もし日本で働き続け

ていたら、生活は安定し、給料も高かっ

たと思います。それらを犠牲にしてまで

ルワンダで働くモチベーションは何でし
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ょうか。」 

A.「（途上国で起業するという）夢を叶えた

かったからですね。日本に留まっていて

はその夢は達成できないので。また妻が

ルワンダの他の会社で働いていることも

大きいです。だから、皆さんもルワンダ

でビジネスを始めるなら、結婚してから

くるのがいいですよ（一同笑）。また、今

の時代、日本で一つの企業にずっと勤め

ていることこそ、リスクが高いことのよ

うにも思います。」 

 

Q. 「農村の人にとって、製品の価格が高い

ように感じます。農村等に今後事業を拡

大するために、コスト面などでどのよう

な戦略を今後とるのでしょうか。」 

A. 「まだ現時点では、製品を政府や公的セ

クターに売っています。次の段階で、民

間の企業に製品を広め、また次の段階で、

一般の人に向けて製品を売りたいと考え

ています。また、 現在、製品を作るため

の原料をケニアから輸入しているためコ

ストがかさんでいますが、今後ルワンダ

でその原料を製造できるようになれば、

コストが下がると思います。」 

 

Q.「ルワンダに来る前、日本でどのくらい

の期間働きましたか。またいつ頃から途

上国でビジネスをしようと考え始めまし

たか。」 

A.「6 年間働きました。年は今 30 歳です。

ルワンダに来てからは 4 ヶ月になります。

23 歳・24 歳の頃には、途上国でビジネス

をしたいと考え始めていました。」 

 

Q.「世界銀行の『Doing Business』という

レポートで、ルワンダのビジネス環境は

高く評価されていますが、ルワンダでビ

ジネスをするのは本当に簡単でしょう

か。」 

A.「難しい点もあります。一例を挙げると、

VISA の取得が難しいことですかね。観光

客向けには VISA が出やすいですが、現

地で働くための VISA の取得が非常に難

しいです。ルワンダ開発局は Welcome、

移民局は No と言っているような感じで

す（一同笑）。もちろんルワンダだけがこ

の様な問題を抱えているわけではないと

思いますが。」 

 

Q.「 この仕事以外に、ルワンダで他にやっ

てみたいことや、ビジネスのアイデア等

はありますか。」 

A. 「まず、自分自身でビジネスを始めたい

と思っています。実際、ルワンダにはた

くさんビジネスチャンスが転がっている

と思います。例えばですが、ルワンダの

女性は美しいのでモデル事務所を開いて

ケニアとかタンザニアに向けてビジネス

とかできそうですね（一同笑）。また、ル

ワンダにはいくつか日本食レストランが

ありますが、日本人経営のものが無いの

で、それも始めてみるとかも一案かもし

れません。ビジネスに関して私からアド

バイスをするとすれば、ビジネスを難し

く考えないことです。生活の中で、不満

や不便な点、不足していることがあるな

らば、それがビジネスを始めるきっかけ

になり得ます。ただし、まずどこかの会

社で経験をつんでから自分自身のビジネ

スを始めるのが良いですね。ルワンダと

日本は大きく違いますが、ビジネスの根
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本的な部分は変わらないと思います。」 

 

Q.「 ルワンダ人は勤勉だと聞きますが、実

際のところルワンダンと働くのはどうで

すか？」 

A. 「そうですね。とても勤勉で驚きました。

毎朝時間通りに出勤しますよ。基本的に

はいつも一生懸命働いています。たまに、

Facebook をいじっていたりするのを見

かけますが（笑）、ただ日本でも勤務中に

カフェにいって休憩していたりもするの

で、同じようなことだと思います。」 

 

Q. 「もっと多くの日本人にビジネスをしに

来てほしいですか。」 

A. 「そうですね。毎日、いたるところでビ

ジネスチャンスを発見します。しかし私

としては、今たくさんのことを一度にや

る余裕がないので、多くの人がビジネス

をやりにきてチームとしてビジネスがで

きたら面白いかもしれません。」 

 

◆以下、Q.：日本人・ルワンダ人学生、A.：

長谷川さん 

 

Q.「ルワンダと他の国との違いは何でしょ

うか。」 

A. 「言語ですね（一同笑）。他には、タン

ザニアやケニアから帰ってくる度に、キ

ガリの綺麗さには驚きます。綺麗好きな

のは、ルワンダ人の国民性のひとつかも

しれませんね。また、政府が他の国に比

べて多くの予算を街の清掃に投じている

ことも一因でしょう。ビジネスに関して

言えば、ルワンダは人口密度が高いので、

私たちのビジネスはしやすいですね。タ

ンザニアでビジネスをするとなると、商

品を配達するのに 300km、400km と車

を走らせなければいけないかもしれませ

んが、ルワンダは小さい国土に多くの人

が住んでいるのでその点でやりやすいで

すね。また、例えばタンザニアでビジネ

スをしていたとして、営業担当の人が病

院や学校などの公的セクター向けにビジ

ネスをしたいと提案してきた場合、恐ら

く（私は）NO と言うでしょう。という

のも予算が職員・役人の元に消えてしま

うなど問題が多いので。学校を訪問して

みると、生徒が何もせず遊んでいること

などがあって、どういうことかというと

（職務を放棄して）教師が自身のビジネ

スをしていたりするんですね。ケニアで

も同様のビジネスをしていますが、主な

ターゲットは民間セクターですね。学校

や病院とかではなく。ただルワンダでは

そういうことは無いですね。」 

 

Q.「 本当にルワンダにビジネスの魅力と可

能性はあるのでしょうか。」 

A. 「正直、ルワンダの市場は小さいし、港

から遠いです。ですから日本の企業が支

社を立てるなら、タンザニア・ケニアで

事足りるでしょう。ただ、ルワンダ・ナ

ッツ・カンパニーの場合は、マカダミア

ナッツを現地の農家から買い上げて加工

しているので、ルワンダに会社を持つ必

要がありますね。ただ、日本製品をルワ

ンダで販売したい場合などは、ルワンダ

に支社を構える必要は必ずしも無いでし

ょう。」 
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感想 

 これまで、私は「ルワンダでビジネスを

立ち上げる＝挑戦・リスクが高い」「日本で

働く＝安定・リスク低い」と考えており、

また途上国でビジネスをすることに対し、

高いハードルの様なものを感じていた。だ

が、今回の訪問を経て（たしかに途上国で

ビジネスをすることは大変なことは理解し

ているが）、そのようなイメージは少し変わ

っていった。個人的な話だが、日本の様に

先進国で、色々とビジネスが飽和状態、し

かも高齢化が進んで「元気の無い」様な社

会で働くより、若い人が多く、発展途上で

勢いのある国で働きたいとの思いが強くな

った。発展途上のルワンダには、たくさん

のビジネスチャンスが転がっているという。

将来のことはまだわからないが、自分も途

上国に飛び込んで何かをしてみたい。 

 訪問を通じて印象的だったのは、現地で

働いていたルワンダ人従業員のエリックさ

んが、収入よりも自身の成長や社会への貢

献を重要視していたことだった。これまで、

途上国で働く人々は自身の生活向上のため

にギラギラと働いているという勝手なイメ

ージを持っていたのだが、エリックさんの

ような意見が聞けたのは興味深かった。 

 最後に、一つ考えさせられたことがあっ

た。ルワンダ滞在中、いたるところで小学

生・中学生など多くの子供達を見かけてい

た。彼らはいわばジェノサイド以後の世代

であって、「民族」間の憎悪感情や過去の悲

惨な記憶を持たないため、今後のルワンダ

社会を築いていく希望の様なものだと思い

ながら彼らを見ていた。しかし、会社訪問

後の夕食会の場で興味深いことを伺った。

ルワンダは現在深刻な職不足で、雇用創出

は今後の国家の発展と安定のために重要な

のだが、現在そしてこれからも増え続ける

若者人口の受け皿となる雇用が足りていな

いとのことだった。増え続ける若者人口は、

見方によっては希望というよりも、むしろ

「怖い」存在なのであるという。この様な

こともあり、今後ルワンダでは、援助や支

援といった活動と同時に（もしくはそれ以

上に）、ビジネスによる雇用創出が重要にな

ってくるのだと、改めて考えた。 

 

 

Umuseke.com 訪問 
担当者：丸茂思織 

 

企画概要 

日 時：8 月 26 日（火） 

場 所：Umuseke.com  

（HP：http://www.umuseke.rw/） 

協力者：Umuseke.com の皆様、設立者マル

セル・ムチンダシュヤカ氏 

 

企画経緯と目的 

企画経緯 

ルワンダは 2014 年の今年、1994 年に起

こったルワンダ大虐殺よりちょうど 20 年

を迎える。ルワンダには大虐殺発生時、当

時ルワンダで主なメディアであったラジオ

が政府によって悪用され、それが虐殺を加

速させたという悲劇の歴史がある。大虐殺

から 20 年を経た今、従来悪用されたルワン

ダのメディアがどのように活用されている

のか。インターネット新聞社 Umuseke を

ひとつの題材として、ルワンダメディアの

今・未来の可能性を学びたいと考えたこと
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が本企画実施に至った経緯である。 

企画目的 

①ジェノサイド当時悪用され虐殺を助長し

たとされるメディアが、ジェノサイドか

ら 20 年を迎えた今どのように活用され

ているのか。インターネット新聞社

UMUSEKE の取り組みを一つの例に、ル

ワンダメディアの現状を学ぶ。 

②近年ジェノサイドの歴史を理由に、ルワ

ンダ政府によりメディアや言論の自由を

規制する法制定が進められている。

Umuseke の設立者であるマルセル氏に

それらに対する考えを伺い、今後のルワ

ンダメディアの可能性を探る。 

 

活動報告 

本企画では Umuseke 設立者であるマル

セル・ムチンダシュヤカ氏に、会社概要や

ルワンダメディアの現状、また近年制定さ

れているメディア規制法等についてインタ

ビューさせて頂いた。以下の内容はマルセ

ル氏へのインタビュー内容をまとめたもの

である。 

 

 

設立者のマルセル氏 

 

 

1．Umuseke とは 

(1)設立背景 

Umuseke（キニヤルワンダ語で「夜明

け」の意）とは、インターネット上で情

報提供を行うインターネット新聞社であ

り、キニヤルワンダ語と英語の 2 つのサ

イトを運営している。設立者であるマル

セル氏は 1994 年のジェノサイド時に家

族を失った経験から、ジェノサイドサバ

イバーとして自分ができることは何かと

考えた。その結果、当時のルワンダ人に

とって唯一のメディアであったラジオが

ヘイトスピーチを拡散するプロパガンダ

として悪用され虐殺が助長されたことか

ら、そのメディアを有効活用して平和構

築を行いたいと考え Umuseke を設立し

た。 

(2)会社概要 

 Umusekeは 2011年にマルセル氏によ

って設立された。設立当時社員はわずか

5 名だったが、現在は 28 人の社員を抱え

ている。またその 25 人のうち 18 名が記

者である。記者は世界中に派遣され、現

地より Umuseke オリジナルのニュース

記事を執筆している。またウェブサイト

の作成・運営の全過程を Umuseke が行

っており、記者以外にもリーガルチーム、

アカウンタントチーム、マーケティング

チーム等のチームが存在し、それぞれの

役割を果たしている。またサイト訪問者

数は 1 日でおよそ 125000 アクセスを誇

り、現在ではルワンダを代表するインタ

ーネットメディア会社となっている。 

(3)目標 

Umuseke の到達目標は「若い人材のキ

ャリア形成」と「メディアによる安定し
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た社会の形成」である。また Umuseke

と他のウェブメディアとの違いは、運営

目的が「平和構築」と「復興」にある点

であり、ルワンダの人々を再びひとつに

団結させることが Umuseke の役割であ

るとマルセル氏は述べている。 

 

2．UMUSEKE の取り組みと課題 

(1)取り組み 

①平和構築と復興のための取り組み 

ジェノサイドからちょうど 20 年を迎

えた今年、ジェノサイドサバイバーから

直接当時の証言を聞き、それを特集記事

として取り上げるという独自の取り組み

を行っている。一般的に犠牲者と言われ

る「ツチ」のみならず「フツ」に対して

もインタビューを行なっており、人々に

真実を伝える活動に努めている。また

Umuseke の中で一番訪問者数の多いコ

ンテンツが「平和構築」であり、そこか

らもルワンダ人の平和に対する意識の高

さがうかがえる。 

②炎上対策 

 ジェノサイド当時のようにメディアが

民族分断を助長することがないよう、

Umuseke ではコメント欄の炎上対策を

徹底的に行っている。ツチやフツ等民族

に関連するコメントや他国を批判するよ

うなコメントは、インターネット上に公

開する前に担当チームによって削除され

る。コメントの程度によるが、Umuseke

の運営目的である平和構築に反するよう

な内容コメントは基本的に掲載すること

ができない。 

(2)課題 

 ①利益を挙げることが困難 

現在はウェブサイトに掲載している広

告によって主な収入を得ているが、購読

料を取るようなコンテンツを取り扱って

いないため利益を挙げることが難しい。 

 ②インターネット普及率の低さ 

  現在 Umuseke が抱える課題のひとつ

として、インターネットの使用が不可能

な環境にいる人々への情報提供がある。

インターネット環境の問題にとどまらず、

現在のルワンダには金銭的な理由からコ

ンピューターの入手が困難な人や、コン

ピューターを利用する技術を持たない人

が数多くおり、インターネットメディア

だけでは彼らのような状況にある人々に

情報提供を行うのが難しい。その問題を

打開するために、ルワンダで最も普及し

ているメディアであるラジオによる情報

提供を来年 2015 年の 6 月から開始する

計画を進めているという。 

 

 

鮮やかな赤い看板が目を惹く Umuseke 

 

3．ルワンダのメディア規制法と言論の自由 

(1)メディア規制法 

  ルワンダには「RMC（Rwandan Media 

Commission）」というジャーナリストの

ための機関がある。また他に政府によっ
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て「メディア法」などの法律が整備され

ている。マルセル氏は「メディア規制法

はメディアが人々を分断するのを防ぐた

めのもので、あくまでメディアを活用し

て国を発展させることを目的としている。

メディア規制法は非常に柔軟性があるも

ので、Umuseke に悪影響はなく素晴らし

いものである。」と述べている。またこれ

らの法律はジャーナリストの行動に節度

を持たせるためのもので、民族分断を予

防するにも非常に有効であると言う。 

(2)言論の自由 

マルセル氏はルワンダの言論の自由に

ついて「他国の人間はルワンダには言論

の自由がないと懸念するだろうが、ルワ

ンダ人が自由であるか否かを決めるとす

るならば自由だ。」と述べている。その理

由として、ジェノサイド時にメディアが

悪用されたという過去を繰り返さないた

めに、メディアを政府が注意深く監視す

る必要があるからだそうだ。 

 

感想 

Umuseke 訪問では興味深いお話を数多

くお伺いすることができた。 

お話を聴いてまず驚いたのは、マルセル

氏の「平和構築」への意識が非常に高いと

いう点である。大虐殺の経験から Umuseke

設立に至ったということは以前から知って

いたが、メディアの力で「平和構築」をす

るという彼のこだわりがインタビューの随

所に見られ、またそのこだわりが Umuseke

のウェブサイトやその運営目的・方法に色

濃く反映されていると感じた。「昔悪用され

たものを再びこの国のために有効活用した

い…」言葉にすると簡単に聞こえてしまう

かもしれないが、従来悪用されたメディア

の力を使って社会を良くしたいと決意し、

またそれを堂々と言えるようになるまでに

どれだけの覚悟が必要だったか、私には計

り知れない。 

またメディア規制法や言論の自由、ジェ

ノサイド関連事項など、一社長が回答する

にはデリケートな質問ではないかと危惧し

ていた質問に対して、快く答えて下さった

ことが正直驚きだった（政府を批判するよ

うなことを言及していなかったからかもし

れないが…）。その中でも、ルワンダの言論

の自由についてお伺いした際に「他国の人

間はルワンダの自由は制限されていると危

惧するだろうが、ルワンダ人が自由か否か

を決めるならば自由だ。民族分断を防ぐた

めにも、むしろ政府がメディアを厳しく監

視すべきだ。」という彼の言葉が印象に残っ

ている。それはつまり、メディアの影響力

やまたそれが悪用されたという過去をふま

えたうえで、政府のメディアへの介入を推

奨しているということである。私は「政府

のメディア介入によってルワンダの言論の

自由は大幅に制限されているのではないか。

またその事実自体、ルワンダ人は気付いて

いないのではないか。」と考えていたので、

政府の介入を推奨するという彼の姿勢に驚

かされた。しかし冷静に考えてみれば、私

の意見は、社会の安定した先進国に住む日

本人らしい考え方であると気づいた。「社会

の安定」と「言論の自由」を天秤にかけた

議論は数多くなされているが、言ってしま

えばその国の成熟度によって正解は異なる。

マルセル氏の意見には「良い政府」を前提

としているという問題点もあるが、ジェノ

サイドという特殊な歴史を抱える現在のル
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ワンダにおいては、「民族分断を防ぐために

政府が介入する」というかたちが一番望ま

しいのかもしれない。こうした「ジェノサ

イドをふまえたルワンダ独自の自由」では

なく、「世界基準の自由（他国と比較した上

での自由）」でルワンダの自由が図れるよう

になった時こそ、ルワンダが本当に復興し

た時であると言えるのではないかと思った。 

最後に、稚拙かつ無礼な英語で質問攻め

にしたにも関わらず 1 問 1 問真摯に回答し

てくださったマルセル氏には勿論のこと、

仕事中だったにも関わらず快く受け入れて

くださった Umuseke の従業員の方々に心

から感謝したい。誠にありがとうございま

した。マルセル氏と Umuseke の今後に注

目し、また活躍に期待したい。 

 

 

EPAK DON 

BOSCCO 

PRIMARY 

SCHOOL 訪問 
担当者：渡邊伶 

 

企画概要 

日 時：8 月 27 日（水） 

場 所：EPAK DON BOSCCO PRIMARY 

SCHOOL 

協力者：EPAK DON BOSCCO PRIMARY 

SCHOOL の皆様、校長トゥアギリ

マ氏、ルワンダ教育省最高技術責

任者キメニ・エリック氏 

企画目的と経緯 

企画経緯 

ルワンダは「VISION2020」で ICT 分野

の人材育成を目標にしている。その目標を

達成するために、「One Laptop Per Child 

(OLPC)」を掲げ、小学校から ICT を用い

た教育をおこなっている。今回の企画では、

まずルワンダの ICT教育の現状や課題を知

り、そして日本の ICT 教育と比較してその

相違点を考える。 

企画目的 

・「One Laptop Per Child」を実践している

小学校を訪問し、ルワンダにおける ICT

教育の現状や特徴、問題点を知る。 

・ルワンダの ICT 教育と日本の ICT 教育と

を比較して、その相違点を考察する。 

 

 

PC を真剣に操作する子供達 

 

活動内容 

本企画では実際にラップトップを使用し

ている生徒と、担当教員にインタビューさ

せていただくという形式で行った。 

 

1．ICT 教育とは 

ICT とは「information communication 

technology」のことで、日本語では情報通
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信技術と訳される。この ICT を用いた教育

を ICT 教育という。ICT を用いて教育をよ

り質のいいものにしようという動きは世界

中に広まっている。その代表的なのものが、

アメリカの教師アーロン・サムズ氏等が発

案した「反転授業」というものである。全

生徒にタブレットを渡し、事前に家で講義

を見てもらう。学校では、家で見てきても

らった内容の確認やディスカッション、ま

たは応用問題などに取り組む。この反転授

業では、一人一人の理解度に合わせた授業

を行うことができるほか、ディスカッショ

ンも行うことができるため、生徒の自主性

や創造性を育むことができると期待されて

いる。その一方で、タブレットの値段が高

い、先生に指導力とは別の力が求められて

しまうなどの課題もある。 

 

 

子供達が使用する PC 

 

2．ルワンダの ICT 政策 

ルワンダ政府は 2020 年までに達成する

目標として「VISION2020」を掲げ、その

一つを ICT 分野の人材輩出としている。今

回視察したDONBOSCOスクールは、「One 

Laptop Per child」というプログラムを導入

している学校である。この小学校にはおよ

そ 300 台もの PC がある。2009 年より日本

でいう 4・5・6 年生の生徒がこの PC を用

いて、英語・科学・数学・プログラミング

の授業を 1 週間に 2 時間行っている。ルワ

ンダには現在 416 のセクター（地方行政区

分の一つ。大体人口 2 万 5000 人程度）が

存在する。そのうち 409 のセクターでは、

各セクターで最低 1 校以上、PC を活用した

ICT 教育が導入されているという。PC は、

パブリックスクールは無料で子供たちに提

供し、プライベットスクールはお金を出し

て買う。 

また、教師にも、どのようにコンテンツ

を使うか、コンテンツンにアクセスするか

などの訓練をしている。 

 

3．質疑応答 

ルワンダ教育省最高技術責任者であるキ

メニ・エリック氏にインタビューを行った。 

 

Q.「“One Laptop Per Child”は素晴らしい

取り組みだと思う。この取り組みを他の

地域にも導入することはできるのか。」 

A.「はい。しかし“One Laptop Per child”

行うためには電気やサーバーが必要であ

る。その設備があれば可能である。」 

 

Q.「一回 PC をもらったらそれはずっとそ

の生徒のものか。」 

A.「いいえ。基本的には、生徒にあげるこ

とはおすすめしていない。しかし田舎で

は生徒にあげる学校もある。私たちは、

ラップトップを生徒の所有物にしないこ

とを推奨しているのだが、その大きな理

由は、セキュリティ、安全性の問題だ。」 
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Q.「日本でも ICT 教育が行われているが、

多くの子供が教師に向かって座り、PC を

使う場合がほとんどである。それに対し

て、今回視察した教室では、生徒が 8 人

ぐらいで、グループワークを行うような

机の並びだったが、ルワンダでは、日本

が導入している反転授業のような ICT教

育は行わないのか。」 

A.「コンビネーションが大事である。教師

は多くいる。どの学校にも多くの教師が

割り当てられている。生徒が何か意見を

発したいと思っていると感じた時は、教

室内を歩き回り意見を求める。教師が立

って授業を行うのとは、提供する情報が

異なってくる。」 

 

Q.「たとえ ICT 教育を進めて、良い人材を

育てても、そもそもそのスキルを活かせ

る仕事が不足しているのではないか」 

A.「確かにこの国には若い人が多い。イン

ターネットも最近整備されたばかりだ。

しかしこの国の子どもたちはだんだんと

ICT スキルを身に着けることができる。

そして仕事で ICTスキルを活用すること

ができる。私はどの仕事に就くにしても

ICT スキルは基礎として必要なものであ

ると考える。マイクロソフトやグーグル

などは ICT スキルを要求している。進級

していくにつれて ICTスキルを高めてい

くことが大事であるのは間違いない。こ

れからも ICT 教育を続けていく。」 

 

Q.「このプログラムのどのような点が重要

と考えているか。」 

A.「ただタブレットを与えるだけでなく、

使い方の指導もしている。タブレットを

使用することで、ICT スキルを高めると

同時に、クリティカルシンキングを鍛え

ることもできる。ルワンダにおいて、例

えば先生や医師、法律家など将来の希望

の職に就こうとするためには、大きな制

約がある。しかし ICT を用いて、調べる

ことができるので、可能性が広がる。」 

 

Q.「このプログラムの課題は何か。」 

A.「3 点ある。1 点目は、電気が国中どこの

場所でも使用することができるわけでは

ない点。電気が使用できるのは、キガリ

などの都市部のエリアがほとんどである。

2 点目は、先生の質についてである。キ

ガリにおいては、教師は比較的短時間で

見つけることができる。しかし、ローカ

ルエリアにおいては、見つけるのにも時

間がかかるし、訓練するのにも時間がか

かる。3 点目は、使い方である。たとえ

カリキュラムが変わっても、同じサーバ

ーを使い続けてもらうように指導しなけ

ればならない。」 

 

 

校内で記念撮影 
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4．インタビュー 

(1)校長トゥアギリマ氏へのインタビュー 

Q.「この学校で行っている ICT 教育の概要

や効果は何か。」 

A.「“One Laptop Per child”はルワンダ人

の ICT 技術を改良していくとともに、

ICT に触れる機会を提供している。ICT

は病院や教育や産業など様々な分野で重

要なものとなっている。政府は生徒たち

が自分の頭で考えるように ICTを授業に

導入した。全ての生徒がラップトップを

使用するわけではなく、ルワンダの ICT

政策にはプロセスがあり、4 年生から 6

年生が PC を使用する。ルワンダ政府は

全ての人が ICTにアクセスすることを理

想としているが、同時にプロセスを大事

にする。また、PC を用いることは発展の

ために有効である。」 

 

Q.「ルワンダの子供たちに、どのようにル

ワンダの社会に貢献していくことを期待

するか。」 

A.「私は、高い技術力を持った人々が様々

な分野で活躍してくれることを期待して

いる。高い技術は農業、産業、医療など

の様々な分野で私たちの生活を助けてく

れる。ICT を学ぶことは、国をより発展

させるために重要なことである。」 

 

Q.「ICT スキルはジェノサイドからの復興、

発展のためにポジティブなパワーになる

と思うか。」 

A.「はい。ICT は国を発展させるためにと

ても重要である。ルワンダ政府はこの小

さい PC を用いる教育プログラムを実行

している。政府からサーバーが与えられ

たことで、子どもたちは、様々な知識を

得るためにサーバーにアクセスすること

ができる。私は将来ルワンダの子どもた

ちが良い人材になることを願っている。」 

 

(2)生徒へのインタビュー 

Q.「PC の使いやすさはどうか。」 

A.「とても使いやすい。調べ物をする際な

どに活用できるうえに、知りたいことな

どを調べて学ぶことができる。」 

 

Q.「PC を使う上での問題は何か。」 

A.「私は自分のタブレットを持っていない

ため、繰り返し復習して自分の知識にす

ることができないこと。」 

 

感想 

ルワンダの ICT 教育の視察を行ったが、

素直に言えば、驚いたという表現がふさわ

しい。 

ラップトップの教材も数学や科学、プロ

グラミングなど様々なものがあり、また少

人数で行っていたので、先生から個人的な

指導も受けることができるだろう。 

 しかし、ルワンダの ICT 教育は日本の

ICT 教育と大きく異なると感じた。まず、

目的である。日本の ICT 教育は、ICT を用

いて、子供たちに考える力、創造性をみに

つけさせる目的で行っていることが多い。

それに対してルワンダは、ICT スキルを子

どもたちに身に着けてもらうことを第一の

目的にしている。これは、「VISION2020」

で ICTスキルを持つ人材を育てる目標を掲

げているためである。つまり子供のころか

ら PC に慣れてもらい、将来、本確定に ICT

スキルを身に着けるための基礎にするとい
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うことであろう。もちろんルワンダも ICT

を用いて、数学の知識をより効果的に効率

的に身に着けてもらうことはねらいとして

いると言っていたが、それは第二以降の目

的であろう。この点に、ICT を国づくりの

ための政策の一つとしているルワンダと、

ICT 分野に限らず総合的な人材を育てよう

としている日本の違いが出ている。もちろ

んどちらが良いというわけではなく、目的

が違うというだけである。 

しかし、日本の ICT 教育を用いた授業、

例えば反転授業は、今後ルワンダに導入す

れば効果を発揮する可能性はある。また、

ルワンダの ICT 政策、例えば「One Laptop 

Per child」の仕組みを日本に導入すること

も考えられる。日本にはまだタブレットを

配布したくても経済的に難しい地域もある

からだ。 

同じ ICT 教育を進める国同士、相違点が

多くあり学ぶことが多かった。 

 

 

 

The New Times 

訪問 
担当者：丸茂思織 

 

企画概要 

日 時：8 月 27 日（水） 

場 所：The New Times 

（HP：http://www.newtimes.co.rw/） 

協力者：The New Times の皆様、編集長ケ

ネディ氏 

 

企画経緯と目的 

企画経緯 

ルワンダは 2014 年の今年、1994 年に起

こったルワンダ大虐殺よりちょうど 20 年

を迎える。ルワンダには大虐殺発生時、当

時ルワンダで主なメディアであったラジオ

が政府によって悪用され、それが虐殺を加

速させたという悲劇の歴史がある。大虐殺

から 20 年を経た今、従来悪用されたルワン

ダのメディアがどのように活用されている

のか。出版社 The New Times をひとつの

題材として、ルワンダメディアの今・未来

の可能性を学びたいと考えたことが本企画

実施に至った経緯である。 

企画目的 

①ジェノサイド当時悪用され虐殺を助長し

たとされるメディアが、ジェノサイドか

ら 20 年を迎えた今どのように活用され

ているのか。New Times の取り組みを一

つの例に、ルワンダメディアの現状を学

ぶ。 

②近年ジェノサイドの歴史を理由に、ルワ

ンダ政府によりメディアや言論の自由を

規制する法制定が進められている。New 

Times の設立者の一人であり現編集長を

務めるケネディ氏にそれらに対する考え

を伺い、今後のルワンダメディアの可能

性を探る。 

 

活動報告 

本企画では The New Times 設立者の一

人であるケネディ氏に、会社概要やルワン

ダメディアの現状、また近年制定されてい

るメディア規制法等についてインタビュー

させて頂いた。以下の内容はケネディ氏へ

のインタビュー内容をまとめたものである。 
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1．The New Times とは 

(1)会社概要 

 New Times は、1995 年 9 月に設立し

たルワンダでは有名な新聞社である。月

曜日から土曜日まで出版している英字新

聞「New Times」や、日曜日に限り特別

に出版している英字新聞「 Sunday 

Times」、キニヤルワンダ語の新聞「Izuba 

Rirashe」等、数多くの新聞を出版してい

る。2006 年からはニュース情報の提供を

行うウェブサイトも開設し、そのアクセ

ス数は月 100 万以上である。また現在は

週に 1 度、雑誌の出版も行っている。設

立当時 4 人だけだった従業員の数は、設

立から 15 年を経た現在では 100 人以上

に昇ると言う。 

(2)ターゲットと理念 

読者層のターゲットは、将来のオピニ

オンリーダーとなるヤング・エリート層

であり、より学術的なコンテンツの配信

に努めている。New Times は多角的な側

面から物事を捉え、公平な立場から真実

の情報を発信することを基本理念として

おり、記事内容の事実確認にも力を入れ

ている。またメディアがジェノサイド時

に悪用されたという歴史をもつルワンダ

においては、「人々にいかにメディアを信

じてもらうか」が挑戦であったとケネデ

ィ氏は語っている。 

 

2．The New Times の独自性と課題 

(1)独自性「3 言語による新聞の出版」 

 母国語であるキニヤルワンダ語と公用

語である英語・フランス語という、ルワ

ンダで使用できる 3 言語すべての言語で

新聞を発行していることが New Times

の独自性である。またジェノサイド後の

ルワンダにおいて、初めて英字新聞の出

版を始めたのも New Times である。 

(2)課題 

 ①他社との競争 

以前は政府からお金の支給があったた

めお金に困っていなかったが、現在は他

社と競争する必要に迫られている。新聞

や雑誌等のプリントメディアは読者が減

っていることに加えて、New Times は読

者層の少ないフランス語の新聞を出版し

ているため非常にコストがかかってしま

う。しかし New Times 独自の情報量の多

さによって、他社との差別化を図ってい

る。 

 ②お金になびく記者の存在 

  賄賂を受け取るかわりに、お金をくれ

た人にとって都合の良い記事を書いてし

まう記者が存在する。New Times はこう

いった行為を止めるよう教育しているが、

それに刃向うジャーナリストがおり、以

前 1 度だけ裁判沙汰になったことがある

と言う。こういった状況のなか、公平な

情報を提供することに努めている。 

 

3．ルワンダのメディア規制法と言論の自由 

(1)メディア規制法 

  以前のルワンダにおけるメディア法は

不鮮明なものであったが、ジェノサイド

から現在にいたるまで 4 回もの改正

（1982 年・1992 年・2001 年・2007 年）

をしながら改善されている。またルワン

ダ に は 「 RMC （ Rwandan Media 

Commission）」という、記者による記者

のための機関が存在している。RMC は政

府の機関ではなく、ジャーナリストによ
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って構成・運営されている。New Times

にも RMC の委員が在籍しており、委員

会のメンバーは選挙によって選出されて

いる。 

(2)言論の自由 

ケネディ氏は、ただ批判するのではな

く代替案の提案を行うのが望ましいとし

ているうえで、事実に基づいていれば政

府を非難することも可能であると述べて

いる。 

またケネディ氏はルワンダの言論の自

由に関して「言論の自由は社会の柱であ

り非常に重要なものであるが、時に自由

過ぎることは危険を伴う。特に近年、過

ぎた発言により表現の自由の悪い側面が

目立ちつつある。しかし明確な事実があ

れば政府を非難することも可能であると

私は思う。また私は、ルワンダの人々は

情報の自由を持っていると信じている。

なぜならルワンダには十分な情報があり、

また人々はそれらの情報を選択する自由

を持っていると考えるからである。」と述

べている。 

 

 

New Times の社内の様子 

 

 

感想 

現在のルワンダメディアに携わる方にイ

ンタビューさせて頂いたのは、Umuseke

設立者のマルセル氏も含めて二人目であっ

たが、両者共に私が想像していた以上に「メ

ディアが悪用された過去の歴史」を意識し

ており、「公平な情報を提供することに努め

ている」「ソースのある真実しか伝えない」

といったことを繰り返し述べていたことが

印象的だった。メディアが社会に対してい

かに大きな影響力をもち、また自分がその

メディアに携わるひとりであるということ

を強く自覚しているからだと思った。 

また現カガメ政権は多くのルワンダ人か

ら厚い支持を受けており、個人的にも彼に

心酔しているルワンダ人が多いと感じてい

たため、ケネディ氏が「明確な事実があれ

ば政府を非難することも可能である」と述

べていたことには驚かされた。ルワンダ政

府や政府関係者に都合の悪いことを言う・

する人は秘密裏に殺されている…という話

を小耳に挟んだことがあったため、「ルワン

ダの政府やリーダーを非難する自由は、国

の改善を促すものであるから悪いことでは

なくポジティブなことである」とまで言い

切っていたケネディ氏の身が少々心配にな

った。 

 しかし逆に言えば、メディア法によって

報道や言論の自由が規制されているとは言

え、ある意味そういう発言ができるレベル

には「自由」であるのかもしれない。「ルワ

ンダは、政府によって言論の自由が制限さ

れている！」と騒いでいるのは、一部の先

進国のみで（ルワンダに来る前の私もその

ひとり）、実際ルワンダ国民は「よけいなお

世話よ。」程度に思っているのかもしれない。
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私自身、ルワンダ人学生から、BBC から情

報収集を行うといった話や、ルワンダのテ

レビ局が日本のニュースを報道していると

いった話を聞いて、ルワンダが報道の自由

度ランキング 162 位（180 ヶ国中）の国で

あることが信じられなかった。ありきたり

な結びになってしまうが、先進国が自国の

「自由」の価値観を押し付けて他国を非難

することは非常に簡単なことである。その

国独自の「自由」の定義や価値、またその

違いを大事にしなければならないと思った。 

お忙しいなか興味深いお話を沢山聴かせ

てくださったケネディ氏、また New Times

の従業員の方々に心から感謝申し上げる。

ありがとうございました。 

会社前で記念撮影 

Agaseke 訪問 
担当者：星野真希 

 

企画概要 

日 時：8 月 29 日（金） 

協力者：三戸優理氏、組合所属の女性達、

その他関係者様 

 

企画経緯・企画目的 

企画の経緯 

 Agaseke とは、首都キガリ市・RBD（ル

ワンダ開発局）が協力して行っているプロ

ジェクトで、貧窮した女性たちに、ルワン

ダの伝統工芸品であるアガセチェやバスケ

ット製作によって雇用を生み出し、収入を

与え、女性の自立支援を促すプロジェクト

である。実際に、Agaseke により、女性が

主収入を得ることができ、生活が改善され

たと報告されている。筆者は、Agaseke で

働いている女性の生活が改善されているの

か。また、女性達がどのようにして Agaseke

を知り、Agaseke で働こうと思ったのかと

いう経緯を知りたいと思い、Agaseke で働

いている何人かの女性にインタビューする

ことにした。また、カルチュラルイベント

を行った経緯としては、伝統ダンスは昔の

人々の生活の営みや文化を表すものであり、

日本とルワンダのダンスをお互いに披露す

ることにより、お互いの文化や歴史の理解

を深めること。また、Agaseke の働いてい

る人達に、日本の伝統ダンスを披露するこ

とで、日本の文化についてより身近に感じ

ていただくことも目的としている。 

企画目的 

①Agaseke で働いている女性達にインタビ
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ューすることで、Agaseke がどのように

して女性達に仕事の技術を施し、仕事を

与えているのかを知り、女性支援に関す

る知識を深める。 

②ルワンダ人学生と日本人学生がダンスを

通じて、お互いの文化を知り、当団体の

活動理念である「相互理解」を深める。 

 

活動内容 

1．企画概要 

ルワンダ人学生と一緒に、Agaseke で働

いている女性達に自己紹介をおこなった。

そして、Agaseke の工房を見学した後に、

そこで働いている女性数人にインタビュー

を行った。インタビューを終えた後に、

Agaseke で働いている女性たちに向けて、

ルワンダ人学生はルワンダの伝統ダンスを

披露し、日本人学生は、ソーラン節を披露

するカルチュラルイベントを行った。 

 

 

バスケットやアガセチェを製作する女性達 

2．インタビュー内容 

(1)リディアさん 

Q.「なぜ Agaseke に加入したのか？

Agaseke をどのように知ったのか？」 

A.「お金の問題で収入を得たいと思い加入

した。Agaseke は近所の友達が加入して

おり、その友人を通して知った。」 

 

Q.「アガセチェをつくるのは大変ではない

のか？」 

A.「大変ではない。まだトレーニング段階

で、完璧にアガセチェを作れるわけでは

ないが、アガセチェを製作していて楽し

い。」 

 

Q.「Agaseke に加入したことにより生活は

改善したのか？」 

A.「生活は改善した。まだ加入して１週間

だが、多くの友達ができて、収入も得る

ことができるようになった。」 

 

(2)アグネスさん 

Q.「なぜ Agaseke に加入したのか？

Agaseke をどのように知ったのか？」 

A.「2 人子供がいて、子供を大学に通わせ

るのに十分なお金と服を買うお金がなか

ったので、Agaseke に加入した。」 

 

Q.「Agaseke などの商品をつくることは大

変ではないのか？」 

A.「確かにつくるのは大変そうにみえるが、

作り方自体はとてもシンプル。なので作

り方を覚えてしまえば簡単である。」 

 

A.「Agaseke に加入したことで生活は改善

されたか？」 
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Q.「改善された。子供の学費が払えるよう

になった。」 

 

感想 

今回Agasekeを訪問して印象的だったこ

とは、Agaseke は女性達の収入を得る場だ

けでなく、コミュニティ形成の場になって

いることである。リディアさんのインタビ

ューの発言だけでなく、女性たちが楽しく

おしゃべりをしながら、アガセチェやバス

ケット製作をしている姿をよく見かけた。

また、工房内にはアガセチェとバスケット

が展示されていたが、どれを見ても荒い網

目などなく、品質のよい製品がおかれてい

た。きちんとしたトレーニングによってこ

のような商品が完成されるのだと思った。 

どの女性達も一生懸命にアガセチェやバ

スケットを製作しており、彼女達の顔に誇

りを感じられた。Agaseke は、女性達に収

入を与えることだけでなく、コミュニティ

を形成し、女性達の仕事が社会的に評価さ

れる喜びを与える場だと筆者は実感した。 

カルチュラルイベントでは、Agaseke で

働いている女性が一緒に踊って下さったり、

また手拍子や掛け声をかけてくださった。

日本人学生がソーラン節を踊り終わった後、

ルワンダ人がダンスを教えてほしいなどと

いったやりとりもあり、ダンスはお互いを

文化の理解を深めるものであると実感した。 

Umuganda 活動 

体験 
担当者：渡邊伶 

 

企画概要 

日 時：8 月 30 日（土） 

 

企画目的と経緯 

企画経緯 

ルワンダがジェノサイド後から経済発展

を 遂 げ て い る 理 由 の 一 つ と し て

Umuganda が挙げられる。Umuganda に

参加し、実際に奉仕活動を体験し、参加者

の意見を聞くなどしてなぜウムガンダが経

済発展の要因の一つになっているのかを考

察する。 

企画目的 

1．Umuganda というルワンダ独自の取り

組みを通じて、ルワンダの文化や伝統、

社会についての理解を深める。 

2．Umuganda に参加しているルワンダン

のコミュニティと交流を図る。 

 

活動報告 

1．事前学習「Umuganda とは」 

Umuganda とは、毎月最終土曜日に国民

全員の参加が義務づけられている奉仕活動

の事である。共同作業を通して、コミュニ

ティの和解と構築、さらに経済発展を目指

すことで、ジェノサイド後の国家の立て直

しと繁栄を目的としている。ジェノサイド

がツチとフツの対立から発生した過去を反

省して、コミュニティ毎の共同体意識を醸

成し協働することで、荒廃した大地をよみ
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がえらせてきた。 

ウムガンダの日は、午前 8 時から 10 時ま

で奉仕活動を行い、11 時からはコミュニテ

ィ毎に集まってミーティングを行う。奉仕

活動の内容は、コミュニティ毎に異なり、

そのコミュニティのリーダーが指示したこ

とを行うのが基本である。活動内容例とし

て、清掃などの美化活動や、道路工事、植

林などがある。ちなみにウムガンダでは基

盤作りのみを行って、それ以降はお金を出

し、業者に委託して建設の進行状況を確認

するにとどまる。 

奉仕活動の後には、コミュニティ毎に集

まってミーティングが開かれる。ミーティ

ングでは、リーダーと市民とで、コミュニ

ティの課題について話し合われる。 

ちなみに Umuganda が行われている時

間帯は、商業活動が禁止されるため、お店

も営業されず、交通機関もストップする。 

 

 

ミーティングの様子 

 

2．Umuganda の活動内容  

 Umuganda が行われる時間は、交通機関

がストップしてしまうので、ウムガンダ開

始前にタクシーで活動地に向かった。 

 ウムガンダが行われる場所では、多くの

ルワンダ人が集まり、すでに作業を開始し

ていた。 

今回私たちが行った場所では、道路の開発

作業が行われていた。私たちが行った作業

は三つある。一つ目はシャベルを使って道

路のわきにある土を荷車に積む作業。二つ

目は土が積まれた荷車を一箇所に運ぶ作業。

三つ目が運ばれた土をトラックに積む作業

である。 

 荷車を運ぶ人、土を積む人など役割が分

担されていたが、道具の数に制限があるた

め、全員が同時に作業をしていたわけでは

なく、交代で行っていた。 

奉仕活動後、Umuganda が行われていた場

所から徒歩で約 10 分移動した場所でミー

ティングが行われた。200 人以上は入れる

会場に、市民が集まっていき、前のステー

ジには、コミュニティのリーダーが座って

いた。ミーティングは一貫してルワンダ語

で行われていた。 

 

感想 

Umuganda を実際に体験してみて、その

仕組みの素晴らしさを実感した。

Umuganda で共同活動を行うことで、コミ

ュニティの和解と構築、さらには経済発展

を図ることができる。市民にとっても政府

にとってもメリットがあり、ジェノサイド

からの経済発展を目指すルワンダにとって

ふさわしい素晴らしい仕組みである。私は

ウムガンダ中に JRYC メンバー以外のルワ

ンダ人とも話したりして交流を深めていた

が、同じようなことはルワンダ人同士でも

起こっているのだろう。Umuganda はコミ

ュニティの構築につながっていくことを体

感した。 
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ま た 、 今 回 ル ワ ン ダ 人 と 一 緒 に

Umuganda を行い、ルワンダ人の作業の上

手さに驚いた。荷車で集めた土をトラック

に積む作業では、シャベルで土をすくい、

それをトラックに投げ込む必要があったの

だが、私達日本人が行うと、半分ぐらいの

土がトラックまで行かず、その途中で落ち

てしまった。一方で、ルワンダ人は土を塊

の状態のまま、トラックに投げ込んでいた。

もちろんルワンダ人は毎月この作業を行っ

ているため、私達より上手にできることは

当たり前のことだが、彼らも最初から上手

にできたわけではないのだろう。何回も活

動しているうちに上達していったと思われ

るし、そこに Umuganda という活動の継続

性を感じた。 

 

 

ウムガンダ活動に参加するメンバー 

在ルワンダ 

日本国大使館訪問 

担当者：品川正之介 

 

企画概要 

日時：2014 年 9 月 1 日（月）  

15:00~16:30 

場所： Plot no. 1236, Kacyiru, South 

Gasabo, Kigali, Rwanda（キガリ中心地よ

り Kacyiru 行きのバスに乗り約 15 分） 

協力者（面会した大使館員）： 

・小川和也氏（在ルワンダ日本国大使館特

命全権大使） 

・村田絵梨子氏（一等書記官） 

 

企画目的 

・日本とルワンダの外交上の関係・現状に

ついて理解を深める。 

・日本とルワンダの近年における経済的関

係の進展について理解を深める。 

・日本ルワンダ学生会議と大使館との今後

の関係について意見を述べる。 

・近年西アフリカで猛威を振るうエボラ出

血熱のルワンダ国内での発生時など、緊

急時の対応や連絡方法等について、滞在

中の安全対策を確認する。 

 

活動報告 

＜対談内容（一部抜粋）＞ 

※簡単な自己紹介の後、小川大使よりお話

を頂き、その後質疑応答をする形式で対談

を進めた。日本人学生・ルワンダ人学生同

席での訪問であったため、基本的に対談は

英語で行われた。 
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◆大虐殺から 20 年 

小川大使（以下、小川）「今年は大虐殺から

20 年の節目の年です。4 月に行われた大虐

殺の追悼記念式典は、昨年にも増して大事

なものであったと思います。私たちにとっ

ては、20 年前と言うと大分昔のことの様に

も思われますが、ルワンダの方々にとって

は、大虐殺の経験は今なお鮮明なものであ

るでしょう。皆さんには大虐殺の記念館を

訪れることをお勧めします。キガリにもギ

ソジのメモリアルがありますが、そこでは、

展示等を通じて大虐殺やルワンダの歴史に

関してよく知ることができます。ルワンダ

に来られる日本の政府関係者の方にも、大

虐殺の記念館を訪れることを勧めています。

最近では石原外務大臣政務官、衆議院議員

の三原議員・山際議員が記念館を訪問され

ました。」 

 

◆日本人との類似点 

小川「日本人とルワンダ人の国民性には、

共通点があると言われます。勤勉でよく働

き、シャイで、自分の思いや考えをなかな

か打ち明けない、という点です。ルワンダ

に赴任する前から、チャールズ・ムリガン

デ駐日ルワンダ共和国大使よりルワンダの

国民性については聞いていました。私がル

ワンダに来て 1 年 4 ヶ月が経ちますが、ル

ワンダの国民性には、実際その様な特徴が

あるなと感じています。日本に赴任してい

るボランティア、専門家の人たちも、ルワ

ンダの人はシャイだとよく言っておられま

すね。」 

 

◆ルワンダの良さ 

小川「ルワンダには多くの良い面がありま

す。まずは治安の良さです。若い外国人の

女性でも、夜に外をジョギングできる程治

安は良いでしょう。アフリカで最も治安の

良い国の 1 つであると言えます。次に、政

府のスタビリティです。一部カガメ大統領

に対する批判もありますが、政治的な混乱

が多い他のアフリカ諸国に比べ、政治の安

定は着目に値します。街の綺麗さも素晴ら

しいです。日本の国会議員の方々もキガリ

の綺麗さに驚いておられました。汚職に対

して非常に厳しいことも良い点です。ルワ

ン ダ 政 府 は 、“ Zero Tolerance for 

corruption（汚職に対する毅然たる対応）”

を掲げています。他のアフリカ諸国では、

日本人ビジネスマンが汚職に悩まされてい

るという話も聞きますが、ルワンダではそ

ういうことは稀でしょう。」 

 

◆日本企業のルワンダ進出 

小川「最近、日本からのアフリカ貿易・投

資促進官民合同ミッションの受け入れをし

ました。ルワンダにおける貿易と投資の機

会を探ることを目的に、民間からは三井、

三菱、住友、伊藤忠、丸紅等の商社や、メ

ーカー、金融などの企業の代表団がルワン

ダを訪れました。カガメ大統領もミッショ

ン一行を快く迎え、とても良い雰囲気で議

論が進められました。太陽光発電、地熱発

電、農業加工、ICT 等の分野で、既にいく

つかの日本の企業がルワンダでビジネスを

始める意向を示しています。現在、ルワン

ダへ投資している日系企業にルワンダナッ

ツという会社があります。ケニアでマカダ

ミアナッツの生産を長年されていた佐藤芳

之さんが立ち上げた会社で、名前の通りマ

カダミアナッツを扱う会社です。『Hills』
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という商品を皆さんもナクマットなどのス

ーパーマーケットで購入することができま

す。今後、更に多くの日本の方に、ルワン

ダ市場に興味をもって頂きたいと思ってい

ます。」 

 

◆東アフリカ共同体市場 

小川「ルワンダは、人口が 1200 万人程度で

市場としては小さいです。しかし、ケニア・

タンザニア・ウガンダ・ブルンジ・そして

ルワンダで構成される東アフリカ共同体で

考えてみると、約 1 億 4000 万人の市場が

実現します。ルワンダに投資することは、

この大きな市場をカバーできることを意味

します。ただ、ビジネス的にルワンダがケ

ニアやタンザニアなどに飲み込まれてしま

う危険性もありますが。また、コンゴ民主

共和国東部の市場にもアクセスしやすい場

所にルワンダが位置していることも大きい

でしょう。というのも、コンゴ民主共和国

の首都キンシャサから東部は非常に離れて

おり、またキンシャサと東部間は道路整備

も良くなされていないため、東部に行くに

はほとんどの場合、飛行機でルワンダを経

由しなければいけないためです。」 

 

◆ルワンダ発展の鍵、イミヒゴとウムガン

ダ 

小川「これは私の個人的な意見ですが、ル

ワンダの経済発展を支える鍵が 2 つあると

思っています。イミヒゴとウムガンダです。

まずイミヒゴですが、これは事業契約とで

も訳せるもので、毎年大統領と閣僚、知事、

在外大使等との間で業績目標を決め、実行

し、その達成度合いを年の終わりに厳しく

審査するというものです。このイミヒゴの

様子は、インターネットやテレビで公開さ

れ、誰でも見ることができます。駐日ルワ

ンダ共和国大使の場合は、日本人観光客の

数をこれだけ増やす、日本への伝統工芸品

の輸出をこれだけ増やす、といった様なイ

ミヒゴが結ばれることもあります。このイ

ミヒゴの仕組みは、各閣僚や知事、大使の

間に競争を促します。競争は激しく、また

成果を出せない人は降格や左遷されること

などもありえます。競争は、ルワンダの発

展の大きな要素の 1 つでしょう。イヒミゴ

にはデメリットもあり、視点が 1 年単位の

短期的なものになってしまう、イミヒゴで

表明されたこと以外の項目に対する関心が

低くなってしまう、ということがあります。

次にウムガンダです。公共奉仕活動とでも

言えるでしょう。毎週最終土曜の午前中に、

国民総出で地域の道路工事や清掃などの公

共奉仕活動を無償で行います。私も何度か

参加したことがあり、植林や道路工事のお

手伝いをしました。カガメ大統領もこのウ

ムガンダに参加します。大虐殺以降、この

ウムガンダは、協働によって地域の人々の

結束・和解を深めています。ルワンダは世

界第 6 位の PKO 貢献国で、各地にルワン

ダ兵を派遣していますが、紛争後の現地で

ルワンダ兵がウムガンダを実践していたり

もするそうです。現地の人々にウムガンダ

を紹介し、地域の結束や和解を促進して、

またどの様にルワンダが和解と発展を成し

遂げたか教えることは、他の国のためにも

なるでしょう。」 

 

◆質疑応答（Q.：日本人・ルワンダ人学生、

A.：小川大使） 

Q. 「日本からのアフリカ貿易・投資促進官
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民合同ミッションの受け入れをされたと

のことでしたが、近年日本のルワンダに

対するビジネスの注目度が高まってきた

理由は何だとお考えでしょうか。」 

A. 「政府やルワンダ開発庁、またチャール

ズ・ムリガンデ駐日ルワンダ共和国大使

の働きも大きいと思います。彼はこのミ

ッションに同行してルワンダに帰ってこ

られましたが、約 2 日の短期間の日程で、

キガリ郊外の経済特区の視察、カガメ大

統領との会談、ルワンダ開発庁によるビ

ジネスセミナー、その他省庁とのワーキ

ングセッションなどを実現されました。

多くの日本のビジネスマンがルワンダで

のビジネスに対して、ビジネス環境の良

さ、治安、汚職の少なさなどの好印象を

持って帰られました。また近年は、日本

のテレビがルワンダのことを取り上げる

ことも多く、多くの日本人がルワンダを

知り始めていることも大きいですね。こ

の間は、報道 Station が佐藤芳之さんの

ルワンダナッツに関するドキュメンタリ

ーを放送していました。ルワンダと

Google で検索すると、たしかにまだ大虐

殺の情報が多く出てきますが、それでも

ルワンダに対する日本の見方は少しずつ

ですが変わってきていると思います。日

本政府もルワンダやアフリカ諸国に関す

るネガティブなイメージを変えるために、

施策を講じています。」 

 

Q. 「中国と韓国の企業はルワンダ始めアフ

リカ諸国に積極的に進出していますが、

日本の企業の進出状況はどうでしょう

か。」 

A. 「中国と韓国の進出はとても勢いがあり

ますね。去年は韓国の Korea Telecom と

いう企業が約 400 億円もの投資をルワン

ダで行いました。彼らはリスクテイクに

関してとても長けていると思います。一

方で日本の企業は意思決定に時間が掛か

るなどして、うまく進出できていません。

中国と韓国には非常に大きく遅れをとっ

ている実情です。」 

 

Q. 「ルワンダで大使を務めることが決まっ

た時の心境はいかがでしたか。戸惑い等

はありましたか。」 

A. 「大虐殺のことは知っていましたが、赴

任が決まり改めてルワンダのことを調べ

てみると、発展が進み『アフリカのスイ

ス』や『アフリカのシンガポール』と呼

ばれていること等を知り、面白そうだと

思いました。『Rwanda, Inc.』という本で、

カガメ大統領はまるで企業の CEO の様

に国の発展を進めていると書かれていま

すが、まさしく、カガメ大統領のリーダ

ーシップで発展が進んでおり、そういう

点も面白いと思います。」 

 

Q. 「資本主義最後のフロンティアとも言わ

れ発展が進むアフリカにおいて、日本は

どのような分野で貢献したりプレゼンス

を発揮できるとお考えでしょうか。」 

A. 「まず発展が進んでいるという点ですが、

ルワンダはまだまだ 1 人当たりの GDP

では低開発の途上国ですし、キガリを見

ている限りでは発展している様に見えま

すが、地方では裸足で歩いている子供や、

格差も見られます。そういった意味で日

本の経済協力の余地は十分にあります。

日本ができる貢献ですが、2 つあって、1
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つは経済分野の進出です。ビジネスで日

本とルワンダお互いが win-win になるよ

うな関係を築くことです。中国はアフリ

カの様々な資源を狙って進出しています

が、そのような形ではなく、日本らしい

形で進出できればなと思います。もう 1

つは先ほども言ったように経済協力です。

日本独自の経済協力のやり方があると思

っています。欧米諸国に比べて日本は経

済協力に成功しているのではないかと思

います。現在の東南アジアの発展を見る

と、元々は賠償で始まったものではあり

ますが、日本のインフラへの経済協力と

いうものが発展の大きな要因でした。中

国も日本から巨額の経済協力を受けてお

り、日本の経済協力をベースに東アジア

が発展したことは事実であると思います。

一方、同じような期間に欧米諸国はアフ

リカで経済協力を行ってきましたが、成

功しているとはなかなか思えません。経

済協力には様々な考え方があって、イン

フラなどに注力するもの、人道で食糧援

助や医療などに注力するものがあります。

日本はインフラに力を入れ効果を生んだ

一方、欧米諸国はアフリカで人道の部分

に力を入れてきて、うまくいかなかった

状況があります。インフラは一度作れば

次のものを生みますが、人道分野の援助

は一過性で、援助が引き上がると続かな

い面もあります。近年はイギリスなども

援助に関して考えを改めはじめています。

また細かいことを言えば、日本は農業な

どで、技術協力のきめ細やかさが非常に

優れていると思います。現場で現地の人

に手取り足取り教える。欧米の人はなか

なかそういうことはしないそうです。」 

Q. 「日本とルワンダで、経済面だけでなく

文化面での協力はありますか。」 

A. 「文化面はなかなかまだ手が回っていな

い現状がありますが、日本の映画祭など、

今後もう少しできればと考えています。

実は、昨日はここで空手大会、日本大使

杯を開催しました。その他には留学生の

受け入れをしています。安倍総理になっ

てから、ABE イニシアティブにて、今年

はルワンダの学生 10 名が日本で留学や

インターンをします。」 

 

Q. 「日本ルワンダ学生会議ルワンダサイド

として、日本に関するイベントに参加し

たいのですが、大使館が何かイベント開

催する際は参加することができますか。」 

A. 「JAAR （Jica Alumni Association of 

Rwanda：ルワンダ JICA 帰国研修員同窓

会）という組織があり、現時点で約 200

人ほどのメンバーがいます。今秋 JAAR

が日本の生活や体験に関する話をする

JAPANESE DAY というようなイベント

をルワンダで開催するそうです。その際

は何か協力ができるかもしれませんね。」 

 

Q. 「2017 年に大統領選挙があります。カ

ガメ大統領は現行憲法の規定では大統領

に出馬できないことになっていますが、

2017 年以降のルワンダはどうなるとお

考えですか。」 

A. 「これは非常に重要で、またデリケート

な問題です。カガメ大統領は次回の選挙

に関しての明言は避けていますね。たし

かに現行憲法は大統領の 3 選は禁止され

ていますが、もしルワンダ国民が彼の 3

選を望み、また正式な法的手続きが踏ま
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れれば、彼の 3 選も無いことは無いでし

ょう。現時点では、これ以上のことは言

えません。ただ、ルワンダの選挙までは

あと 3 年ありますが、実はそれまでの間

に、他のアフリカ諸国でも同様に選挙が

あり、それに対応せねばなりません。国

際社会はそれらを注意深く見守っていく

でしょう。」 

 

Q. 「日本とルワンダの若者に何を期待しま

すか」 

A. 「若者には無限の可能性があります。両

国の関係を強化するためにも、ぜひ活動

に全力を尽くしてください。大使館とし

ても両国若者の交流活動をサポートした

いと考えています。是非、世界の視野を

広げて頑張ってください。」 

 

感想 

 小川大使には、政治・経済からルワンダ

の文化や国民性に至るまで、様々なお話を

して頂いた。中でも特に興味を引いたもの

が 2 つある。ひとつはイミヒゴというルワ

ンダの制度について、もうひとつは文化交

流に関してである。イミヒゴの詳細は上記

の通りだが、この制度からは日本も学ぶべ

き点が多い。日本では、政党や政治家個人

がマニフェストや公約を掲げはするものの、

その実際の結果がしっかりと審査・評価さ

れることは珍しい。近年の民主党や自民党

の例を見ても、以前に掲げられていた公約

やマニフェストと、実際に実行された政策、

そしてその結果は甚だ乖離していることが

しばしばあるように思われる。一方イミヒ

ゴによって、業績目標の設定・実行・評価

が厳密に行われており、その様子が国民に

オープンであるルワンダの事例は、日本も

大いに見習えるのではないか。次に、政治

や経済の交流に比べ、文化交流がまだまだ

進んでいないというお話を小川大使より伺

ったが、この文化交流こそ、私たち学生が

力を発揮できる分野だと思った。日本とル

ワンダの関係を考えてみると、政治、ビジ

ネス、支援・援助、文化交流など様々な切

り口が考えられるが、学生の私たちがある

意味一番の比較優位を発揮できるものは、

まさに文化交流や、その他様々な交流では

ないだろうか。というのも、政治は政治家・

外交官に、ビジネスはビジネスマンに、支

援・援助は、JICA 等の援助機関や NPO・

NGO など、それぞれのプロフェッショナル

に任せれば良い。自由な立場で時間に余裕

のある学生だからこそ、すぐに目に見える

様な結果が出にくい、もしくはわかりやす

い成果の見えにくい交流活動に全力で取り

組める。交流を通じて、お互いのことをよ

く知り信頼や友情を深めることは、両国関

係を発展させることに大きな意味を持つも

のだと、今回お話を聞いて改めて考えた。 
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ジェノサイドメモリアル

訪問 
担当者：藤内庄司 

 

企画概要 

■ムランビ・ジェノサイド・メモリアル 

日時：8 月 4 日（木） 

場所：ギコンゴロ 

■キガリ・ジェノサイド・メモリアル 

日時：9 月 7 日（日） 

場所：ギソジ 

 

企画目的と経緯 

 ジェノサイドから 20 年経った今、当時の

社会状況をもう一度学び直すため。またメ

モリアルの位置づけ、メモリアルの役割を

確認するため。 

 

活動概要・報告 

ムランビ・ジェノサイド・メモリアルは

首都キガリから車で約 3 時間のところにあ

る。メモリアルは眺めのいい丘の頂に建て

られており、まさに「千の丘の国」にふさ

わしいロケーションである。中に入ると、

メモリアルのスタッフが私たちを待ってく

れていた。彼からジェノサイド当時この場

所で起こったことを詳しく説明してもらい、

敷地内を案内してもらう。1994 年当時この

場所はムランビ技術学校という学校であっ

た。フランス軍が駐留しているということ

もあり、安全の地を求めて多くのツチがこ

の場所に集まった。しかし 1994 年 4 月の

ある日、食料供給や生活インフラがすべて

ストップし、食べ物や水の不足が続く中、

フランス軍の保護を受ける事もなく、フツ

系過激派民兵のインテラハムウェの襲撃を

受けた。約 50.000 人いた避難者のうち生き

延びたのは 12 人とほんのわずかである。次

に敷地内のある部屋へと案内してくれた。

そこには、数十人のミイラ化した遺体、そ

して頭蓋骨……部屋に入ると強烈なにおい

が鼻をつんざいた。眠っているような赤子

の遺体、口を大きく開け苦悶の表情を見せ

る遺体、そしてマチェーテ(虐殺時利用され

た農業用の山刀)で襲われ裂け目のはいっ

た頭蓋骨。これらを“展示”している部屋

が軒並みに並ぶ。その他被害者を葬ってい

る慰霊碑、被害者が当時身につけていた大

量の衣類などを見せて頂き、彼は当時の惨

劇を彷彿させるかのように説明してくれた。

本館にはジェノサイドまでの歴史、当時の

社会制度や政策などが多くの写真と文字

（現地語、英語、仏語）を用いて説明され

ていた 

 

佇むムランビのメモリアル（上）と旗（下） 
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キガリ・ジェノサイド・メモリアルはキ

ガリ中心部から車で 20 分の所に位置する、

最も有名なジェノサイドメモリアルの一つ

である。ムランビを訪れた際、訪問客は私

たち以外に見かけなかったが、キガリでは

多くの欧米人訪問客の姿が見られた。また

ムランビとは異なり、キガリのメモリアル

は 2004 年に新しく建てられたもので、比較

的新しい印象であった。解説展示としては

ムランビと同様、ジェノサイド当時を中心

に社会的様相が解説されていたが、外国人

観光客が多いせいか、ジェノサイド当時の

国際社会（各国の動向や国連、NGOや NPO

の動向まで）に言及する展示も数多く見ら

れた。またルワンダのジェノサイドだけで

はなく、ドイツ・ナチ党によるジェノサイ

ド、カンボジアにおけるポル・ポト政権に

よる虐殺など歴史上のジェノサイドを詳し

く解説するブースが非常に印象的であった。

またそこにルワンダの「Never Again」の

精神がルワンダだけでなく、世界へ向けた

言葉であることを認識させられた。 

 

キガリのメモリアルから撮った風景 

 

 

 

 

感想 

 ムランビ・ジェノサイド・メモリアルで

ある一室に案内された。中に入ってみると

一人の男性が私の方を向いている。彼はジ

ェノサイドで殺され、歪んだ口を大きくあ

け、苦悶の表情で私を見つめていた。助け

を求めているような、また何かに怒ってい

るような、はたまた私に何かを訴えかけて

いるような気がした…彼が言い残したかっ

た言葉は一体何だったのだろう……… 

 ルワンダは現在豊かな自然と絶滅危惧種

に指定されるゴリラ、そしてアフリカでも

群を抜く治安のよさが欧米の観光客を中心

に誘致している。また最近ではアフリカで

ビジネスをしやすい国２位に選ばれ、国際

的な評価も高まりつつある。日本では「ホ

テル・ルワンダ」で名を博したこともあり、

ルワンダ＝ジェノサイドのイメージが未だ

色濃く残るが、JICA や大学を始めとする

様々な機関がルワンダに関するセミナーや

シンポジウムを開くなど、徐々にルワンダ

の印象が変化する兆しが見え始めている。 

 そこでよく聞く言葉が「ルワンダは発展

途上の国であり、投資のチャンスが多く存

在する」「ルワンダはアフリカのシンガポー

ルである」などである。もちろんルワンダ

に多くの投資が集まり経済が活性化し、政

府が進めるシンガポールのような ICTによ

る国づくりには非常に期待がかかる。持続

的な経済成長なしに国づくり、ひいては生

活の安定は為せないからである。 

 高度経済成長期の日本は「もはや戦後で

はない」と言われた。そこから戦争は「歴

史の１ページ」へと化した。そして戦争は

遠い過去・そして記憶になりつつある。ル

ワンダでもその時期にさしかかっているの
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ではなかろうか。ルワンダ・ジェノサイド

が教科書の１ページを飾り、遠い過去・記

憶になる前に、私たちに出来る事はまだま

だあるはずだ。 

 来年 2015 年は第二次世界大戦終戦から

70 年の年である。戦争体験者や原爆被爆者

の高齢化は著しく、体験者発信の「語る」

という伝承方法が消滅しつつある。すでに

日本では先の戦争が「歴史の１ページ」に

なってしまってはいるが、新たなカタチで

語り継いでいく必要がある。それはまぎれ

もなく「Never Again」のために… 

 メモリアルで私を見つめていた彼がこの

世に言い残したことは正直わからない。し

かし彼の表情からこの世に生かされている

一人の人間としてまだなにかやれることが

あるのではないかと諭されているようにも

感じた。 

 

 

Inema Arts Center

訪問 
担当者：品川正之介 

 

企画概要 

場  所： KG 563 St Kacyiru, Kigali, 

Rwanda. 

日 時：2014 年 9 月 7 日（日） 

協力者：Inema Arts Center の皆様 

HP：http://inemaartcenter.com/ 

Facebook： 

https://www.facebook.com/pages/Inem

a-Arts-Center/402598333168213 

 

企画目的 

 日本人がルワンダから連想するものは、

「ジェノサイド」「民族対立」「危険」とい

ったネガティブなものが多いが、実際のル

ワンダでは、安定した政治、急速に発展す

る経済、すこぶる良い治安、シャイだが人

懐っこくもある人々、伝統ダンスを始めと

する文化等、様々なポジティブな面が存在

する。今回の訪問は、その様なジェノサイ

ドだけではないルワンダの魅力を探るため

に企画された。このような想いのもと、以

下を訪問の目的に設定した。 

・ジェノサイドだけではない、ルワンダの

ポジティブな魅力を発見する。 

・ルワンダの芸術を見て、感じ、理解を深

める。 
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活動報告 

訪問地概要 

◆Inema Arts Center とは 

キガリ郊外の閑静な住宅街の中に佇むア

ートスタジオ。作品が展示されたギャラリ

ーとアーティストたちが作品を制作する作

業場等がある。現代アフリカ美術・工芸・

音楽・ダンス等、扱う範囲は幅広く、ギャ

ラリーでは、絵画・彫刻・混合メディア表

現などの様々な作品を楽しむことができる。 

Inema Arts Center は、兄弟である

Emmanuel Nkuranga 氏 、 Innocent 

Nkurunziza氏によって2012年に設立され

た。ルワンダアートを担う有能でクリエテ

ィブな才能達が出会う場を提供し、またア

ートによって生活を向上させることを目的

にしている。また、Inema Arts Center は

以下のような取り組みも行っている。 

(1) NZIZA ART WORK 

工芸品を作る女性に技術指導を行う。女

性たちが作った製品は Inema Arts Center

を通じて販売されるため、女性たちの雇用

も生み出している。 

(2)ART WITH A MISSION 

孤児を対象にしたプログラム。毎週のワ

ークショップを通じて、10 歳から 17 歳ま

での子供たちの美術的才能を引き出す。完

成した作品は販売もされ、収益は孤児の生

活費や学校の授業料などに使用される。 

(3) INEMA DANCERS 

伝統ダンスチーム。若い世代の音楽やダ

ンスの才能を育てている。20 名以上の若者

メンバーが参加している。ルワンダ各地で

パフォーマンスを行い、伝統文化を後世に

伝えると同時に、パフォーマンスであげら

れる収益は、子供たちの生活費や学校の授

業料などに当てられる。 

 

感想 

第 11 回本会議での訪問地は、どれも興味

深く、1つ 1つが充実したものであったが、

その中でも特に印象に残っているのが、こ

の Inema Arts Center である。閑静で雰囲

気の良い住宅街の中、赤土の道を抜けたと

ころにあるこのスタジオでは、様々なルワ

ンダアート作品が鑑賞できる。白を基調と

したスタジオ内部はとてもおしゃれで、日

本のおしゃれスポット（表参道とか代官山

とか…？）にこのスタジオがあってもなん

ら違和感がないくらいであった。スタジオ

内部の様子や作品を写真や動画に収めて、

日本人に見せたとしたら、これがアフリカ

のルワンダという国にあるスタジオである

なんて絶対に想像できないであろう。ゆっ

くりと作品の鑑賞を楽しんでいると、当日

遊びに来ていた子供たちが外でルワンダド

ラムをたたき始め、その音はけたたましく

もわくわくさせるようなものであった。ち

ゃっかり彼らにドラムの叩き方も教えても

らい、子供たちとのひと時交流も楽しめた。

作品鑑賞、作品製作現場見学、ドラム体験

となんと 2 時間近くも滞在させていただい

た。欧米から来た観光客もちらほらおり、

子供にルワンダダンスを習っていたりして、

とてものんびりとした時間が流れるよいス

タジオであった。ルワンダに旅行に行く方

には、抜群にお勧めのスポットである。ル

ワンダを旅行するとなると、ジェノサイド

メモリアルや、ゴリラトレッキングが主流

だとは思うが、このスタジオにもぜひ一度

足を運んでみて頂きたい。あなたのルワン

ダ観に新たなものが加わるのは間違いない。 
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ギャラリー写真 

百聞は一見に如かず。以下ギャラリー内の様子と展示作品を写真にて紹介する。 
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学生会議 概要 

ABOUT STUDENT CONFERENCE 

                                                                                   

 

実施日 

2014 年 8 月 28 日、9 月 2 日、3 日、8 日、9 日、10 日 

 

活動内容 

日本・ルワンダ両国の学生がそれぞれの興味・関心のある分野や社会問題などからトピッ

クを決めプレゼンテーションを行い、そのトピックに関連したディスカッションや意見交

換を行う。 

 

活動目的 

団体の活動理念である相互理解を念頭に、同じ学生という対等な立場から、様々なテーマ

について深く考え、互いの意見を尊重しつつディスカッションをすることで、互いの国に

ついてより理解を深める。 

 

活動成果 

・互いの国に対するより深い理解。 

・異なるバックグラウンドを持つ学生同士の、異なる価値観や考え方との出会い。 

・団体の将来について、日本側・ルワンダ側双方の真剣な議論。 
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ドメスティック・バイオレ

ンス 
発表者：星野真希 

 

テーマ選択理由 

ルワンダといえば、女性のエンパワーメ

ントの国である。例えば、女性国会議員が

80 人中 51 人在籍しており、60％を占めて

いる。女性の国会議員数の比率では世界で

もトップクラスである。一方、世界のドメ

スティック・バイオレンス（以下 DV）の

被害のおよそ 99％は女性である。女性のエ

ンパワーメント化が進んでいるルワンダで、

被害の大多数を女性が占める DV をルワン

ダ人はどう感じるのか。また、DV の被害

が、アフリカでは先進国諸国と比べて報告

されておらず、ルワンダの DV の現状を知

りたいと思ったこと。そして、DV の被害

者・加害者支援が先進国を中心に行われて

いるが、女性のエンパワーメントが進んで

いるルワンダでは、そのような支援をどう

思うのか知りたいと思い、このテーマを選

んだ。 

 

プレゼンの概要 

 はじめに、DVの定義について説明した。

DV とは、パートナーを身体的、精神的に

支配することであり、①身体的虐待②性的

虐待③経済的虐待④心理的虐待⑤社会的虐

待に分類わけできる。次に、DV は世界的

にみても大きな社会問題であることを説明

した。例えば世界中の女性の 3 人に 1 人は

DV の被害をうけており、また 15 歳から 45

歳の女性は、癌やマラリアで死亡するより

DVで死亡する割合のほうが高い。そして、

先進国であるイギリスと、DV の被害が著

しいロシアとブラジルを例にあげ、いかに

DV が世界各国で問題になっているか説明

した。そして、日本の DV の現状について

も説明し、DV を家庭内の問題として捉え

ていた時代から DV が社会的問題であると

認識され、配偶者暴力防止法が施行される

経緯を説明した。最後に、DV に対する日

本の取り組みと世界の取り組みを紹介した。 

 

ディスカッション概要 

「ルワンダの DV の現状について」という

議題でディスカッションを行った。 

グループ 1 

以前は、身体的暴力の被害が多くて問題

になったが、今は少ない。性的虐待は少な

いが、心理的虐待は多い。パートナーのお

金を管理する経済的虐待は、ほとんどの家

庭で行われていると思う。なぜかというと、

家長が家族のお金を管理するからだ。それ

は、家長というルワンダの習慣と関係して

いるので、経済的虐待をルワンダ人は虐待

と認識していない。ちなみに、ルワンダ人

は DV と聞くと、ほとんどの人が身体的暴

力を思い浮かべる。ルワンダでは、民間の

カウンセリングが存在し、被害者および加

害者が、民間のカウンセリングをうける。

もし加害者が、被害者を殺したりした場合

は、刑務所にいく。もし身体的虐待をした

ら、刑務所にいくかもしれないので、人々

は恐れて身体的虐待をしない。 公的なもの

ではないが、男女別れてグループをつくり、

虐待された体験談をはなすプログラムは、

いくつかの地域で行われている。トラウマ

を抱えている人も多いので、DV を受けた
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ことがあってもかくしている人が多いのか

もしれない。 

グループ 2 

ルワンダでは 1994 年以降女性の力が強

くなってきてから、DVの問題が浮上した。

そして、DV の現状を理解しているが、ど

うやって被害者数を減らせばいいのか具体

的な案を、まだ出せていない。それがルワ

ンダの問題でもある。ルワンダでは、もし

虐待されている人をみかけたら、警察に通

報する。もし、自ら通報するのが怖い場合

は、カウンセラーが相談にのってくれる。

村のコミュニティのリーダーなどが、DV

の被害者がでる前に、警察に通報するなど

被害者を守ってくれる。性的虐待をうけた

場合、ワン・ストップ・センターで、医療

的処置や検査をすることができる。 

 

感想 

発表者 

今回発表して、DV の定義が日本とルワ

ンダで違うことに驚いた。例えば、日本や

欧米はパートナーのお金や財産を管理する

ことを経済的虐待としているが、ルワンダ

では家長が家族のお金を管理することが習

慣であるということである。私は、DV は、

パートナーを精神的および身体的に苦しん

でいる状況に追い込むことだと考えている

ので、国の習慣や考えを尊重したうえで、

DV の定義を決めればいいのではないかと

思った。また、ルワンダでは、DV を家族

の問題ではなく、地域の問題と考えている

ことが興味深かった。もし DV の被害にあ

っていたとしても、同じ村の人が警察に通

報してくれるので、被害が拡大することが

ないのではないかと考えた。地域の人と連

携をとって、被害をくいとめるという点は、

日本も見習うべき点だと感じた。 

参加者 

・DV は世界的な問題であるが、日本人が

定義している DV とルワンダ人が定義し

ている DV に違いを感じた。日本は、近

所の連携を密にして、DV の被害をとめ

るべきである。（Marie Paul ） 

・DV の解決策として、DV の被害がでるま

えに、加害者に DV について認識させる

ようなプログラムがあると、被害が食い

止められるのではないかと感じた。被害

者、加害者ともカウンセリングをうけら

れるようなサービスも必要ではないかと

思った。（Patria） 

・性的虐待が存在することにショックをう

けた。また、海外でも DV の被害が大き

いことに驚いた。国際的に DV の加害者

をとりしまるような条例があるとよいと

思った。（Emmanuel） 

 

 

プレゼンテーションの様子 
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貧困問題と 

マイクロファイナンス 
～誰が貧困者を救うのか？～ 

発表者：渡邊伶 

 

テーマ選択理由 

今回私が貧困とマイクロファイナンスを

トピックに選択した理由はいくつかある。

私が日本人ルワンダ人両者に問いかけてみ

たいことが今回のプレゼンに凝縮されてい

る。それ故一貫したまとまりのないプレゼ

ンとなってしまったことは、大いに反省す

るべき点ではあるが、日本人とルワンダ人

の意見を聞くことができ有意義だった。以

下に私がこのプレゼンに込めた想いを書き

記す。 

 貧困は命に直接係わるため、優先して解

決しなければならない問題である。しかし、

世界には 12 億人も貧困ラインの人がいる。

一方で食料を余らせている地域も多くある。

それはなぜか？もちろん様々な要因がある

が、一度自分たちで考えてほしかった。ま

たプレゼン中に貧困削減方法の例としてマ

イクロファイナンスを紹介した。これは、

ルワンダ人はマイクロファイナンスについ

てどれくらい知っているのか。貧困をビジ

ネスで解決する手法についてどのように考

えるのかを聞く目的があった。事前に調べ

たデータではマイクロファイナンスはアフ

リカではあまり展開しておらず、それが本

当なのか、もし本当ならば、その理由も私

自身知りたかった。 

 

 

プレゼン概要 

1．貧困とは？ 

世界銀行の定義によれば、貧困とは一日

1.25 ドル未満で暮らしている人々のことを

指す。その該当者は世界中に 12 億人いると

いう。貧困には絶対的貧困と相対的貧困の

二種類がある。絶対的貧困とは、他地域や

他人と比較せずに、定められた数値によっ

てのみきまる貧困である。一方相対的貧困

とは、ある地域やグループで比較した場合

に決まる貧困の事である。世界銀行が定め

た貧困は前者である。しかし、貧困とは世

界銀行が定めたように数字で表せるものだ

けではない。経済学者アマルティアセンは

貧困を a capacity deprivation と呼んだ。

これは、貧困によって何かを達成しようと

する潜在能力が奪われてしまっている状態

のことをさす。 

 

2．貧困解決の事例、マイクロファイナンス

の紹介 

マイクロファイナンスとは、貧しい人に

対して少額の融資を行うことである。基本

的に一般の商業銀行は、貧しい人に対して

お金は貸さない。これには「情報の非対称

性」と「モラル・ハザード」という二点の

問題が絡んでいる。銀行はお金の貸し出し

を希望している人のことを良く知らない。

例えばその人に返済能力があるのか、真面

目にお金を返してくれる人なのかなど。こ

れが「情報の非対称性」である。情報の非

対称性により銀行員は、お金が返ってくる

のか不安に思い、お金の貸し出しを渋る。

そのためお金を借りたい人は、担保を出し

て、自分はお金を返せることを証明するの

だ。銀行も担保を見て、初めてこの人には
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返済能力があると分かりお金を貸すのであ

る。また、もし銀行が少額のローンで少額

の融資を行った場合、借りた側は次のよう

に思う可能性がある。「借りている額が少な

いから、たとえこのお金を返さなくても自

分の損害は少ない。」そのように思い、借り

た額を返さない人が現れる可能性がある。

これを「モラル・ハザード」と呼ぶ。 

マイクロファイナンスは、一般の商業銀

行とは異なり担保のない貧困者をターゲッ

トにしている。貧困者は少額の融資をして

もらい、その融資を元にビジネスをして貧

困から脱出することを目的としている。マ

イクロファイナンスの総融資額は 2001 年

から増加しており、2007 年には 2001 年の

9 倍になっている。また、特にアジアやラ

テンアメリカの国で独自のマイクロファイ

ナンス機関が設立され、それぞれ貧困から

の脱出に貢献している。 

 

3．マイクロファイナンス成功の理由、グラ

ミン銀行の事例より 

なぜマイクロファイナンスが貧困から脱

出させることができるのか。その仕組みを

代表的なマイクロファイナンス機関である

「グラミン銀行」を例にして説明した。私

は今年グラミン銀行に二週間インターンを

してきたため、その経験もふまえて説明を

した。 

グラミン銀行には、ビジネスローン、住

宅ローン、教育ローンの三つのローンが存

在する。グラミン銀行のメンバーは

8276494 人で、住宅ローンを借りている人

数は 696167 人、教育ローンを借りている

人数は 52761 人で、総融資額は 943290 ド

ルである。これらの数字だけで素晴らしい

が一番驚くべきなのは返済率であり、その

返済率は 97.28%である。 

グラミン銀行がなぜこれほど成功したのか。

三つの視点から説明した。「創設者ムハマ

ド・ユヌス博士」「グループ制」「集会」で

ある。ムハマド・ユヌス博士はグラミン銀

行の創設者で経済学者である。彼の情熱が

グラミン銀行を成功に導いた第一の要因で

ある。二点目に、グループ制が挙げられる。

グラミン銀行に加入するためには 5 人組の

グループを作るか、入らなければならない。

グループのメンバーはお互いに助け合うこ

とが義務付けられている。このグループ制

が担保の代わりとなっているのである。最

後に集会である。グラミン銀行のメンバー

は週に一度集会に行くことが義務付けられ

ている。この集会では、グラミン銀行から

行員が来て、融資の確認やグラミン哲学に

ついて教えられる。この集会は教育の場と

なっており、あまり教育を受けてこなかっ

た人もいるメンバーにとって重要なものと

なっている。実際に集会で、子供に教育を

受けさせる重要さや、ルールを守る必要性

を学んだものが多くいる。 

 

ディスカッション概要 

1．ディスカッションテーマ 

①あなたの国にある貧困を話してください。 

②貧困を解決する例であるマイクロファイ

ナンスをあなたの国（日本またはルワンダ）

に導入することはできますか？できる場合、

その効果。できない場合、その理由は何で

すか？ 

③マイクロファインス以外で貧困を解決す

る方法を考えて下さい。 
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2．ディスカッション結果 

ルワンダにはマイクロファイナンス機関

があり、ローカルなエリアにも浸透してい

る。また、ルワンダでは家計状況によって

分類され、その分類によっては学費が免除

されたり、割り引かれたりする。一方、日

本では、あまり自国の貧困者に対する支援

がないのではないかという意見が出た。 

貧困者を助ける場合、援助とビジネスど

ちらがふさわしいのかという議論では、多

くのルワンダンがビジネスと答えていた。

その理由としてビジネスだと支援を受ける

側とする側が平等である。またビジネスだ

と持続性があるというものが挙げられてい

た。 

 

感想 

発表者 

 プレゼンをした感触では、ルワンダ人が

あまりマイクロファイナンスについて知ら

ない、よく分からないという表情をしてい

た。しかし後にリフレクションシートを見

てみると、多くのルワンダ人がマイクロフ

ァイナンスを知っており、ルワンダでもマ

イクロファイナンス機関は多くあるという。

また、ほとんどのルワンダ人が支援よりは

ビジネスで貧困を解決するべきだと言って

いた。これらは私自身にとっても新たな発

見であった。 

参加者 

・マイクロファイナンスはもっと日本とル

ワンダで導入されるべきだ。なぜなら少

額のお金で、一日 1.25 ドル未満で暮らす

人々の生活を改善することができるのだ

から。（Isac） 

・グラミン銀行の高い返済率に驚いた。ま

た、グラミン銀行では集会も開かれ、貧

困削減だけではなくコミュニティの形成

にも役に立っていると思った。（星野） 

 

 

日本の観光 
発表者：藤内庄司 

 

テーマ選択理由 

 2011年 3月の東日本大震災以降落ちこん

だ訪日観光客数も 2013年初めて 1000万人

を突破した。現在、多くの雇用を生み出し、

経済の起爆剤ともなり得る“観光業”は政

府が最も力を入れる産業の一つでもある。

またルワンダでは観光業は最も大きな外貨

獲得手段の一つである。絶滅危惧種に指定

されているゴリラを始め、豊かな自然と群

を抜いた治安の良さが欧米の旅行客を魅了

している。 

 しかし観光には他に大きな役目がある。

それは国際的相互理解の第一歩となるとい

うことである。旅人がある国を訪れ、その

国の人々との間にコミュニケーションが生

まれる。そこで互いの人・国がもつ“コン

テンツ”（＝文化、風習ほか）が交換される。

また観光地を訪れるとその土地の歴史や文

化に触れることになる。観光はお互いの

人・国を知り合うきっかけを作り出すので

ある。 

 ルワンダ人メンバーに日本のイメージを

質問すると、このような答えが返ってくる。

「テクノロジー」「広島・長崎」「福島」「発

展」…彼らのイメージには「原爆が落とさ

れ、原発事故があったが、テクノロジーで

発展している国」といったものである。2014
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年 7 月米旅行専門誌の調査で世界人気観光

地ランキング１位に輝いた、日本を代表す

る古都京都は全くと言っていいほど知られ

ていなかった。相互理解の第一歩となる「相

手を、相手の国を知る」という点で日本の

コンテンツを発信できていない反省があっ

た。そこで観光・観光地という視点から日

本の国土や文化を紹介しようという経緯に

至った。 

 

プレゼン要旨 

 まず観光の魅力と役割について説明した。

次に日本各所の観光地を取り上げ、日本の

国土、歴史、風習を始め、自然、気候、食

などを紹介した。(東京・広島・長崎・大阪・

京都・北海道・静岡・佐賀を取り上げた) 補

足として観光業が平和の産業と言われる所

以を説明し、最後に国際相互理解における

観光の可能性を弊団体の活動を用いて説明

した。 

 

質問一覧（ディスカッション内） 

・東京や横浜はどんな街か？ 

・富士山のごみは誰が掃除しているのか？ 

・日本で一番の工業地帯はどこか？ 

・日本には多くの島（離島）があるが、ど

のように行くのか？ 

・日本はクリスチャンの国ではないのに、

なぜクリスマスを祝うのか？ 

・モノレールはどうやって動いているの

か？ 

・京都にはウシがいると聞いたが本当にい

るのか？ 

・日本の料理はどんな味がするのか？ 

・タコはどんな味がするのか？ 

・クジラは見られるか？またどこで見るこ

とができるのか？ 

 

アンケート実施結果 

Q.「“日本”と聞いたらどんなイメージを思

い浮かべるか？（１人３つ記入してくだ

さい。）」 

A.「広島（原子爆弾）・長崎（原子爆弾）・

福島（原発事故）・工業化の国・発展・仏

陀の国・魚介類（シーフード）・明治（文

明開花）・天皇（明治維新期の権力移行に

関心があるそう）・電車・新幹線・箸」等 

 

感想 

参加者 

・北海道の自然と京都の食べ物について気

になった 

・明治時代に天皇がパワーを持っていたと

いうことを初めて知った。 

・観光地をみることで日本の歴史や文化に

ついて多くの情報を知ることが出来た。 

・もっと日本について知りたい。 

発表者 

 私が今回の学生会議を通して学んだ事が

ある。それはルワンダ人にとって時に私た

ちの何気ない日常が有名な観光地を訪れる

よりインパクトがあるということである。

特筆すべき例として日本の商店街が挙げら

れる。最近では地域観光活性化の手段とし

て商店街が注目を浴びている。戦後、大量

生産大量消費の波の中で日本人の生活に定

着したスーパーマッケットが私たちにとっ

て当たり前の存在になっている。しかしア

ーケードの下に昔ながらの小さな商店が軒

をつらね、地域住民のコミュニケーション

の場としての役割も担っている商店街の様

相が外国人にとっては目新しい風景であり、
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新たな日本を発見する場になっている。私

たちは日本をよく知ってもらおう、観光地

を訪れて驚いてもらおう、日本を学んでも

らおうという気持ちが前に出がちだが、ル

ワンダ人を 始め海外の人々にとっては日

本人が「当たり前」と思っていることにこ

そ、驚きや異文化を感じるのであろう。 

 来年冬日本で本会議を行う予定だが、ル

ワンダ人が日本に来ている間、日本人が当

たり前だと感じていることに価値を見いだ

し、ルワンダ人に“発展”や“原爆”以外

の日本を紹介したい。そして日本への理解、

関心を促進したい。今回の学生会議がその

第一歩となれば幸いである。 

 

 

社会の安定のために、

言論の自由を制限す

ることは許されるか 
発表者：丸茂思織 

 

テーマ選択理由 

近年ルワンダでは、ジェノサイド時にラ

ジオや新聞等のメディアが悪用された過去

の歴史を理由に、政府がプレスやメディア

に介入することを正当化する流れが生じて

いる。またそれに伴い、ジェノサイド以降

報道や言論の自由を規制する法律が政府に

よって数多く制定されている。ジェノサイ

ド発生当時に人々の唯一の情報源であった

ラジオが政府関係者によって掌握され、そ

れが虐殺を助長することになってしまった

過去と同様に、現在のルワンダにおいても

政府がメディアを掌握し、自らに都合の良

い情報をのみを発信することが可能となる

土壌を育みつつあるのではないかと私は危

惧している。そこで、将来のルワンダを担

うルワンダ人学生と共に「言論の自由」、「メ

ディア法規制」という二つのキーワードか

ら、ジェノサイドから 20 年が過ぎた今現在

のルワンダのメディア状況や言論の自由に

ついて考える機会を設けたいと考えたのが

本テーマ選択の理由である。 

 

プレゼン概要 

私は本プレゼンテーションを、有意義な

ディスカッションをするための導入という

位置づけで行った。 

前述したように、近年ルワンダでは、メ

ディアやプレスを規制する法律が政府によ

って数多く制定されている。この理由とし

て、ジェノサイド時にラジオや新聞を中心

とするメディアがプロパガンダとして悪用

され、虐殺を助長したという背景がある。

実は、メディアが悪用された歴史を背景に

政府がメディアに介入しようとする動きは

ルワンダに限ったことではない。日本でも

第二次世界大戦時にメディアがプロパガン

ダとして利用され、また 2007 年には通称

「納豆事件」と言われるメディアを悪用し、

人々を惑わす事件が起こった。以後、日本

もルワンダと同様に、政府のメディアへの

介入が許容される法律の強化等がなされて

いる。メディアが悪用された歴史を背景に、

政府がメディア関連法の規制・強化を正当

化しているという過程は日本もルワンダも

共通であると言える。 

しかし、日本とルワンダにおいては、憲

法における言論・報道の自由についての位
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置づけに大きな違いがある。日本では日本

国憲法において表現の自由が保障されてい

るのに対し、ルワンダでは 2003 年憲法によ

って「プレスと情報の自由は、国家によっ

て認められ、保護される。」と定義されてい

る。国家によって認められ保護されている

という点において、ルワンダの自由という

のは日本と比べると非常に制限的で、かつ

政府の都合の良いような情報操作が憲法に

よって保障されているのではないかと私は

危惧していた。また国境なき記者団の 2014

年度の報道の自由度ランキングによると、

ルワンダの順位は 180 ヶ国中 162 位と、か

なり自由度が低いことが分かる（ちなみに

日本は 59 位である）。これらの現状をふま

えたうえで、自国の言論・報道の自由につ

いてどう考えるのか、ルワンダ人学生の意

見を聞いた。 

 

ディスカッション概要 

プレゼンテーションの後「社会の安定のた

めに、言論・報道の自由を制限することに

ついてどう考えるか」という議題で、3 つ

の小グループに分かれてディスカッション

を行った。以下はその内容をまとめたもの

である。 

グループ 1 

ジェノサイドという悲劇の歴史を繰り返さ

ないためにも、政府はメディアに介入すべ

きである。ルワンダの言論・報道の自由は

制限されていると言われているが、ルワン

ダは他国とは違いジェノサイドという特殊

な歴史がある。ルワンダはルワンダ独自の

基準で「自由」を図るべきである。日本の

ような平和な国であれば言論の自由は憲法

や法律等によって保障されているが、ルワ

ンダのようないまだ社会が不安定である国

においては自由を制限してでも社会の安定

を優先する必要がある。また言論の自由の

定義もその国毎に異なる。その国の国民が、

自国が自由か否かを決めるべきである。 

グループ 2 

現在のルワンダにおいて、政府はメディア

やジャーナリストをコントロールすべきで

ある。なぜならルワンダのジャーナリスト

の給料は非常に低いため、彼らは権力や財

力を持った人に容易になびいてしまう傾向

にあるからである。もし政府が介入しなか

ったら、ジェノサイドのような悲劇がもう

一度起こりかねない。 

グループ 3 

報道の自由の概念は国の状況によって異な

るため、それを尊重すべきである。なぜな

ら国の状況や地理、歴史によって人々の考

え方も異なるからである。 

 

感想 

発表者 

プレゼンテーションをする以前は「かな

りデリケートなトピックである故に、ルワ

ンダ人学生から本音を聞くことは難しいの

ではないか」等の懸念があったが、そんな

私の想像に反して議論がかなり白熱してお

り、その点に関しては非常によかったと思

う。「ジェノサイドを繰り返さないために言

論の自由が政府によって制限されることは

当然だ」という彼らの回答は想定内の結論

ではあったが、「政府は積極的にメディアに

介入すべきである」と彼らが強く主張して

いたことには正直驚いた。これは「社会の

安定が最優先」という理由だけでなく、現

在の政府が国民の大多数から信頼を得てい



62 

 

るカガメ政権であることも大きな理由であ

ると私は思う。 

また近年数多く制定されているルワンダ

のメディア規制法には、ジャーナリストの

在り方や義務を厳しく定めるような内容や、

ジェノサイド当時の政府の責任をジャーナ

リストに転嫁するような内容等が記述され

ていると聞いており、それらの点に関して

個人的に疑問を抱いていたが、それが「給

料の低いジャーナリストが財力・権力をも

った人になびかないよう、政府が介入・支

配する必要がある」という理由に基づいて

いるということを知ることができたのは新

たな発見だった。 

 ルワンダのもつジェノサイドの歴史等も

ふまえて、人々が信頼している政府がメデ

ィアに介入するというのは現在のルワンダ

においてベターな方法なのかもしれないが、

ルワンダが発展していくにつれてゆくゆく

は言論の自由を保障しながら社会の安定を

図る必要が出てくることだろうと私は思う。

「ジェノサイドを経験したルワンダは特殊

だから、ルワンダはルワンダ独自の基準で

自由を図る必要がある」というルワンダ人

学生たちの意見は最もだと思うが、他国と

比較し、自国の状況を客観的に捉えること

も重要であると私は思う。ずいぶん偉そう

なことを言ってしまっているが、多くのル

ワンダ人学生が政府の政策や政治に関して

非常に高い関心を持っている点については

驚かされた。発展途上国だからこそ、自分

たちが国の将来を担うという認識が強いの

かもしれない。私たち日本の学生もその点

に関しては見習わなければならないと思っ

た。（丸茂） 

 

参加者 

ルワンダにおいて、わたしたちの必要と

している言論・報道の自由は十分あると私

は思う。ルワンダの憲法において、言論・

報道の自由が国家によって規制されている

のは、ルワンダの歴史が理由である。私は

ルワンダの言論の自由は、たとえ日本であ

っても他国と比べられないと考える。なぜ

なら私たちのメディアの歴史は、ジェノサ

イドがあったがゆえに完全に他国と違うも

のだからである。以上の理由から、私は言

論の自由を規制する法律は良いものである

と考える。（Nadine） 

 

 

日本ルワンダ学生会議 

日本側の活動 
発表者：品川正之介 

 

テーマ選択理由 

 日本ルワンダ学生会議の理念は「相互理

解」であるはずなのに、本会議開催期間以

外の時期にお互いがどの様な活動をしてい

るのかは、恥ずかしながら十分に相互理解

がなされてこなかった現状がある。という

よりも、日本側に比べてルワンダ側は、本

会議開催中以外の時期に活発に活動してい

るとは思えなかった。これにはモチベーシ

ョンの問題を含めいくつかの理由があるが、

一つに、これまでルワンダ側の日本ルワン

ダ学生会議という団体は、インダンガムチ

ョというルワンダ大学のダンスサークルの

内部に存在しており、活動内容や活動時間

が限られていた現状があった。しかし、今



63 

 

年からルワンダ側の組織構造が大きく変わ

り、ルワンダ側の日本ルワンダ学生会議は

インダンガムチョから独立し、ルワンダ大

学の全ての生徒に活動の門戸が開かれ、加

えて今後インカレ化（団体構成員の他大学

化）が進むこととなった。この様な状況を

踏まえ、今後日本ルワンダ学生会議、特に

ルワンダ側での活動がより活発になり発展

するヒントを提供する意味で、日本ルワン

ダ学生会議日本側の本会議期間以外での活

動内容を紹介することとした。 

 

 

熱心に話を聞くルワンダメンバー 

 

 

プレゼンテーションの様子 

 

 

 

プレゼン概要 

 日本ルワンダ学生会議の活動は、何も本

会議だけではない。日本側は、次のような

活動を行っている。①毎週 1 度のミーティ

ング②月に 2 回の勉強会③新メンバー勧

誘・新入生歓迎イベント④勉強合宿⑤アフ

リカ・ルワンダに関する各種イベント参加

⑥メディア（時には新聞やテレビ）や SNS

を利用したアフリカ・ルワンダに関する情

報発信⑦本会議の企画・立案⑧本会議訪問

地下見⑨年 2 回の本会議報告会⑩報告書・

活動紹介ドキュメンタリーの作成⑪助成金

確保、等々。 日本側は、本会議期間中以

外にも様々な活動を行っているが、これは

全て、メンバー個々人の高いモチベーショ

ンによって行われている。 

 

ディスカッション概要 

 ディスカッションテーマは①何故日本ル

ワンダ学生会議に参加したのか、②今の活

動に対するモチベーションは何か、この二

つに設定した。というのも、今後ルワンダ

側が活動を拡大するには、メンバー個々人

のモチベーションを一度皆で話し合い互い

によく理解する必要があると思われたから

である。以下は一つのグループの議論の抜

粋。 

 

藤内「この団体に加入した理由は 2 つあっ

た。1 つ目は、元々アフリカに興味があっ

たこと。アフリカは様々な可能性がある一

方で日本においてアフリカのことを知れる

機会は少ない。自分はこの日本ルワンダ学

生会議を、ルワンダという国を通じて、ア

フリカをもっと知りたいと考えている。2

つ目は観光分野に関係する。ルワンダはグ
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リーンツーリズムの分野で非常に強いと考

えている。もしより多くの人がルワンダを

訪れると、きっと驚くと思う。自分はもっ

とルワンダ観光の可能性を見つけたい。」 

 

Rosette「理由は 3 つあって、1 つめは、日

本ルワンダ学生会議を知ったとき、純粋に

興味を持ち入りたいと思ったから。2 つ目

は、ルワンダは発展途上国で、日本は先進

国であって、私達は日本からたくさんのも

のを学べると思ったし、発展、教育、技術、

日本の様々なことに興味が湧いたから。3

つ目は、外国の若者と交流して文化や考え

方を知りたかったから。日本とルワンダ、

違う大陸の国の若者が交流することは、と

てもエキサイティングだと思った。」 

 

Appolinaire「日本ルワンダ学生会議に入っ

た理由だが、はじめに、団体に入る前から

日本のことに興味があり、当時は日本に対

する知識が少なかったので団体に入ること

で自分の知識を深められると思った。次に、

日本の文化や、生活様式、農業などに興味

があった。日本は島国だけど、第二次世界

大戦後、特に 2 度も原爆の被害を受けなが

ら、復興したことに興味を持った。という

のも、ルワンダもジェノサイドという悲劇

を経験して、復興に向けて今まさに努力し

ているところだから。日本のビジネスやビ

ジネスマンに関しても興味がある。あと教

育システムに関しても知りたい。教育は何

事にも大切であるからね。日本がどの様に

高い教育水準を手に入れたのか、学びたい。」 

 

渡邊「理由はシンプルだった。ルワンダに

行ってルワンダの発展を見て、ルワンダ人

に会って話したかった。高校生の時ルワン

ダのジェノサイドについて知ったが、同時

にルワンダが発展していることも知ってい

た。日本はすでに先進国で、日本が発展し

ている時代に自分は生まれていなかった。

発展途上国を自分の目で見てみたかった。

ルワンダが今急速に発展している様子は、

ほかの発展途上国のモデルにもなるだろう

し、ルワンダの発展をこの目で見て学びた

かった。」 

 

藤内「この団体にいると、ルワンダ人から

日本の発展について色々と聞かれるから、

自国の発展について改めて学ぶ良い機会で

もある。この点は自分たちにとってとても

有益だとも思うね。」 

 

Fidele「アレックス（前ルワンダ側代表）

という人物が電話してきて、日本ルワンダ

学生会議のことを手伝ってくれといわれた

ことがきっかけだった（一同笑）。団体で活

動するモチベーションは、まず自分の視野

を広められること。具体的には、もし日本

にいければ様々なことを見られて、日本の

文化に触れられる。自分はルワンダの文化

しかしれないけど、日本ルワンダ学生会議

は、自分の視野を広げてくれる。加えて、

自分と同じ専門の学生に会ったり、学部に

行ってどうやって勉強しているのか見てみ

たい。そしてそれをルワンダのものと比較

してみたい。次に、ジェノサイドの後、ル

ワンダの人々は心に傷を負ったけど、日本

の人々は原爆を経験したあとどの様な道を

たどったのか知りたい。同時にどの様に発

展したのかも知りたい。日本人の日常生活

ものぞいてみたいね。日々の生活から何か
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学べることもあると思う。特に大学のキャ

ンパス内を見てみたいな。」 

 

藤内「日本のことを、特に発展の面に関し

て皆興味を持ってくれていて知りたがって

いたけど、知った情報や知識を今後自分の

ためや国のためにどう活用していく？」 

 

Appolinaire「まずは、自分自身を成長させ

ることなしに国を発展させることはできな

いから、まずは自分の知識や能力を高めた

いね。どう活用させるかだけど、難しいね。

日本の良い面をうまく取り込んで、コピー

することかな。特に、ルワンダ人は日本の

ことを良く知らない人が多いから、多くの

ルワンダ人に日本の良い面を広めることは

意義があると思う。」 

 

Fidele「日本の親がどうやって子供を育て

教育しているか気になるね。子供がより良

い未来を迎えられるために、どうやって親

が教育しているのか知りたい。君の親、お

じいさんがどう子供を教育してきたのか、

また君たちがどうやって子供を育てるのか

も気になるね。」 

 

藤内「話をまとめると、ルワンダメンバー

の皆は、日本ルワンダ学生会議を、『学びの

場』として捉えているということかな？」 

 

Fidele「そうだね。短期的な結果を求める

というよりも、長期的に自分のためになる

ような多くを学べる場だと考えているよ。

あとはやはり、日本の友達ができて、友情

が深められること、ことはとても素晴らし

いことだよ。」 

感想 

発表者 

 団体組織の構造が大きく変わり、また新

メンバーも多い現在のルワンダ側の日本ル

ワンダ学生会議は、新たなスタートをきっ

たばかりである。「相互理解」の理念の下、

よりよい活動が継続していくように、今後

ともできる限りの彼らのことをサポートし

ていきたいと思う。 

 前回（2011 年）渡航した時と今回の渡航

とで、ルワンダ側メンバーの中で大きな意

識の変化があった。以前ルワンダにて、団

体の将来の方向性について議論した際、彼

らは「日本ルワンダ学生会議として、より

社会に貢献するような活動（貧しい村の支

援や援助）を始めたい、仮に日本に渡航で

きるメンバーが減ったとしても。」というよ

うなことを述べていた。私は彼らのそのよ

うな意見にかなりショックを受けたりした

のだが、今回の渡航でそのような意見は一

言も聞かれず、むしろ「学生交流の活動に

力を入れたい、日本のことを学びたい」と

いった意見を多く聞いたし、各訪問先で、

ルワンダ人が団体のことを説明する機会が

あったのだが、向こうの代表のナディーン

以外の皆が団体理念や活動内容（＝学術・

文化交流）の趣旨をよく理解した上で団体

紹介をしており、とても頼もしかった。 

 これには大きく 2 つの理由があると考え

ている。1 つ目は、前年の日本開催の本会

議の際に、日本がいかにアフリカやルワン

ダに対して偏見やネガティブな印象を持っ

ているかということを、具体的なデータを

示しながら紹介したことで、ルワンダ人学

生の中で「相互理解」を理念に学術・文化

交流をする私たちの活動の意義がこれまで
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以上に強く理解されたことである。日本の

大学生 70 名を対象にしたアンケート調査

で、「アフリカ＝貧困・サバンナ・未開」「ル

ワンダ＝ジェノサイド・紛争・ホテルルワ

ンダ」といった様なイメージを日本の大学

生が持っていることを知り、彼らは衝撃を

受けた。そして自国の誇りの回復と、国の

発展のために日本とルワンダの関係性を強

化する必要性を理解したルワンダ側メンバ

ーは、私たちの活動に対するモチベーショ

ンを以前より高めたのだと思う。 

 2 つ目に、ルワンダ国内で、国民の自助

自立精神が高まっている点があると思われ

る。近年ルワンダは、隣国のコンゴの反政

府武装勢力を支援していると国際社会から

疑惑を持たれ、資金援助の凍結を受けた。

援助が途切れてからルワンダはアガチロ基

金というものを立ち上げており、この基金

は、ルワンダの資金的自立の実現を意図し

ルワンダ人が任意の献金を基金に行うこと

で国の発展を後押しするためのものである。

この援助打ち切りとアガチロ基金の設立以

降、カガメ大統領始め政府が、以前にまし

て自立や自助努力を強調しているため、ル

ワンダ側メンバーが支援や援助といったよ

うな活動をしたいと以前より口にしなくな

ったのだと思われる。 

 この 2 点が、彼らの意識が変わった要因

だと考えられるが、特に個人的には後者が

興味深く思っている。良い意味でも、悪い

意味でも、ルワンダ人はトップダウンの指

示や命令（？）に従いやすい性質を持って

いるのだが、この一件はそれが如実に現れ

たものであると思う。これは勝手な印象か

もしれないが、日本ルワンダ学生会議のル

ワンダ側の組織を見ていると、まるで“ミ

ニ・ルワンダ”を見ているようで面白い。

例えば、リーダーが変わることで組織がガ

ラっと変わったり（良いリーダーだと安定

するが、悪いリーダーだと大変なことにな

る等）、役職につかないメンバーや年下のメ

ンバーの発言権が弱いことなどである。こ

の様なことを含めて、日本ルワンダ学生会

議での活動は私に色々な学びを与えてくれ

る。 

参加者 

・日本側の国内活動を頑張っていることを

理解できた。ルワンダ人メンバーは、ま

だまだ日本に行きたいということが活動

のモチベーションになっている人多いけ

れども、意識を改革して更に活動の質を

高めていかないといけないと思う。日本

側メンバーが活動の質を高めたり、メン

バーのモチベーションを高めるために用

いている方法をぜひ学んで、ルワンダ側

も活用すべきだと思う。 

・ルワンダ側の活動を充実させていきたい。

たとえば JICA と連携してルワンダにて

イベントを開催したり、何かしらのイベ

ントに参加したい。日本側は広報に力を

入れてテレビに少しだけ紹介されたり、

新聞に取り上げられたりしているけれど、

団体を大きくするためにもルワンダ側も

もう少し国内での知名度向上に努めたい。

また日本ルワンダ学生会議をよりオープ

ンにして、大学内・他大学からのメンバ

ーを増やしたい。」 

 

 

 



67 

 

National Dialogue 

and Imihigo 
発表者：Mugema Emmanuel  

（訳 品川正之介） 

 

プレゼン概要 

 ルワンダでは、 National Dialogue 

Council（国民対話会議）というものが 1 年

に 1 回開かれる。これは、2003 年より始ま

った取り組みで、大統領はじめ、各省大臣、

地方自治長、在外大使、各政党代表、その

他地域代表等々、合計 1000 名以上の各代表

者がこの会議に出席する。会議の議題は、

主に国の発展や国民の団結に関する様々な

ものである。例えば、2013 年度会議のテー

マは“The Rwandan sprit: Foundation for 

sustainable development（ルワンダ人の精

神：持続可能な発展の基礎）”、2012 年度会

議 のテ ーマ は“ Agaciro: Aiming for 

self-reliance（自信と尊厳：自助自立型の発

展を目指して）”というものであった。会議

は、代表者のプレゼンテーションとそれに

続く議論で構成される。 

 この国民対話会議の中で重要なものが、

Imihigo（イミヒゴ）である。イミヒゴとは、

事業契約とも訳せるもので、会議において

大臣、地方自治長、在外大使等ら政府関係

者は、自分の職務に関する 1 年間単位の業

績目標を表明する。この業績目標は、1 年

後に実際に達成されたか厳しく審査される。

目標を達成できた者は表彰され、達成でき

なかった者は最悪の場合、失職や左遷とな

る。会議・イミヒゴの様子はテレビやラジ

オ、インターネットで全て国民に公開され、

またメールやFacebookやTwitterなどの各

種 SNS を通じて国民がコメントも行える。

この会議やイミヒゴの仕組みは、各プレイ

ヤーに徹底した効率性・アカウンタビリテ

ィを求め、また各プレイヤー間の競争も促

進するので、国の発展プログラム（経済発

展計画の Vision2020 や経済発展と貧困削

減戦略の EDPRS）の迅速で質の高い実行

に大きく寄与するものである。 

 イミヒゴは、実は新しい取り組みではな

く、ルワンダの文化や伝統に基づいたもの

である。これまで政府は、ガチャチャ（草

の根裁判制度）、ウムガンダ（公共奉仕活動）、

ギリンカ（貧しい家に牛を送る仕組み）な

ど、植民地以前から存在するルワンダの伝

統的なしくみを現代の状況に適応させなが

ら蘇らせてきたが、イミヒゴもその 1 つで

ある。昔も地域のリーダーやチーフが、イ

ミヒゴを行っていた。ちなみに、イミヒゴ

の元々の言葉の意味は「実行への誓い・他

者との競争」というものである。 

 

 

Imihigoの様子 
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質疑応答 

Q.「毎年会議の名前とテーマを決定するの

か。」 

A.「毎年、その年の状況に合わせて会議の

名前とテーマを設定する。」 

 

Q.「プレゼンの中で Rwandan spirit（ルワ

ンダ人の精神）というものが出てきたが、

それはズバリどのようなものだと考える

か。」 

A.「私たちは、私たち自身の価値観、そし

て同時にタブーも持っている。例えば、

いつも誠実であるべき、決して人を騙し

てはいけない、我慢強くあるべき、こう

いうものがあげられる。余談だが、プレ

ゼンであったようにイミヒゴは私達の文

化や伝統を基にしているが、家族の中で

イミヒゴが実践されたりもする。例えば、

お父さんはいついつまでに家の部屋を増

築するだとか、子供であれば、どのくら

い成績を向上させるだとかのイミヒゴを

表明し、1 年後に振り返りをする。イミ

ヒゴは発展への大きなモチベーションを

喚起する。」 

 

Q.「1000 名もの人が参加する会議とイミヒ

ゴ全てをテレビやラジオで放送するとな

ると、かなりの時間がかかると思うが。」 

A.「まさにその通り。会議とイミヒゴで 3

日間かかる。」 

 

感想 

参加者 

 日本人は「学び」に関して、欧米諸国か

ら学ぼうという意識は大変強いが、ルワン

ダはじめアフリカ諸国から何かを学ぼうと

いう姿勢が欠如していると常々感じていた。

政治でも経済でも社会保障でも、アメリカ

だドイツだスウェーデンだ、あーだこーだ

とよく聞くものの、「アフリカから学ぼう！」

と聞くことは、稀である。確かにアフリカ

はまだまだ発展途上の地域かもしれないが、

彼らが長年紡いできた歴史・文化・生活の

中の知恵には、私たち日本人や日本社会に

何か有益なものが絶対にあるはずだと強く

思っていた。ということで、今回の渡航で

はルワンダ“を”学ぶだけでなく、ルワン

ダ“から”何か学びたいとの思いを以前よ

り強く持ち本会議に臨んでいたのだが、ま

さしくそれが、学生会議で紹介されたこの

イミヒゴであると思った。 

 イミヒゴから日本が学ぶべき点は多い。

日本では、政党や政治家個人がマニフェス

トや公約を掲げはするものの、その実際の

結果がしっかりと審査・評価されることは

珍しい。（余談だが、普段の政治の現場を見

ても、第 2 次世界大戦を見ても、近年の原

発事故を見ても、日本人はどうやら結果や

問題の責任の所在をはっきりさせ、また責

任をとらせることが一部苦手な民族のよう

にも思われる。）イミヒゴの徹底した効率

性・アカウンタビリティ・競争の原理は、

日本社会、特に政治の分野で適応してみる

と、なかなか面白いのではないかと思う。 

 もう一点、カガメ大統領が、イミヒゴや

ウムガンダはじめ多くのルワンダの伝統的

な仕組みを現代版に蘇らせ運用しているこ

とが面白い。植民地化以前（＝ツチ・フツ

という“民族”が分断される前）に適応さ

れていた仕組みを現代に適応することは、

国民としての一体感・団結を深める作用も

あるだろうし、外国の先進的な制度だけで
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国の発展を主導するのではなく、ルワンダ

独自の方法で国を効率的に発展させる作用

もあると考えられ、とても興味深かった。

（品川） 

 

 

Economy of Rwanda 
発表者：Muhumuza Isaac 

（訳 渡邊伶） 

 

プレゼン概要 

1．ジェノサイド前の経済 

多額の援助と比較的好ましい条件の貿易

条約によって、一人当たりの収入は増加し、

低いインフレ率を保っていた。しかし、1980

年代にコーヒーの値段が急激に下落し、成

長が停滞した。1973 年から 1980 年の平均

経済成長率 6.5%と比較して 1980 年から

1985 年の経済成長率は、年間に平均して

2.9%で、1986 年から 1990 年の間は停滞し

た。 

 

2．ジェノサイド後の経済 

1994 年のジェノサイドがルワンダのも

ろかった経済を破壊し、多くの国民、特に

女性が貧困に陥った。それが個人の投資を

受ける機会をさらに奪っていった。しかし

ルワンダは安定的で再生したかのような目

を見張るほどの経済成長をした。1998 年 6

月、ルワンダは Enhanced Structural 

Adjustment Facilityにサインした。またル

ワンダは ambitious privatization program

も世界銀行の助けによって始めた。 

 

 

3．現在の経済とこれからの見込み 

ルワンダは 2006 年に高度経済成長期に

入った。次の年からも 8%の経済成長をして

いて、アフリカで最も速く経済成長してい

る国の一つであるである。この持続的な経

済成長が、貧困を減らしている。具体的に

は、2006 年から 2011 年の間にルワンダで

貧困生活をおくっている人の割合が 57%か

ら 45%に減少した。 

 

4．コーヒーと農業と畜産業 

コーヒーはルワンダの主要輸出作物の一

つである。ルワンダは長い間外貨獲得をコ

ーヒーに頼っていた。1989 年のコーヒーの

値段の下落が購買力の大幅な低下を招き、

国内の緊張も高まった。 

ルワンダにおいて、牛やヤギや羊、豚、

鶏、ウサギなどの家畜が増加した。キガリ

付近ではいくつかの農場はあったが、生産

システムはほとんどが伝統的のものであっ

た。土地と水の不足や不十分で低品質の餌

が感染症を引き起こしている。獣医の仕事

も制限されている。釣りは国の湖で行われ

ているが、在庫は減少しており、食用の魚

は国の経済を復活させるために輸入される。 

ルワンダの鉱山産業は重要で、年間に

930000000 ドルを生み出している。天然の

鉱山は、スズ石、鉄マンガン重石、サファ

イア、金、コルタンを含んでいて、それら

は電子製品や携帯電話などの通信端末に使

われる。1983 年からはメタン製品を作り始

めた。しかし Bralirwa Brewery のみで使

われていた。 

 

5．エネルギーと電気 

ルワンダは 21 世紀の国々において、もの
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すごい電気の進化を遂げた国である。とて

も多くの新しいエリアが経済基盤の増加に

よって電気を使えるようになった。 

森林の減少によって、結果的に、ルワン

ダ人は、料理や物を温めるために、石炭以

外の石油燃料を使うようになった。豊富な

山資源と湖があるため、水力発電ができる

可能性は十分ある。ルワンダはブルンジや

コンゴと一緒に共同水力発電事業を通して、

それらの自然資源を利用している。 

ルワンダの製造セクターは、うち向け消

費の代わりである輸入作物によって占領さ

れている。多くの事業がビールやソフトド

リンク、煙草、鍬、手押し車、石鹸などを

作っている。 

 

6．観光とサービス 

銀行は貸し出しを減らし、外国の援助や

投資も減ったため、ルワンダのサービスセ

クターは、2000 年代の不況の間苦しんでい

た。サービスセクターは経済出力によって、

2010 年に復活し国の最も大きなセクター

となり、国の GDP の 43.6%をサービス業

が占めるようになった。サービス業とは、

銀行や卸売りと小売業、ホテルやレストラ

ンなどを含む。 

観光業は最も早い経済成長のリソースの一

つで、2011 年には国の外貨獲得手段となっ

た。ジェノサイドがあったにもかかわらず、

ルワンダは安全な場所との評価を受けた。

2011 年の 1 月から 7 月の間に、405,801 人

がルワンダを訪れた。そのうち 16%はアフ

リカ以外から来た人である。観光業の収入

は 2011 年の 1 月から 6 月の間で

1156000000 ドルであった 

 

7．経済成長を阻害する要因 

ルワンダの経済成長を阻害する要因とし

て次の 5 つが挙げられる。 

・貧困の連鎖 

・国際的で政治的な要因 

・国際的な貿易制約 

・国際的な金融制約 

・社会的で文化的要因 

 

ディスカッション概要 

テーマ「どのようにすればルワンダに存在

する経済成長を阻害する制約を取り除くこ

とができるのか。」 

本議論では、日本がなぜ経済成長をとげ

ることができたのかを話しながら、ルワン

ダの場合との相違点を議論していった。 

日本が経済成長を遂げた理由のひとつに

教育が挙げられる。国民全員が質の良い教

育を受けてきたからこそ、大量生産ができ、

経済成長につながったのである。しかしル

ワンダの場合、どんなに良い教育を受けた

としても、そもそも仕事がないという。ま

た、言語の問題もあり、他国へ仕事を求め

て行くのも難しい状況だという。これは子

供の数が多いのが原因の一つのようだ。日

本の場合、仕事がなく失業者が多い時は、

政府が公共事業などを始め、雇用を増やす

政策をする。しかしルワンダでは政府が公

共政策を行うことはないそうだ。 

 

感想 

参加者 

ルワンダの経済に関する今回のプレゼン

を聞きながら、経済発展するためには様々

な要素が絡んでいると思った。例えば地理

は重要な要因である。その土地で何が採れ
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るのか、農業には向いているのか、海があ

って、輸出入しやすいのかなどは経済発展

に大きくかかわる。ルワンダンは日本が発

展した理由を知りたがる。確かに日本が経

済発展を遂げた理由を学ぶと、ルワンダに

とっても参考になることは多いと思う。し

かし、地理的要因、政治的要因、また時代

も違い、日本の経済発展した理由をそのま

まルワンダに当てはめるのは難しいのでは

ないかと感じた。（渡邊） 

 

 

History of Rwanda 
発表者：Geoffy 

（訳 星野真希） 

 

1．プレゼン概要 

プレゼンターは、ルワンダの歴史を 4 つ

のパートにわけ、1.植民地以前の歴史 2.植

民地時代のルワンダ 3.ルワンダ独立後から

ジェノサイドまで 4.ジェノサイド後のルワ

ンダについて説明した。 

 

1．植民地以前のルワンダの歴史 

ルワンダの国の概要（国土面積など）に

ついて説明した後、最初の王 Ngoma Ijana

が他の地域（ウガンダ、コンゴなど）を併

合し、国の面積を拡大していったこと。ま

た、Kigeli iv 王が、国の機能をつくり、ル

ワンダ国中に広めたことなど、王の偉業に

ついて説明した。 

 

2．植民地時代のルワンダ 

OSCAR BOVMAN と ADOLF VON 

GOTZEN によって、ドイツがルワンダの植

民地化をすすめる過程について説明した。

1897 年に、ルワンダは king kigeli iv 

rwabugiri 王がドイツ人を受け入れた後、

ルワンダはドイツの植民地になった。ルワ

ンダはドイツの植民地だったが、のちにベ

ルギーの植民地になった。第一次世界大戦

後の 1919 年のベルリン会議で、ルワンダは

ベルギーの植民地になることが決まった。

1930 年代から、ルワンダではヨーロッパか

ら独立を求める声が上がったが、1962 年の

ルワンダの最初の大統領である kayibanda

がリーダーシップをとるまで独立すること

はなかった。 

 

3．ルワンダ独立後からジェノサイドまで 

ルワンダが独立した後、政治体制が整っ

てなく、脆弱なこともあって、1965 年から

1990 年代に亡命する人がたくさんいた。亡

命したルワンダ人は、ルワンダに帰国する

ことを望んだが、その主張はききいれられ

なかった。ジェノサイド時には、都市が破

壊され、ルワンダ人がルワンダ人を殺しあ

った。プレゼンターは写真を見せながら、

ジェノサイド時の状況を説明した。1994 年

4 月、ルワンダから亡命した人達は、ジェ

ノサイドを止めようと立ち上がり、H.E や

いくつかの軍隊がジェノサイドを止めた。 

 

4．ジェノサイド後のルワンダ 

ジェノサイドによって百万人以上のルワ

ンダ人が亡くなった。ジェノサイドの要因

はいくつかあるが、1.他国の介入（ジェノ

サイドのとき武器を提供したなど）2.読み

書きができない人が多く、人々の情報を手

に入れる手段が少なかった 3.貧困と悪い政

治システムに問題があるとプレゼンターは
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述べた。また、ジェノサイドの後、新しい

政治体制が敷かれ、国歌もつくられた。ル

ワンダの国旗は、仕事の発展や人々の幸福

など様々な意味をこめられてつくられたも

のである。 

 

質疑応答 

Q.「ベルギーに対して、憎しみに近い感情

を持つのはわかるが、ドイツに関してはど

うか。」 

A.「ドイツはベルギーよりかはまし。ドイ

ツが非難されるのは、植民地支配期に、ル

ワンダの土地を減らしたこと(キブ湖の一

部を失う)による。ドイツは、植民地支配期

に教育、健康、インフラなどを普及させた

面がある。もちろんそれらはルワンダのた

めというより、植民地支配のためのものだ

が、評価する面も無くはない。」 

 

Q.「1962 年代の独立運動はよく知られてい

るが、1930 年代から続いていた、独立運動、

独立への活動とは何か。」 

A.「ベルギー支配になってから、人々の間

でサボタージュやストライキが起こってい

た。」 

 

Q.「フランスとの関係が深くなったのはい

つからか。何故か。フランス側の利益は何

か。」 

A.「ルワンダは独立後に、国際的な関係を

築きたかったため、フランスを選んだ。

kayibanda 以降フランスとの関係深くなる。

フランスの利益は、市場拡大とカトリック

の普及にあった。市場拡大に関しては、フ

ランスは、製品と武器を海外に売って利益

を得たかった。」 

感想 

参加者 

ルワンダの歴史ということで、植民地時

代やジェノサイドだけに焦点をあてたもの

でなく、植民地時代以前の歴史が紹介され

ていたことが興味深かった。植民地以前の

歴史は、本や学校の授業などで紹介される

機会が少ないので、そういった歴史につい

て知識を深められたのはよかった。また、

質疑応答で、ドイツが評価されている部分

もあったことに驚いた。植民地化＝悪とい

うイメージだったが、植民地化によって教

育やインフラを普及させ、国の発展に導く

という側面もあることを知った。植民地時

代におこなった国の政策によって、ルワン

ダの人々のその国に抱く感情が、今でも影

響を及ぼしていることが理解できた。（星野） 

 

 

Biogas Program 
発表者：Fidèle Ngirinshuti 

（訳 丸茂思織） 

 

テーマ選択理由 

ルワンダの Biogas Program をプレゼン

テーショントピックに選んだ理由は、私自

身が自宅でバイオガスシステムを活用して

おり、私たちの実生活に根差した政府の取

り組みを日本人に紹介したいと考えたから

である。 

 

プレゼン概要 

1．Biogas Program とは何か 

現在ルワンダでは排泄物を原料とするバ

イオガス（メタンガス）生成設備の設置が
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着々と進められており、またそれらのガス

は主に料理をする際やガス灯等に利用され

ている。バイオガス導入前のルワンダは、

調理時および照明に使用する燃料（木等）

が高額なことによりそれら燃料の利用が制

限されてしまうという問題や、伝統的な調

理方法により引き起こされる空気汚染問題、

不充分な衛生設備など、多くの人々に身近

な問題を抱えていた。これらの問題の主な

原因となっていた従来のエネルギーに変わ

ってバイオガスを導入することで、上記の

問題を解決するだけでなく、家計収入の増

加や男女平等、健康改善や環境問題等の改

善にも貢献できるとしている。 

そもそも The National Domestic Biogas 

Program と は The Ministry of 

infrastructure（ルワンダ政府の省）と The 

Netherlands Development Organization

（1965 年にオランダで設立された非営利

の国際的開発組織）によって、2007 年 5 月

より開始されたプログラムであり、国内の

バイオガス部門を開発・展開しながら天然

資源搾取を軽減することを主な目的として

いる。また近年のルワンダでは、毎年

170000 人もの若者が十分な技能や資格を

習得しないまま職に就いていると言われて

おり、そんな彼らが景気循環の一役を担う

機会は非常に制限されている。以上の現状

を踏まえ、ルワンダにおける Biogas 

Programでは雇用創出と中小企業への投資

に特に力を入れている。 

 

2．Biogas Program の仕組みと取り組み、

またその課題 

バイオガス生成の大まかな仕組みとして

は、人や動物の排泄物をダイジェスター（発

酵槽）に投入し、ダイジェスター内でバク

テリアを使用し排泄物を発酵させることで

ガスを発生させる。 

ルワンダにおけるバイオガスを活用した

取り組みは、1998 年より刑務所にて開始さ

れ、現在は学校等の他の施設においても使

用が拡大されている。また今後は病院での

使用も検討されている。現在は地方に住居

を構える 4500 世帯と 11もの刑務所にバイ

オガス施設が設置され、そこで生成された

バイオガスが利用されている。またルワン

ダでは、バイオガス施設を設置する際に「1

人または 1 つの家庭に対し、家または家の

近くに最低 2 頭の牛を所有していること」

を条件として設けている。この理由として

は、個人や一家庭でバイオガスプログラム

を導入する際には牛の排泄物を利用するケ

ースが多く、牛 2 頭分の排泄物の量から十

分なバイオガスを生成することが可能であ

ることがその理由である。一個人一家庭レ

ベルで人間の排泄物を利用しない理由とし

ては、公衆衛生の問題や排泄物の量の問題

がある。 

 数多くのメリットがあるバイオガスプロ

グラムだが、課題も多く存在ある。1 点目

は普及率の問題である。バイオガス施設の

設置費用が高額なことから、現在のルワン

ダにおいても本プログラムを導入している

家庭はいまだ少ない。またキガリなどの都

心部では設備を設置する土地・牛を飼育す

る土地がないため、ほとんど利用されてい

ない。 

 

3．バイオガスプログラムの成果 

バイオガスを導入することで、ルワンダ

では以下のような成果を得ている。 
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①調理時のクリーンエネルギーに 

料理人が長時間煙にさらされる危険が減

少し、また従来よりも迅速な調理が可能に

なった。 

②照明のクリーンエネルギーに 

地方在住の子供たちが学校のノートの復

習をする際の照明等に活用されている。 

③火を起こすための木材の採集してくる必

要がなくなることで女性や子供たちの仕

事量、また燃料となる木材を購入する出

費が軽減 

④森林伐採率の減少 

⑤地方における雇用創出 

 

質疑応答 

1．料理をする際に、どのような道具を使っ

ているのか 

日本では主に電気やガスを使用している

のに対し、ルワンダでは電気やガス、また

チャコと言われる木製のポットのようなも

のや、火を直接使う等して料理を行ってい

る。 

2．その道具は環境にどのような影響をもた

らしているのか 

日本のガスや電気はそこまで環境に悪影

響がないのに対し、ルワンダの伝統的な手

法である直接火を起こす料理方法は森林伐

採や煙による空気汚染など、環境への悪影

響が多くある。しかしルワンダでは電気代

が非常に高額であるため、都心部において

も料理をする際に電気を活用している家庭

は多くない。地熱発電や風力発電、太陽光

発電はルワンダにおいても活用されている

が、それだけでは不十分であるのというの

が現状である。 

 

感想 

参加者 

・本プレゼンテーションを聴くまでバイオ

ガスプログラムというものを全く知らなか

った私にとって、非常に興味深いトピック

であった。新しいシステムやものを 1 から

導入しようとするのではなく、従来から地

方に暮らす人々が数多く所有していた「牛」

に目を付けたのが非常に効率的で興味深い

と思った。本プログラムは都心部での使用

が課題として挙げられるが、地方や農村部

で効果的なシステムを、あえて都心部でも

無理やり導入しようとせず、都心部は都心

部でまた別に有効なシステムを導入すべき

ではないかと思った。（丸茂） 

・ルワンダ人は自国の環境問題について、

日本人より非常に高い意識をもっていると

感じた。日頃から都心に住んでいる日本人

は環境問題について考える機会はなかなか

ない。しかしルワンダ人にとってそれは非

常に身近な問題である。実際に環境問題は

今この時も深刻化し続けている。ルワンダ

人のように、自分事として環境問題を捉え

る姿勢を持つようにしたい。（藤内） 

・私にとってこのトピックは非常に身近な

ものであった。私は環境保護のためにもバ

イオガスプログラムの導入には賛成である。

しかし、バイオガスプログラムが導入しづ

らい環境にある都心部でも、いまもなお環

境に悪影響を及ぼす料理方法を採用する家

庭が多くあり、それが大きな課題であると

感じている。（Marie Paule Isabane） 
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表裏一体                          
早稲田大学教育学部 5 年 

品川正之介 

 

■2 回目のルワンダ 

 自分の目でルワンダを見たいという、

純粋な好奇心に強く動かされた 3年前。

初めての海外ということもあり、ルワ

ンダへの渡航は、期待と興奮に溢れた

「異世界」への旅であった。あれから 3

年。日本開催の本会議でルワンダ人と

の交流を重ね、ルワンダに関する知識

も深めた今では、以前よりルワンダは

心理的にぐっと近くなっていた。 

 過去の渡航では、とにかくルワンダ

を体験したいという漠然とした気持ちで参加した。しかし、今回の渡航には、2 つの確固た

る目的があった。1 つ目は、ルワンダのポジティブな面をできる限り知り、そして写真や映

像に残すこと。2 つ目は、ルワンダ「を」学ぶだけでなく、ルワンダ「から」日本が学べる

ものを見つけること。全 19 日のスケジュールを前に、これら目的を胸に秘めた自分の中に

は、ただ静かな緊張が在った。 

 

■日本人のアフリカ観 

 2 つの目的を設定したのは、日本人のアフリカ・ルワンダ観を変えたかったからだ。今回

の渡航は、その為の材料集めの旅だったとも言える。この団体に加入してから、日本人の

アフリカ 1観、つまりアフリカに対する偏見に満ちた眼差しと固定化されたネガティブな印

象に、憤りと問題意識を感じるようになっていた。アフリカといえば、貧困・紛争・エイ

ズ・援助の対象、更に未開なんて言う人もいる有様で、ルワンダに関しても同様、ジェノ

サイド・民族紛争 2・貧困といったイメージを持つ人は多い 3。ルワンダはじめアフリカ諸

国には、政治、経済、社会上の様々な問題が多いのも確かではあるが、それ同等もしくは

それ以上のポジティブな面がある。最近はルワンダがテレビで紹介されることも多く、少

しずつ偏見やネガティブなイメージは解消されてはきているが、現状はまだまだである。

私は、この日本人のアフリカ観・ルワンダ観を変えたかった。それはアフリカ・ルワンダ

のため、というよりも寧ろ日本のために変えたかった。 

 日本のためとはどういうことか。まず経済的な点が挙げられる。近年アフリカの注目度

は経済的な面を中心に高まっており、中国、韓国、そして歴史的に結び付きの強い西洋諸
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国などは、ビジネス等経済的な関係性を深めている。一方で、日本はかなり遅れをとって

いる。たしかに、地理的な距離や様々なリスクを考えれば致し方ない面もあるが、今後の

更なる経済成長や人口増加 4（≒市場の拡大）が見込まれるアフリカ市場に日本が出遅れる

ことは、後々の痛手になるのではないか。私は、この様な出遅れに、日本人のアフリカに

対する偏見やネガティブな印象、もしくは無関心が少なからず影響していると考えている 5。

次に、偏見やネガティブな印象が影響してか、日本人はアフリカから何かを学ぼうという

意識が欠如している。政治でも経済でも社会保障でも、アメリカだドイツだスウェーデン

だ、あーだこーだとよく聞くものの、「アフリカから学ぼう！」と聞くことは、稀である。

これは、アフリカを援助・支援の対象（≒日本が何かを教えてあげる対象）と見ているか

らであろうか。確かにアフリカ・ルワンダはまだまだ発展途上の地域かもしれないが、彼

らが長年紡いできた歴史・文化・生活の中の知恵には、私たち日本人や日本社会に何か有

益なものが絶対にあるはずだ。これを見過ごすのは、もったいない。 

 このような考えに加えて「日本人のルワンダ・アフリカ観」を変えたいと自分に強く思

わせたのは、仲良くなったルワンダの友人たちに対して、日本人がネガティブな偏見や印

象ばかり持っているのが悲しかったからだ。ルワンダの友人、そしてルワンダという国の

知られていない良い面をより多くの人に知ってほしかった。だから今回の渡航は、できる

限りルワンダのポジティブな面を見てそしてそれを記録するための旅であった。 

 

■ポジティブ・ルワンダ 

 この様な思いを胸にルワンダ渡航に臨んだ訳だが、収穫は多かった。ジェノサイドから

20 年経ったルワンダで、多くのポジティブな面を発見することができた。そのポジティブ

な面を、この紙面やドキュメンタリーの映像（団体 HP に後日アップロード）で皆さんに

お伝えしたい。 

 さて、さっそくルワンダのポジティブな面を紹介するのだが、ルワンダでは、治安は抜

群に良く、街にはゴミが全然なく綺麗で、キガリは建設ラッシュに沸き……と、もはやル

ワンダの発展を紹介する際によく使われる枕詞的な文言はもはや書くまでもないとして 6

（Google で「ルワンダの奇跡」と検索すると、色々と出てくるので、興味がある方はご参

照ください）、ここでは、各訪問地で発見したルワンダのポジティブ面に関して紹介したい。

今年の渡航では、「ジェノサイドからの復興・ルワンダのポジティブな面」に関わる訪問地

が多く選ばれており、全ての企画から、ルワンダのポジティブな面や可能性を感じたわけ

だが、特に個人的に印象深かった、Organic Solutions Rwanda・Rwanda Nut Company7

（企業）、EPAK Don Bosco Primary School（学校・ICT 教育）で見・聞いたこと、また学

生会議でルワンダ側からプレゼンがあった Imihigo より、自分の感じたルワンダのポジテ

ィブ面の紹介をしていきたい。 
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■ビジネス in ルワンダ。魅力と可能性。 

 実はルワンダは、世界銀行のレポート「Doing Business 2014」によると、ビジネスの始

めやすさが世界第 9 位、ビジネスの行いやすさは世界第 32 位に位置づけられている 8。カ

ガメ大統領が企業誘致・投資促進にかなり本腰を入れており、日本でも最近ルワンダ大使

館と JETRO が主催のルワンダのビジネス・投資セミナーが開催され、来場者は 100 名以

上と大盛況であった。「ルワンダでのビジネスが熱い！」と最近（個人的感覚として）よく

聞くし、自分もルワンダを紹介する際に Doing Business を引き合いに出してルワンダのビ

ジネスの可能性を話していたのだが、正直なところ、「アフリカの内陸のこんな小国に経済

的な価値があるのだろうか。しかも日本から遠いし。」と内心思っていた。しかし、渡航に

向けてルワンダでのビジネスに関する事前勉強を進め、そして実際にルワンダでビジネス

をされている企業を訪問することにより、この考えは変わることとなった。 

 事前勉強でまずわかったことは、ルワンダ単体で見ると、やはりそこまでビジネス的な

魅力は高くないということだった。国の名目GDPは 73億ドルしかなく（日本の約 0.15%！）、

人口は多いといえども 1000 万人程度しかない 9。しかし、鍵になるのが東アフリカ共同体

である。ケニア・タンザニア・ウガンダ・ブルンジ・ルワンダで構成される東アフリカ共

同体市場で考えると、GDP 約 10 兆円、人口約 1.4 億人の市場が現れる。この東アフリカ共

同体は、関税同盟と共同市場を発足しており、域内外ビジネスの更なる増加が見込まれて

いる（EU をイメージするとわかりやすい）。しかもそれぞれ加盟国は、経済成長の真っ只

中で、今後の期待も高い。ルワンダを一国ではなく、東アフリカ共同体の中のルワンダと

して捉えると、上述したビジネス環境のよさ、また治安の良さや現時点での政情の安定な

ども相まって、日本企業にとっては、東アフリカ市場を攻める拠点、もしくは本格的にア

フリカに進出する前の「アフリカビジネス練習の場」としてのルワンダの可能性が見えて

くる。実際に、私たちがルワンダに滞在していた 9 月、日本からのアフリカ貿易・投資促

進合同ミッションがルワンダを訪問しており、三井・三菱・住友・伊藤忠・丸紅等の大手

商社から金融、メーカーまで様々な日系企業計 17 社がルワンダを視察に訪れていた。 

 今回訪問させて頂いた Organic Solutions Rwanda と Rwanda Nut Company は、佐藤芳

之 10さんという、50 年近く前に単身アフリカに渡り、年商 30 億円・ケニア最大の食品加

工メーカーのケニア・ナッツ・カンパニーを築いた方が、ルワンダで立ち上げた企業であ

る。現在現場の指揮をとっていらっしゃる原田様ご夫妻と、社員の方々とお話させて頂い

て、特に印象に残った点が 3 点あった。1 つ目は、発展途上のルワンダにはどこにでもビジ

ネスチャンスが転がっている、ということ。2 つ目は、一見途上国でビジネスを始めること

は、リスクが大きいように見えるかもしれないが、実際は（先行きも見えず・不安定な）

日本国内でずっと働いていこうと思う方がリスクが高いということ、3 つ目は、ルワンダ・

アフリカといえども、ビジネスは人と人との関係であり、下手に難しく考えすぎる必要は

無い、ということだ。実際、現場で働いていらした皆様の前職は公衆衛生や、農業・食品

の分野とは異なるものであった。事前勉強および、今回の訪問によって、ルワンダビジネ
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スの印象が大きく変わった。ルワンダでのビジネスは、自分が思っていたよりも魅力と可

能性があるし、何より楽しそうであった。「こんなにチャンスがあるなら、もっと多くの日

本人・日本企業に、ルワンダに来てビジネスをしてほしくないですか？？」との質問に、

原田さんは「いや、競争が激しくなるから、来てほしくない！（笑）」との返答だったが、

いつか自分もルワンダ、もしくはアフリカのどこかでビジネスを始めてみたいと思う。ま

だまだ将来のことはわからないが。 

 

■ ICT 教育 

 「アフリカの奇跡」と呼ばれる経済発展を遂げているルワンダは、現在情報通信など知

識集約型の経済への転換を目指しており、ICT 分野での人材開発に国を挙げて注力してい

る。特に、ICT 分野の人材開発において象徴的な取り組みが学校での ICT 教育であり、小

中学生に PC を配る「1 人 1 台」政策などを通じて若い世代への ICT 教育の拡充を図って

いる。ちなみに、ルワンダでの ICT 教育の事例は、朝日新聞の朝刊一面で紹介されたこと

もある。 

 ICT 教育のことは以前から知っていたし、緑色の小型 PC を前に、笑顔で授業に臨むルワ

ンダの小学生の写真は何度か見たことがあったのだが「所詮、ルワンダの ICT 教育なんて

大したことないだろう」と思っていた。しかし、今回の訪問で私は非常に驚かされた。小

学生がプログラミングをやっていたのである。こんなもの、自分が小学生や中学生の時に

もやったことなかった…。しかも結構複雑で難しそう。加えて、先生に聞いてみると、英

語・算数・科学も PC の映像授業で学べるらしい。更に更に、もちろん PC の映像から流れ

てくる言語は英語である。生徒の学習状況は、先生の PC によって管理されているらしく、

各生徒の学習進度が個別に把握されているのだとか。これには驚いたし、もしかしたら ICT

教育に関してはルワンダの方が日本より進んでいるのでは、と思わせるほどであった（と

いっても、自分が小学校・中学校を卒業したのは遥か昔の話であり、日本の ICT 教育の現

状には詳しくないのだが。）。そんなこといっても、どうせ一握りの裕福な学校でしか ICT

教育は進んでいないんでしょう、との声が上がりそうだが、現在、政府は 1 セクターに最

低 1 校以上 ICT 教育を実践できる学校を建てる計画だそうで、現時点で 416 のセクターの

うち 409 ものセクターで、1 つ以上の学校が ICT 教育を実践しているそうだ。今後も、そ

の数を増やしたいと言う。とにかく、ルワンダの ICT 教育は、自分が思っていたものより

も量質共に進んでいた。自分の甥っ子と変わらないくらいの年の小学生が、英語で自分が

プログラミングして作った作品を紹介してくれたことは、大きな驚きであった。 

 

■Imihigo 日本がルワンダから学べること 

 これは、学生会議のページに詳細をすでに記載しているので詳しくは述べないが、まさ

しく、日本がルワンダ“から”学べることの 1 つであると思う。今年になって、「私はルワン

ダ『を』学ぶだけでなくて、ルワンダ『から』学べることはたくさんあるはずだ！」と色
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んな場所言ってきたのだが、「じゃあ具体的に何ですか？」といわれると答えに窮すること

が多かった。以前まで、「人の温かさや伝統ダンスはすごいし…あと男女平等が進んでいま

す！」と苦し紛れに答えるばかりであったが、この Imihigo の制度はドンピシャリ日本が

学べる点だと思うし、Imihigo の発見（？）により、更に探せばルワンダ「から」学べる点

が出てくるはずだと大きな自信になった。 

 

 そのほかにも、ルワンダのポジティブな面は各訪問地（お気に入りは Inema Arts 

Center！！）や日々の生活の中で見られたのだが、ここでは割愛する。とにかくまとめる

と、ルワンダは、社会が安定し治安も良く、発展の活気に沸き、様々な可能性にあふれて

いる…とでもなるだろうか。他のポジティブ面が気になる方は、ぜひ本誌の学生会議・訪

問地紹介ページ等を参照されたい。 

 

■では、ルワンダはこのままずっと順風満帆「アフリカの奇跡」なのか？ 

 「『ネガティブからポジティブへの印象の転換』ではなく、『ルワンダの持つ二面性』に

対して理解を促していくこと、つまり、良い事も、悪い事も、全てひっくるめて理解しな

くては、本当の『相互理解』にはならないのではないかと思います。」2013 年度の日本招致

の活動報告会を行った時、大学院時代にルワンダを専門で勉強され、今は開発コンサルタ

ントとして活躍されている方にこの様なアドバイスを頂いた。まさに仰る通りである。今

のルワンダは外国人が普通に過ごしていれば過去の悲劇のことなど微塵も連想できない程、

平和で穏やかな国である。しかし、ルワンダ社会には表と裏がある（更にやっかいなこと

に、いくつかの表と裏はまさしくコインの裏表の関係で、密接に結びついている）。ここか

らは、ルワンダのポジティブな面だけではなく、渡航中に自分の目で見て、感じ、ルワン

ダ人から聞いて考えた、ルワンダ社会の裏、言い換えるなら、懸念とでもいえるものを紹

介していく。 

 

■20 年の歳月がもたらしたもの 

 初めに、ジェノサイドに興味がある人からよく聞かれる質問「ルワンダ国民の和解と団

結(unite）は進んでいるのか。」「民族対立の爪跡は今も残っているのか。」に関して述べて

いきたい。端的に答えるならば、「和解と団結は進んでもいるし、進んでもいない。」とな

るだろう。まず、若い世代に関して、ルワンダはジェノサイドから 20 年が経っており、こ

れはルワンダ国民の 20歳までが、ジェノサイドを直接知らない世代であることを意味する。

ジェノサイド終結後、現大統領のカガメ氏率いる RPF が権力を奪取して以降、ツチ・フツ

という区別は徹底的に廃止、公の場で民族的な憎悪を煽る発言をすると厳しく処罰される

など、1 つのルワンダ、ルワンダ国民としての意識構築がなされてきた。その成果もあって

か、ルワンダ人の友人いわく、今の若い世代はツチ・フツという対立感情は薄く、今後若

い世代が「同じこと」を繰り返すことは無いだろう、とのことだった。実際に（これは表
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面的にしか見られていないのかもしれないが）、ルワンダの若者ら交流しても、そのような

「民族」の対立の様な雰囲気を感じることは無かった。一方で、国際機関や NPO・NGO

などの援助機関の取り組みのおかげで、人々の間で和解が進んでいるケースもあるものの、

ジェノサイドを直接経験した大人の世代では、今でも対立やいざこざが起きることがある

らしい。これは正直、あの悲劇を経験したのならば致し方ない面もあると思う。20 年とい

う時の流れは、ジェノサイドを経験した人にとって、無に等しい歳月なのかもしれない。 

 今後のルワンダ社会の発展と安定には、「民族」対立の思想や過去に関する憎悪を持たな

い若い世代、1994 年以降に生まれた、もしくは 1994 年以降生まれでも、小さかったため

にジェノサイドの記憶の薄い若い世代が非常に大事である。ジェノサイドから 20 年が経っ

た現在、ルワンダでは、0 歳から 24 歳までの人口が全体の 61%を占めており 11、誤解を恐

れずに言うならば、国全体で、ジェノサイドの記憶は「薄まって」きている。ルワンダは

どこにいっても子供が多い。道端で握手を求められたり、適当なルワンダ語で会話してみ

たり、ふざけて遊んだりして、個人的にとてもほっこりしたし、毎日しっかりと学校に通

う彼らの姿に、将来のルワンダの明るい未来を見ていた。しかし、若い世代の増加は、ジ

ェノサイドの記憶を「薄める」と同時に、大きな問題を孕んでいる。それは、若者の雇用

不足である。 

 

■若者の雇用 

 若者の雇用の創出は、ルワンダにとって喫緊の課題である。ルワンダには今、増え続け

る若い世代の受け皿となる十分な雇用が無い。ちなみに、ルワンダ大学卒業の学生、つま

り超エリートであっても、就職活動にかなり苦戦している様だ。日本ルワンダ学生会議の

ルワンダ側 OB メンバーの中にも、未だに職が決まらない人が数人いる。現在政府は若者

の雇用対策にかなり力を入れてとりくんでいるものの、もしこれがうまくいかない場合、

社会の混乱は免れないであろう。若者が職にありつけずに不安定な生活をおくれば、治安

の悪化や社会の不安定化はもちろん、現政権への不満は高まるだろうし、また反体制派の

武装集団にリクルートされる等もあるかもしれない。また政権への不満は、以前の様なエ

スニックな憎悪を呼び起こすかもしれない（景気が悪くなったり、社会が不安定になった

りするとナショナリストや排外主義が増加するのと同じで）。増え続ける若者人口は、ルワ

ンダにとってポジティブにもネガティブにも働き得るもので、まさしく表裏一体なもので

ある。 

 

■カガメ大統領 

 ルワンダの裏表といえば、一番に連想され得るであろう人物は、まさにカガメ大統領こ

の人だろう。卓越したリーダーシップとカリスマ性で、ジェノサイドで壊滅したルワンダ

をここまで復興・発展させたその功績は、誰も疑う余地がない。一方で、強権的な姿勢や

言論の自由・その他人権の抑圧、選挙時の不正疑惑など、さまざまな黒い噂が国際社会か
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らあるのも事実である。 

 2017 年に、ルワンダは大統領選挙を控えている。現行憲法の規定では、カガメ氏が大統

領に再選することは不可能になっている。恐らく憲法を改正し大統領の職にとどまるとの

大方の味方だが、本人は明言を避けている。2017 年以降になるのか、それとも更に先にな

るのかはわからないが、ルワンダにおける“After Kagame”の問題は、重要なものであり、

その時がジェノサイド後ルワンダの 1 つの正念場となるであろう。 

 色々と黒い噂があるものの、現時点で個人的にはカガメ大統領の国家運営の手腕は素晴

らしいと考えている。しかし問題なのは、カガメ大統領率いる政府の力が強すぎることが、

後々問題を起こす可能性がある点だと考えている。一例を挙げると、現政府は近年、社会

の安定のためにメディアに対する規制を強化し、国家によるメディアの管理を強めている

12。欧米社会から見れば、ルワンダの言論の自由は大きく侵害されている様に見えるだろう。

ただ（これは学生会議の議論で面白いと思ったことなのであるが）、ルワンダの大学生は、

このメディアの規制に賛成なのだそうだ。これにはいくつか理由がある。1 つ目に、ルワン

ダでは、フツ・ツチという民族的憎悪がまだ燻っており、欧米型の言論の自由を保障して

しまうと、それがまた再燃してしまう危険性があること、2 つ目に、ルワンダのジャーナリ

ストは給料が低いため、現政権を転覆させたい旧体制派や、現政権に不満を持つ人に簡単

に買収されてしまい、事実に基づかない出鱈目な、そして社会に混乱をもたらすような言

論が社会に広まる可能性があること、3 つ目に、依然として教育水準やメディアリテラシー

の低いルワンダ国民は、そのような悪意のある情報に扇動されやすいこと、などがあげら

れていた。従って、「良い」政府が「正しく」メディアを指導することは、社会の安定に資

するため、好ましいとの彼らの意見であった。 

 問題なのは、仮に今の政府が「良い」もので、「正しく」メディアを規制しているとして

も、その構造が今後もずっと保たれて万が一「悪い」政府が、「間違った」メディア規制を

した場合に、どうなるかということである。この疑問に対して、ルワンダの大学生ははっ

きりとした回答をできず、歯切れの悪い回答をしていた。ジェノサイドの爪跡が残るルワ

ンダが言論の自由を 100%保障するまでに、あと 50 年は掛かる、とある学生はいっていた

が、その 50 年後に、政府はメディアの管理という今まで持っていた大きな権限を、簡単に

そして自主的に手放すであろうか。それまでの 50年に悪い政府が登場したらどうなるのか、

この様な疑問に学生らは満足いく答えを与えてはくれなかった。 

 政府が強い権限を持つことは、「良い」リーダーが「正しく」統治している場合は、社会

の安定と発展に大きく貢献するだろう。しかし一方で、「良い」リーダーが「悪い」リーダ

ーに豹変したり、代わったりした場合、最悪の結果を引き起こす。今のところ、カガメ大

統領という強い権限を持つ「良い」大統領が「正しく」統治しているが、今後彼が豹変も

しくは後継者が「悪い」リーダーになった場合、カガメ大統領が構築してきた強い政府と

いう構造は、危険なものになるであろう。 

 カガメ大統領は、国際社会から様々な評価を受けているが、彼を正しく評価するには、
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まだまだ時間が必要であると思う。20 年、30 年後にも、ルワンダ社会が引き続き安定・発

展しているのであれば、彼は真に素晴らしいリーダーだったと言えるのだろう。 

 

■ルワンダの国民性 

 上記のメディアの事例しかり、ルワンダでは恐らくずっと、「強い権限を持つリーダー」

と「それに（盲目的に）従う民衆」という構造が温存されてきていると思う。恐らく、ジ

ェノサイド以前のハビャリマナ大統領の時代であっても、現代のカガメ大統領の時代であ

っても、根本的な構造自体は同じなのではないか。この様な構造があるせいで、正直、現

代のルワンダでは欧米的な民主主義は絶対に機能しないであろうし 13、かといって強権的な

リーダーが国を率いていくのも、すこし不安要素が残るといえる。今後この構造をどう変

えていく（もしくはうまく付き合っていく／制度によってコントロールする／強靭な行政

機構を構築する etc）かが、ルワンダ社会におけるクリティカルな問題になるのではないか

と思う。 

 

■おわりに 

 都市の発展と取り残される農村、輝かしい功績とその裏に黒い噂を持つカガメ大統領、

社会の安定にも不安定にも寄与する若者人口の多さ、一見平穏な社会とくすぶる不安と将

来（After Kagame）の懸念、良くも悪くも動員されやすいルワンダの国民性―。現在のル

ワンダは、様々な要素が表裏一体となって結びつきその様相をなしている。基本的には、

ルワンダのポジティブな面を見るために来た渡航であったし、その目的は大方果たされた

ものの、渡航を終えた今、発展の裏に何か不安定さを孕んでいるルワンダの姿が浮かび上

がってきた。ポジティブな面・ネガティブな面、表と裏、すべてひっくるめて今のルワン

ダなのだ。私はそんな表裏一体なルワンダと、これからも付き合って生きたいと考えてい

る。上記につらつらネガティブな面も書いたが、過度に悲観的になる必要は無いし、そも

そもどんな国だって裏表あるわけで、ルワンダだけが特別ではない（むしろ近年の日本の

ほうが裏とか闇の面深そうですね…）。たしかに、ルワンダのネガティブな面をしっかり理

解・心に留めた上でルワンダ社会を見ることは大切だが、個人的にはネガティブな部分ば

かりを指摘・あげつらって、非生産的なことをするより、ポジティブな面に注目し、ルワ

ンダのポジティブな面が今後より増え、また成長できる様なことがしたいと考えている。

そのようがよっぽど生産的であるし、今後のルワンダ社会の発展と安定につながると思う

からだ。 

 自分の学生生活は、そろそろ終わりを迎える。ルワンダとの関わりも、ここで一端の区

切りがつく。今後ルワンダにどう関わっていくのか、もしくは関わり続けられるのかはま

だまだわからない。ルワンダやアフリカ以外の国や地域に自分の興味関心がひらけるかも

しれないし、まったく別の何かに熱中することになるかもしれない。ただいつか、願わく

ばルワンダ、最低でもアフリカ大陸のどこかには、仕事で絶対戻ってきたいと思っている。
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その時に、この団体で学んだ様々なことが大いに生きてくるだろう。 

 最後に、自分の 2 回目のルワンダ渡航を最高のものにしてくれた渡航メンバーの皆にお

礼を言いたい。今回の渡航で、自分がメンバーの皆から学んだもの・気づかされたものは

計り知れない。至らないところの多い代表（＆最年長）ではあったが、皆のおかげで、素

晴らしい経験ができたと思う（し、純粋に超楽しかった！！！）。本当にありがとう。また、

国内でサポートしてくれたメンバー、この渡航を成功させるために関わって頂いた全ての

方々に、心からの感謝を申し上げたい。次回は日本での第 12 回本会議。気を引き締めて、

残りの日本ルワンダ学生会議での日々を駆け抜けていこうと思う。 

           

1 ここでいうアフリカとは、サハラ以南アフリカのことを指す。 

2 ルワンダでは以前からトゥチ・フトゥ・トゥワという職能階級的な区別があったが、それが「民族」と

して固定化されるのは植民地化以降であった。この考えに基づくと、ルワンダには元々民族は存在しな

いため、ルワンダの虐殺は民族紛争とはいえない（し、「民族」の対立以外にも様々な要素があった）。

また、同様の考えに基づき、トゥチ族・フトゥ族と族をつけて呼ぶことはされなくなっている。 

3 以前、約 70 名の日本人大学生を対象に、ルワンダに関する印象アンケート行った。アンケートの質問の

一つ、「ルワンダと聞いて何を連想するか」の答えベスト 3 は上から順に「紛争」「ジェノサイド」「ホ

テル・ルワンダ（ジェノサイドを題材とした映画）」。 

4 ユニセフによると、2050 年までに世界人口に占めるアフリカ人の割合は 25%に達するという。 

5 個人的な話ではあるが、就職活動期、某有名企業の人事にアフリカ進出について聞いたところ、「アフ

リカはまだまだ未開でビジネスなんてできないからね～。」との答えがあった。彼だけを基に日本人ビ

ジネスマンのアフリカ観を一般化することはできないが、就職活動中とても印象に残った一言。 

6 書くまでもないとはいったものの、3 年前同様、治安はすこぶる良く、また歩道が整備されるなど街が

綺麗になっており、新しい建物も増えていた。ひとつ気になったのは、キガリ市内のストリートチルド

レンがいなくなっていたことだ。政府に保護されているのか、保護と称して排除されているのか、詳し

くはわからない。 

7 諸事情により、本誌では取り上げていないものの、現地にて訪問。大変貴重で有意義な訪問となった。 

8 アフリカ地域では始めやすさで第 1 位、ビジネスの行いやすさはサハラ以南アフリカで第 2 位。日本は

27 位。ルワンダはベルギー、フランス、スペインなどのヨーロッパ先進国よりも高い評価をこのランキ

ングにて受けている。ちなみに 1 位はシンガポール。 

9 IMF World Economic Outlook Database [Online] Available: 

http://www.imf.org/external/pubs/ft/weo/2014/01/weodata/index.aspx[Accessed 26 Sep 2014] 
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10 佐藤さんの詳しい情報は、インターネット等を参照されたい。佐藤さんの自伝「アフリカの奇跡 - OUT 

OF AFRICA」は、ぜひ多くの方に読んで頂きたい。無論自分のお気に入り本の一つとなった。 

11 Central Intelligence Agency (2014) The World Factbook [Online] Available: 

https://www.cia.gov/library/publications/the-world-factbook/geos/rw.html [Accessed 26 Sep 2014] 

12 この一文はすこし正確さに欠けているかもしれない。NewTimes の創設者の一人の方のお話によると、

国家はメディア規制、というよりメディアに関するルールを示すだけで、具体的な規制？や処罰？など

は、ジャーナリスト達が自主的につくった組織によって行われているらしい。ここはもう少し勉強の余

地があるので、間違ったことを書いてあってもご容赦願いたい。 

13 ルワンダは、民主主義・基本的人権尊重がなされていない、と批判するのは簡単だが、彼らのジェノサ

イド後の社会状況、文化、歴史、価値観、思考様式等々色々と考慮してみると、なかなか難しい実情が

見えてくると…思う。 

 

 

 

次のステージへ            
横浜市立大学国際総合科学部 2 年 

藤内庄司 

 

 日本から飛行機で約 20 時間。8 月

24 日、私はついにアフリカの地に降

り立った。高校生の時からどこか憧

れていたアフリカ。以前にもアフリ

カの国に行くチャンスは 2 度あった

が、金銭面や治安などアフリカの国

に行くというのはそう簡単なことで

はなく、3 回目の挑戦で今回初めてア

フリカの地を踏むことが出来た。飛

行機から降り立った瞬間は正直「や

っとか…」というのが率直な感想で

あった。 

 降り立ったのはルワンダという小さな内陸国。空港を出て待っていたのは自分よりうん

と背の高いアフリカ人。私は留学をしたことがあったがアフリカ出身の友達というのはな

かなかいなかった。正直出会った最初は「3 週間もここで活動するのか…」と、ある意味複
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雑な気持ちであった。 

 理由は 2 つ。まず初めてのアフリカ大陸だったということ。どれだけルワンダが安定し

ている、アフリカの中でも群を抜いて安全だと言われても、大陸の西側で流行していたエ

ボラ出血熱の懸念もあり、楽しみよりも不安と心配の方が大きかった。次にルワンダ人に

対する印象である。今回私は日本側のコーディネーターという立場で参加した。渡航の 3

ヶ月前先代のメンバーから「仕事はルワンダ人との日程調整をするくらいだよ」と言われ、

正直それならできるかと思いあまり重く捉えずこの仕事を引き受けた。しかし、現実は違

った。メールをしても返事が帰ってくるのは遅く、チャットをしていても、時差のせいも

あるが、大事な話の時に返事がない。Skype をしても電波環境のせいか相手の声もなかな

か聞き取れない。進まない日程調整、オンライン上でのやりとりなので余計にコミュニケ

ーションがとりづらく歯痒い思いをしたこともあった。それ故初めて直接会ったときの感

想はそれほどいいものではなかった。 

 しかしルワンダでの 3 週間はその気持ちを一変させてくれた。ぎゅうぎゅうのバンに詰

められての移動、運が良ければ温水だが普段は冷水のホテルのシャワー、交通事故が起こ

らないのが不思議な交通事情。すべてがこの 3 週間を経て私たちの“日常”になった。そ

の中で渡航前半の怒濤のフィールドワーク・企業訪問にも笑顔で共に活動してくれ、慣れ

ない環境からか体調を崩しがちだった日本人メンバーを気遣ってくれるルワンダ人メンバ

ーの寛容さ、優しさ、そしてフレンドリーさに触れ私のルワンダ・ルワンダ人に対する見

方は一変した。気づかないうちに大好きな国、そして彼らは友達になっていた。 

 

 ルワンダに渡航する前と比べるとルワンダのことを知れたかもしれない。その中で渡航

中そしてこの感想を書いている最中も、この団体、そしてルワンダという国に対して様々

な疑問が浮かんでくる。 

相互理解ってなんだろうか？ 

相互理解して何が得られるのか？ 

私たちが見てきたルワンダはほんの一部であることは確かだが、では本当のルワンダを知

るにはどうすればいいのか？ 

ルワンダを、そしてルワンダ人を“知り”、“理解する”ことなんてできるのか？ 

そしてこの団体における私自身のゴールはなんなのか？ 

 先代のメンバー達が抱いていたであろう疑問を私も今抱いている。ありきたりでどこか

に書いてありそうなことなら誰でも言える。しかし実際現地に行き、現地の人と活動、し

かも単なる支援や援助ではなく“学生交流”という少々異色の活動をしている身として、

私なりの答えを見つけたいと私は思っている。それらの答えがポジティブ・ネガティブな

のかは問題ではない。相互理解の“正しい”答えを見つけるより、自分なりの答えを見つ

けそれをもとに次のステージへのぼることが重要なのだろう。 

 以前引退した先代のメンバーからこんなことを言われたことがある。 
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「まだこの団体で活動しているの!?」 

当時この言葉を聞かされた私には悔しさと怒りが込み上げてきたのを覚えている。活動の

成果が目に見える形で表れはしないが、自分たちの団体に誇りを持って活動していたし、

大学生の活動で支援や援助を唱う団体は無数にあるが、そのような団体だけが意味ある活

動をしているとは思えなかった。その際なにも言い返すことができず笑ってごまかしたが、

実際のところその言葉を言われたことに対してというよりも、その時に何も言い返せなか

った自分に腹がたったのだろう。しかし渡航を終えた今、その言葉の本当の意味を少しだ

け理解できた気がする。皮肉ではなく、次のステージへ私の背中を押す言葉だったのでは

ないか。もちろんその言葉の真意は分からないが、私を後押ししていることは間違いない。 

 

 ルワンダ滞在中私の五感で感じる一瞬一瞬が私のルワンダのすべてを形作っていた。そ

れほどに充実した本会議であった。しかしそれと同時にきっと私が知っているルワンダは

社会の 1%にも満たないのではないかとも思う。今までの私にとって未知でしかなかったル

ワンダを垣間みることは出来たが、きっとまだまだ知らないことがこの国にはある。今回

の本会議を終えた今、ルワンダのことをもっと知りたいというのが本心だ。だからこそも

う一度自分の目指すべきところ、そして自分の役割を見いだし前に進んで行きたいと思う。 

 

 そして最後に文脈を無視してしまう形にはなるが、特筆したいことがある。 

それはエボラ出血熱に関することである。３月から西アフリカの一部の地域(当時ギニア・

シエラレオネ・リベリア)でエボラ出血熱が大流行しており、アフリカだけではなくヨーロ

ッパやアジアの一部の国では感染“疑い”の情報が私たちの耳に入ってきた。それはルワ

ンダも例外ではなかった。8 月 10 日にルワンダの病院に感染“疑い”の患者が搬送された。

結果的に 12 日に陰性であることが判明した。ルワンダの周りにはエボラ出血熱が発生した

ことのある国(コンゴ民主共和国・ウガンダ)があるのにも関わらず、一度もエボラ出血熱の

患者が出たことがない国ということもあり今回のエボラ出血熱に対するルワンダ政府の対

応を盲目的に信頼していた。それ故驚いたと同時にエボラ出血熱の現状と感染経路を踏ま

えるとグローバリゼーションと言われるこの時代に西アフリカで起こっていることだから

ルワンダは大丈夫だと過信していた自分の思慮の浅はかさを反省した。また本当に今回ル

ワンダで本会議を実施できるのかも不安になっていた。当時のエボラ出血熱の状況と各

国・各国際機関の対応（WHO がケニアでの発生リスクについて言及したことから大韓航空

が東アフリカの最大都市であるナイロビへの直行便を当面中止したことやケニア政府が流

行地域３カ国からの渡航者の入国を一時禁止した）を知っていくにつれて不安は大きくな

る一方であった。実のところ出発の約 3 日前は「今行く必要があるのか。」「学生だけで行

ってもしなにか起きたときどのように対処すれば良いのか」「万が一なにかあったら誰が責

任をとるのか」と様々な不安と疑問が頭を駆け巡り、今回の渡航はやめておこうと思った

こともあった。しかし不安になっているよりもさらに情報収集をして現状と事実を把握す
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るしか決断する方法はないと気付き、在ルワンダ日本大使館、訪問予定であった各日系企

業、さらに現地に滞在している日本人の方に連絡をとらせて頂いたりするなどして多くの

方々の御協力を得た。最終的に、不安を拭えたかと言われれば頷けないが、保護者の方の

理解も得た上で常に最新情報を得ること、活動中最大限の安全を確保するなど様々なリス

クマネージメントに徹し、無事に出発から帰国まですべての日程を終えることができた。 

  

 今思い返すと渡航前の準備段階から学ぶことも非常に多く、何より多くの人の助けと支

えを身にしみて体験させて頂きました。私たちが安全に企画を遂行できるよう貴重な時間

を割いて最善を尽くして下さった関係者方々。今回の渡航を最高のものにしようと尽力し

てくれたメンバー。そして未熟な準備で直前になりエボラ出血熱でお騒がせしたのにも関

わらず、温かく見送ってくださった各メンバーの保護者・家族の皆様に御礼申し上げたい

と思います。本当にありがとうございました。 

 

 

 

ルワンダに渡航して          
学習院女子大学国際文化交流学部 4 年 

星野真希 

 

今回、私は大学 4 年生にして初めてルワンダに訪れた。長かった 21 日間。そこで色々感

じたこともあったが、今回私が一番ルワンダに来て感じたことは、「無意識の偏見」と「ル

ワンダのもろさ」であった。 

 

・ルワンダおよびアフリカに対する「無

意識の偏見」と「相互理解」 

 日本ルワンダ学生会議という団体に

所属してもう 3 年以上も経とうとして

いるが、「ルワンダに行きたい」と思っ

たのはつい最近だった。なぜ私が長い間

「ルワンダに行きたい！」という感情が

起こらなかったのかは、その時、私自身

よくわからなかった。ただ、私がルワン

ダに渡航する前、たくさんの予防接種を

うち、医者にマラリア薬をもっていくことを勧められたこと。両親にも周りの方からも、

私がルワンダに行くことを心配され、「もしかしたら生きて帰って来られない可能性もある
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から。」と言われ、ルワンダに渡航することが不安になり、「なんでルワンダに行くと決断

したのだろう」と渡航直前で思ったことを覚えている。しかし、実際来てみるとなんてこ

とはない。街はきれいだし、交通機関も整っている。生活をしていて不便に感じることは

何もなかった。治安も良く、盗難も一回もなかった。「ルワンダで生活していたけど、夜遅

くまで出歩いても大丈夫だったわ」というルワンダに滞在していた日本人女性に何人もお

会いした。「自分がルワンダに行く決心を遠ざけていたものはなんだったのだろう？」この

渡航中、そのことについて考えていた。おそらく私を「ルワンダに行きたい」と思う気持

ちを遠ざけていたのは、「アフリカ」という地域に対する漠然とした恐怖心だった。ルワン

ダの学生と交流し、ルワンダについて知識を得る場にいるのにも関わらず、ルワンダが「ア

フリカ」にあるというだけで、一気にハードルが上がってしまうような気がした。いくら

メンバーが「ルワンダは安全だ」といっても、写真やテレビなどで発展している光景を目

に見ても、「アフリカ」に対する漠然とした恐怖心はぬぐえなかった。今回実際にルワンダ

を訪れてみて、私の中にある「アフリカ」に対する漠然とした恐怖心や偏見が消えたこと

が一番の成果なのかもしれない。もちろん、ルワンダはアフリカの中で一番治安がよい国

なので、ルワンダの基準で「アフリカ」を測ってはいけない。しかし、「アフリカ」にある

からと理由で漠然とした恐怖心や偏見を抱くということがなくなった。 

 また、ルワンダ人と日本人も様々な考えの人がいて、決してステレオタイプでは見ては

いけないということである。私が一番そう感じたのは、OSR（オーガニック・ソリューシ

ョンズ・ルワンダ）で働いている従業員のインタビューをしていた時である。インタビュ

ーする前日、質問を用意していたのであるが、「働く目的について聞いてみよう」と提案し

た時に、「いやお金のためじゃないの？」というメンバーがいた。私も提案したのにも関わ

らず、心の中ではそのことが少しよぎっていたし、おそらく他のメンバーも同じように考

えていたことであろう。しかし、実際に働く目的を従業員の方にきいてみると、彼からこ

のようなコメントがかえってきた。「お金を手に入れることが目的ではなく、スキルを身に

着けるためにこの会社に入社した。将来は海外にでたい。」私はここで「はた」と思ってし

まった。日本人もルワンダ人も働く目的は人それぞれであって、決して「この国の人はこ

うだから、こういう考えであろう」とひとくくりしてはいけないということである。それ

だけではない。例えば、DV の解決策の方法にしても、ルワンダの政策にしても、私はルワ

ンダから日本が参考にすべき点をいくつも見つけた。そして、「ルワンダにいる人はこうい

う考え方をしているのだろう」「アフリカでの小国ルワンダには、教わることなど何もない

だろう」と「無意識」に偏見をもっている自分がいたことにも気が付いた。私は、「相互理

解」とはお互いの国の偏見をなくすことではないかと考えていた。しかし、今回のルワン

ダ渡航を通じて、自分自身が、無意識のうちにルワンダおよびアフリカに対する「偏見」

をかかえこんでいるということに気が付いた。そして、その無意識の「偏見」が、誤った

国の見方につながることも。どうしても「相互理解」というとルワンダ人と日本人の関係

構築に目がいきがちである。しかし、お互いの国の文化や人、考えを知り、「偏見」をなく
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すこと。相手の国の考えを尊重することが、いかに難しいことか。そして、そのような視

野がもてて初めて、ルワンダ人と日本人との関係構築に話が移るのだと思う。私は、この

渡航が日本ルワンダ学生会議の最後の活動になるわけだが、最後にルワンダに行って、ル

ワンダを五感で感じ、またルワンダおよびアフリカに対して「無意識の偏見」を抱いてい

た自分に気づけてよかったと思う。 

 

・ルワンダの「もろさ」 

私がルワンダに渡航して、もう一つ感じたのは「ルワンダのもろさ」である。ルワンダ

に来て、治安の良さ。街の美しさには衝撃を受けた。「私は本当にアフリカに来たのか？」

と疑問を持つほどであった。しかし、商業施設に行くごとにおこなわれる荷物検査。数十

メートルごとに銃を持った警官が立っている。私がルワンダに行く前、ルワンダに行った

ことがある旅人の人が、「キガリ（ルワンダの首都）のバスターミナルで爆破テロがたまに

おきるから気をつけて」という助言もいただいた。確かに治安はいい。でも、数十メート

ルに銃をもった警官がいないと、この治安の良さは保たれないのか・・・？と思うと、ル

ワンダの治安の良さは案外「もろい」ものなのではないかと考えてしまった。またルワン

ダのメディア規制から、考えたことがある。ルワンダは、報道の自由ランキング 161 位で、

なおかつ、ルワンダの憲法第 34 条に、「情報の自由は、国家によって認められ、保護され

る」という一文がある。つまり、情報や報道は国家によって、ある程度規制されるという

ことである。ウムセケのマルセルさんにその件について意見をきいたところ、「確かに欧米

と日本からみるとルワンダの規制は厳しく見える。しかし、ルワンダ人は報道の自由を規

制されているとは感じていない。メディアの自由によって人々および民族が分断されるよ

うな情報は流れるくらいなら、適度にメディアを規制したほうがよい。」と。私は、どのよ

うな経緯でルワンダにメディアの規制法ができたのか詳しくは知らない。ただ、マルセル

さんの一言をきいて、国家はメディアを規制しない状況になると、民族が分断されるよう

な情報が流されてしまうのか。仮にそういった情報が流されなかったとしても、「メディア

の自由によって民族が分断するような情報が流されてしまうのではないか」という考え方

に至ることに、ルワンダの民族和解の「もろさ」を感じた。 

 ジェノサイドから 20 年、しかしまだ 20 年。これから 10 年、20 年・・という時が過ぎ

行くなかで、ルワンダがどのような国へと変貌をとげていき、また日本との関係をどのよ

うに築いていくのか。カガメ大統領が退いたあと、誰がルワンダを治めるのか。まだわか

らない。ただ、私が願うことは、日本人が抱くルワンダの印象が、「ジェノサイド」という

過去の側面だけではないこと。また、ルワンダ人が抱く日本の印象が、「経済発展」や「原

爆」だけでなく、多様な意見がでること。お互いがお互いの「今」を知らない。その状況

が少しでも改善されることを願っている。 
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ルワンダと関わって           
日本大学法学部 3 年 

丸茂思織 

 

はじめに、「全体感想」として掲載するに

はふさわしい内容ではないかもしれないこ

とをあらかじめ断っておく。極めて個人的

な（しかも反省文のような…）話ばかりに

なってしまって恐縮だが、本感想では主に

ルワンダに渡航しようと思った理由と、ル

ワンダ渡航を終えた私のこれからについて

述べたいと思う。 

 

まず、私が今回ルワンダに渡航しようと思った理由について述べる。私が渡航を決意し

た理由は大きく 2 点ある。 

まず 1 点目の理由は「自分の目で直接見たルワンダを、自分の言葉で語れるようになり

たい。」そう考えたのがきっかけである。日本ルワンダ学生会議（以下 JRYC）に所属して

いると出張授業やイベント等の場において、JRYC のメンバーとして、ルワンダという国や

その現状・歴史等について話をする機会を頂くことが多くあった。しかしルワンダ渡航前

の私が語れる内容といったら所詮人づてに聞いた話か、書籍等から得た知識のみで、正直

今まで自信をもってルワンダについて語ることができなかった。また以前友人に「ルワン

ダの良いところを 3 つ説明して！」と言われた際、その質問にまともに答えることができ

ず、非常に悔しい思いをしたこともある。JRYC のメンバーとして、またルワンダと関わる

一個人として、自分の目でルワンダを見て、自分の言葉でルワンダを語れるようになりた

い…そう考えたのが渡航するに至った理由の一つである。 

2 点目の理由は、私の中で「この機を逃してルワンダに行かなかったら、絶対に後悔する！」

という確信があったからだ。というのも、私は JRYC に所属して今年で 3 年目を迎えるに

も関わらず、その個人的な活動ぶりには後悔ばかりが残っていた。極めて個人的な話だが、

私は性格上、基本的に自分に・自分がやっていることに対して自信が持てない人間である。

特に私が新入生だった頃は、能力がある先輩方や優秀な同期に囲まれながら、自分が駄目

なところ・できなかったことばかりを数えては悶々としていた。当時は、JRYC の活動が楽

しくないだけでなく、正直ルワンダに対してもたいして興味をもつことができず、「なぜこ

の団体に所属しているのか」が全く分からないような状況だった。ちなみに上記の期間を、

自分史の中で「JRYC 暗黒時代」と呼んでいる（笑）自分の不甲斐なさが悔しく、ここで逃

げることに我慢ならなかったという負けず嫌いの私の性格からか、気づけば「次はルワン
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ダに行く。」と公言するようになっていた。ルワンダに行くことで、この現状を打開するこ

とができるのではないかと考えていたようだ。自分の納得できるかたちで自分のやりたい

活動をしたい…。ルワンダへ行けば、ルワンダに対する興味関心が向上するのは勿論のこ

と、英語しか通じない環境に身を置けば嫌でも英語を話す他ない。またそれ以上に、ルワ

ンダに行けば「私の JRYC で活動するモチベーション・目的」を見つけることができるの

ではないかと考えていた。「アフリカというだけでただでさえ危ないのに、エボラが流行っ

ている今、何でわざわざルワンダに行くの？」こんな質問を何度も投げかけられた中、ル

ワンダに行くという私の思いが一度も揺らがなかったのは、「今行かなかったら、今後の人

生において絶対に後悔する。」この確信があったからに尽きると思う。 

案の定、ルワンダ渡航を経て、私のルワンダ・JRYC に対する思いは確実に変化した。ル

ワンダに行って、自分の目で直接ルワンダを見て、ルワンダという国・ルワンダ人のこと

がすごく好きになり、もっと多くのことを知りたいと思ったし、そんな国・彼らのことを

もっと多くの人に知ってほしいと考えるようになった。また 3 週間もの長い間、4 人の渡航

メンバーと同じ時間を過ごして、彼らの考え方や行動から多くのことを学んだ。不思議な

ことに、悔しさを感じる経験をしなければルワンダに行かなかったかもしれないし、ルワ

ンダに行けなかったら JRYC を辞めていたかもしれない。どんな事象や出来事が、自分の

人生にどんな影響を与えるのかは分からない。もしかしたら、自分からしたら小さな出会

いやきっかけだと思っていたものが、後々自分の人生を大きく変えることがあるかもしれ

ない。チャンスが転がっている環境に身を置くこと、また目の前に転がってきたチャンス

をきちんと掴むことの重要性を、今はひしひしと感じている。 

 

続いて、ルワンダ渡航を経た私の今後について勝手ながら述べさせて頂く。ルワンダ渡

航を経た私の現在・これからの活動のモチベーションは、「ルワンダ」をより多くの人に伝

えることだ。この考えに至った理由は大きく 2 点ある。 

1 点目は大好きなルワンダの「今の姿」を、純粋により多くの人に知ってもらいたいから

である。渡航前、知人友人にルワンダに行く旨を伝えると、想像をはるかに超えた回答が

返ってきた。「生きて帰ってきてね！（…この言葉はもう何度聞いたか分からないほど言わ

れた。）」「槍持った彼氏とか連れて帰って来ないでね！（…私が見た限り、ルワンダには槍

を持った人はいなかった）」「イモムシのお土産とかいらないから！笑（…確かに虫が沢山

いたことは否めないが）」「ルワンダ？タイの州のひとつだっけ？（…決してそんなことは

ない）」等、それは酷いものだった。以上の発言から、日本人がいかにルワンダを知らない

のか、またルワンダ・アフリカに対してどのようなイメージを持っているのかが、お分か

り頂けるだろうと思う。しかし JRYC に入る前の私もその例外ではなく、またそれが普通

なのではないかとも思う。対して、ルワンダのことを知っている日本人も、「ルワンダ」と

いう国に対するイメージはやはり「ジェノサイド」が大半を占めているのではないだろう

か。実際、かの有名な「ホテル・ルワンダ」や「ルワンダの涙」といった映画からルワン
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ダのジェノサイドについて知り、ルワンダについて興味をもって所属に至った JRYC メン

バーも少なくない。過去の悲劇を知り、またそれを忘れないことは非常に大切なことであ

ると思う。しかしそれにとらわれ過ぎてしまうのは、ルワンダという国にとっても、そこ

で暮らすルワンダ人にとっても、そして私たち自身にとっても、決して良いことではない

のかもしれない。以前日本に来たルワンダメンバーが「ルワンダ＝（イコール）ジェノサ

イドではない。」としきりに口にしていた。実際に今のルワンダの姿を見た私も、「ジェノ

サイドが起こった国とは思えない。」というのが率直な感想であった。「ルワンダ＝アフリ

カ＝危険・未開・貧困」、「ルワンダ＝ジェノサイド」、そんなイメージをもっている日本人

はいまだに数多くいると思う。「現在のルワンダの姿」を知ってもらうことで、ルワンダ、

ひいてはアフリカに対する偏見・イメージを変えるきっかけになるのではないだろうか。

「偏見を変える」と言うと聞こえがいいかもしれないが、純粋に、私の友人の住む国が、

事実に反して「そういうイメージ」でとらえられるのが寂しく悔しいというのが本音だっ

たりする。 

2 点目は、「ルワンダ」という国を通して、多くの人々に新たな知見を提供することがで

きるのではないかと考えるからである。正直私は JRYC に入るまで、ルワンダのこともジ

ェノサイドのことも全く知らなかった。私が日本ルワンダ学生会議に入らなかったら、ル

ワンダに行かなかったら、ルワンダを知らなかったら、知らなかったもの・出会えなかっ

たものが沢山ある。「ルワンダ」との出会いが、私の人生に彩りを与え、またその人生を豊

かにしてくれているのだ。どんな事象や出来事が、自分の人生にどんな影響を与えるのか

は分からない。もしかしたら、自分からしたら小さな出会いやきっかけだと思っていたも

のが、後々自分の人生を大きく変えることがあるかもしれない。非常におこがましくはあ

るが、「ルワンダ」という国について情報を発信することで、多くの人に新たな知見を提供

し、その人の人生の可能性や選択肢、彩りを増やすきっかけとなりたいと考えている。 

 

今回のルワンダ渡航では、本当に多くのものを得たと感じている。ルワンダの今の姿を

自分の目で見ることができたこと。ルワンダ人と話し、共に行動することで彼らが好きに

なったこと。渡航メンバー4 人と 3 週間にわたり共に過ごして、彼らから学ぶことが沢山あ

ったこと。自分がすべきこと・できることはなんだろうかと考えるに至ったこと。自分の

将来やりたいことについて考えるきっかけになったこと…。3 年生の夏というラストチャン

ス、また自分がJRYCを続ける意味を探していたこのタイミングでルワンダ行けたことは、

自分の人生において非常に大きな意味があったと思う。「ルワンダ」というひとつの国との

関わりが、私の人生をここまで豊かにしてくれるとは、以前の私では考えられなかっただ

ろう。 

最後に、第 11 回本会議はエボラ出血熱の流行に伴い、ルワンダに渡航することすら危ぶ

まれるような状況だったが、多くの方々のご協力あってこうして無事成し遂げることがで

きた。愛おしいわが子が見知らぬ土地に行くことを了承してくださった渡航メンバーの保
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護者様は勿論のこと、お世話になった多くの関係者の方々、皆キャラが濃いけど面白くて

常に良い刺激を与え続けてくれた渡航メンバー、そして本報告書を手に取ってくださった

皆様…改めて感謝申し上げます。誠にありがとうございました。 

 

 

 

何のために生きるのか          

早稲田大学教育学部 2 年 

渡邊伶 

 

私が日本ルワンダ学生会議に入会し

たのは、2014 年の 5 月頃なので、入会

してから約 4 ヶ月目での渡航となる。

他のメンバーがルワンダに対して深い

知識を持っているのに対して、私は十

分な知識を持っていなかった。もちろ

んルワンダンと会うのも初めてである。

ではなぜそのような状態でルワンダに

行ったのか。実はルワンダに行くのは

自分の中では決めていたことであり、

この団体もルワンダに行くために入ったと言っても過言ではない。ではなぜルワンダに行

くことを決めていたのか、そして実際にルワンダに行って何を感じたのか。それを述べる

為には、なぜこの団体に入ったのか、ということから述べなくてはならない。少々長くな

るがお付き合いいただけたらと思う。 

話は高校時代にさかのぼる。中高と陸上競技部に所属していた私は、本当に部活づけの

日々を送っていた。強豪校というわけではなかったが、練習すればタイムが上がることが

嬉しかったし、同じ部の仲間といることが単純に楽しかった。そのため、長期休暇も旅行

など行かずひたすら毎日練習に通っていた。お盆休みなどはあったが、その日ですら家や

近くの競技場で一人で練習していた。希望制の海外研修も行くと練習できなくなるからと

いう理由で行かなかったぐらいだ。では、なぜそこまで練習する必要があるのか。実は陸

上の大会は、一学校につき、一種目に出ることのできる人数に限りがある。つまり、そも

そも同じ学校内で競争が始まっているのだ。そうなるとライバルである同じ学校の人に差

をつけられたくない、逆に差をつけなければならない、と毎日練習して引退までいたので

ある。  

このような部活の話になると、「引退試合の後悔が今も残っていて・・・」や「引退試合の
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後悔が今の私の原動力」などという声を聞くが、私は中高の陸上に満足している。最後の

大会ではずっと目標にしてきた県大会に出場することができ、目標だったタイムを突破し、

あこがれの先輩方のタイムにも勝ることができたからだ。気持ちよく中高の陸上を終える

ことができた。 

部活引退後は、学校が進学校だったこともあり、大学受験のための勉強を始めた。陸上

競技同様、何かの目標に向けて努力するというのは嫌いではない性格なのか、あの一年は

本当に勉強したと思う。私は早稲田大学を第一志望にしていたのだが、僕の勉強に対する

姿勢をみた同じクラスの人は「渡邊が早稲田に受からなければこの学校の誰も受からない」

と言っていたそうだ。（笑）ちなみにこの「努力する」とうのは後にキーワードとなる重要

な言葉である。 

大学受験の時、後の僕の進路を大きく変えるきっかけとなる出会いがあった。一人の教

師とその教師が所属している予備校である。 

私は大学受験に向けて高校二年生の後期から予備校を探し始めた。様々なパンフレット

や体験授業を受けて慎重に選んでいた。なぜなら予備校選びは志望校に合格するかに直結

することだと当時の僕は考えていたからである。そんな中、ふとある体験授業に行った。T

予備校の I という講師だ。実はこの時点で S という予備校に行くことを内心決めていて、

時間あるし行ってみるか、ぐらいの気持ちだった。結果からいうと、私はその I という講師

に惹かれてしまい、S をやめ、その講師が所属する T という予備校に入学することにした。

I 先生は話しの中で、受験の事に限らずその先の将来の事についても触れていた。今までど

うやって志望校に合格するのかのみを考えていた私にとっては衝撃的で、これからの生き

方を考える契機となった。この先生の授業を受けたいと思い T に入学した。 

大げさな表現だが、おそらくこの予備校との出会いによって、僕の人生は大きく変わった

のではないか、と今振り替えると感じる。この予備校に通い、当時 17 歳だった僕の価値観

や考え方が変わり、将来について真剣に考えるようになった。今の私の将来の目標、その

ために大学で行っていること、行ってしまえばなぜルワンダに渡航したのかということも、

元をたどれば、この予備校に通っている時に私が考えていたこと、体験したことに戻って

いくのである。 

T では将来の目標や夢についてとても聞かれた、当時の私は、自分が将来何をしたいのか

なんて大学に行ってから決めようと考えていた。しかし、言い方は少々悪いが、塾のチュ

ーターにしつこく言われ、少しずつ考えるようになった。色々と紆余曲折を経たが、最終

的には、「世界中の困っている人のために何かしたい」といった漠然とした想いにいたった。

これは当時入学を希望していた大学の HP を見ていた内に浮かんできたことだった。 

予備校 T に通い続けているうちに、この漠然とした想いが少し具体化した。それは、予備

校の学費が安くないという事に気付いたからだ。私は私立の中高に通っていたため、教育

にかなりのお金をかけてもらっていた。そこにさらに予備校の費用だ。親は予備校費を払

うことを承諾してくれたが、私は予備校に通いながら次のような疑問を感じていた。人間
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は生まれる家庭や場所を選ぶことができない。それにもかかわらず、お金を持っている人

が、私立の中高や予備校に行ったりなど、いい教育を受けることができるのは可笑しいの

ではないか。努力したいのに十分な努力する環境がない人がいるのは可笑しくはないか、

と。 

この時はまだ漠然とした想いだった。なんとなく誰にも平等な目標を叶える為のチャン

スを与えたいというものだった。これが確信として、大学でこのテーマに取り組みたいと

思ったのには、大学受験中に起きた次の二つの事件が影響している。 

2012 年の 8 月に起きたシリアでのジャーナリストの山本美香さんの殉職。2013 年 1 月に

起きたアルジェリア人質事件である。山本美香さんとアルジェリアでの事件を見て、「なぜ

その国のためを思って活動していた人が犠牲になり、死ななければならないのか？」と思

ったのを覚えている。同時に、自分が知らない「国際関係上の何か」が影響しているのだ

ろうとも思った。それが、私が国際関係に興味を持った理由であり、世界との関わりを意

識し始めるようになったきっかけである。山本美香さんの事件が起きた時、ちょうど志望

校・志望学部を選択する時期だった。私は国際関係のことを純粋に知りたいと思い、さら

に前述したような機会の不平等さに対する問題意識が重なり、国際的に様々な角度からこ

の問題を考えたいと思い、学際的に様々な科目をとることのできる学部を志望した。この

選択には前述した I 先生の授業内での話も影響している。I 先生はしばしば授業内で雑談を

するのだが、ある授業の回で、社会問題を様々な角度から考えることの重要性を語ってい

たのだ。 

そして大学生になったら、国際協力をしている団体に入ってバリバリ活動しようと決め

た。結果的に社会科学を広く学ぶことのできる、早稲田大学教育学部の社会科学専修に進

学することになった。 

 さて晴れて大学生になり、さっそく国際協力系の団体を探し始めた。早稲田大学ボラン

ティアセンターのプロジェクトから他大学で活動している団体。NPO や NGO。多くの団

体の活動説明会に行ったり、HP を見た。しかし結局一年次は、国際協力系団体には属さな

かった。ありふれた言葉を言うと「ピンとくる団体がなかった」。もちろん素敵な活動をし

ている団体はおおくあったし、私のサーチ不足でもあるだろう。しかし自分がその中の一

人となって活動している姿が想像できなかった。学生団体が行うような比較的小さい活動

ではなく、もっと大きな活動がしたかった。社会・世界を変えていることを実感できるこ

とがしたかった。どの国際協力系団体にも属さず大学一年が終わり、二年が始まろうとし

ていた時期、このままどの団体にも属さず、国際協力のことを知らずにいるのはまずいな

と思い始め、どこかの団体に入ることで得られることも多いのではないか、と再び団体を

探し始めた。そこで目にとまったのが日本ルワンダ学生会議である。本やテレビでルワン

ダのことは知っていて、ジェノサイドの悲劇からの経済成長に興味を持ったのと、早稲田

大学ボランティアセンターに所属しているということで、アクセスがいいという理由で入

会した。入会するのに特別な審査がないのも魅力だった。（迷っていた他の団体は入会のた
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めに面接があったので入会するのをやめた。） 

 入会時から次のルワンダ渡航に参加することは決めていた。ルワンダを自分の目で見て、

一次的な情報として語りたいという想いと、最貧困の生活をおくっている人たちのことを

知りたいという想いからであった。ルワンダは発展して、最貧困の生活をおくる人は少な

くなってきていることは知っていた。しかし未だに貧困が残るアフリカという土地に行け

ば彼らのことが少しわかるのではないかと考えていた。私が受験生時代に抱いていた想い

「機会を平等にして、全ての人の可能性を広げる」は達成したい。その一方で、今困って

いる人がいる。食べるものがなくて困っている人。住んでいる場所で紛争が起きて困って

いる人。その人たちにとっては、教育よりも目の前の食料やどのように紛争の被害から遠

ざかるかが大事である。その人たちのために何ができるのか、そのような想いをいだいて

いたこともあり、ルワンダに行きたかったのだ。 

 さて念願のルワンダ渡航を終えたわけだが、今の気持ちはどうかというと、モヤモヤし

ていると形容するのがふさわしいだろう。もちろんルワンダに行き多くの気づきはあった。 

 まずはルワンダ人との出会い。新入生の私にとっては初めてのルワンダ人との交流だっ

た。英語があまり得意ではない分苦労はしたが、まさに友達という感覚で付き合うことが

できた。おそらくこの友達という感覚は大切なのだろう。国籍は違うが普通に友達と思え

る。この感覚がとても好きだ。キガリの街もインターネットや本で見る二次的な情報と相

違点が多々あった。今まではルワンダを語る際に、二次的な情報を基にしていたが、これ

からは、ルワンダを自分の体験を基に話すことができるようになったのが、とても嬉しい

ことだ。 

ここまで書くと大満足の渡航と思われるかもしれない。 

 もちろん学術的にも文化的にも最高の渡航だったのは間違いない。それでは何が私もモ

ヤモヤさせるのか。それはこの感想のタイトル「どう生きるのか」に関わる。 

 私は日本の多くのサラリーマンの働き方に疑問を覚えている。多くの人は、大学を卒業

後、一般企業に就職する。そして約 40 年以上仕事をし続ける。日本は長期休暇も少ないの

で、本当に働き尽くしだ。毎日満員電車に乗り会社に行く。遅くまで残業して帰宅する。

そしてまた明日早朝から勤務のため、満員電車に乗って帰る。その繰り返し。たった一度

の人生こんな生き方でいいのか？ただお金のため、家族を養うため、と我慢して仕事を続

ける。果たして自分は 40 年以上こんな生活続けることはできるのだろうか？ 

もちろんこのような生き方をしている方々を批判しているわけではない。彼らも家族を

養おうと必死に仕事を続けているのだろうし、そもそも心から仕事を楽しんでいる人も多

いだろう。 

しかし、私には仕事を楽しんでいるサラリーマンが想像つかない。多くの人がサラリー

マンになるため、就職するわけだから、この問題は見過ごすわけにはいかない。考えなけ

ればならない。いったん就職して、起業するのか。NPO・NGOに行くのか。それともサラ

リーマンとして仕事を楽しむ方法を考えるのか。 
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私は、これからの将来を考えることは、仕事を考えることでもある、と考える。仕事の

選び方は人それぞれだろう。好きなことを仕事にする人。待遇を優先する人。高い給料を

求める人。ひたすらやりがいを求める人など。 

私は「その仕事が社会にどのようにインパクトを残せるのか」を重視したい。 

その仕事がたとえ低い給料でも（もちろん最低限生活できる程度は欲しい）、大変でも構

わない。自分がその仕事をすることで、社会・世界はどのように変わるか。世界中の人々

の可能性を広げることができるのか、をひたすら追求したい。生きる目的があれば、人生

を迷うことはないと思う。しかしその目的の達成は、一般企業に勤めるだけでは実感でき

ないと思う。一般企業の社員も社会に貢献している。会社が社会に貢献しているからこそ、

利益が出て、社員を雇うことができ、給料を渡すことができるからだ。社会・世界を変え

ていくこと、全ての人々の可能性を広げること、それを直接的に実感できる仕事をしたい。 

「どのように生きるのか＝どのような仕事をするのか」、はこれからも悩み続けるだろう。

前述したが、私は、全ての人の将来の可能性を広げることと、今困っている人を直接助け

ること、両方に重要性を感じている。しかしこの二つを同時に達成する職に就くのは難し

い。私がモヤモヤしている理由。それは、今回のルワンダ渡航では、全ての人の将来の可

能性を広げることと、今困っている人を直接助けることどちらが重要なのか。どちらを達

成するための仕事に就くべきなのか。さらに言えば「どのように生きるのか＝どのような

仕事をするのか」の答えが見えてこなかったからだ。どこか、ルワンダに行けば分かるの

ではないかという想いがあった。結果は分からなかった。しかし、それでいいと思う。悩

み続ければいいと思う。大学生活はまだ続く。まだ見つけるチャンスはある。探し続ける

だけだ。 

この感想文のタイトル「何のために生きるのか」は、私の尊敬する方が、早稲田の授業

に来て話してくださった際のタイトルである。これからも向き合わざるを得ないこと。そ

して考え続けなければならないことである。そしてルワンダ渡航後の今の私の想いに一致

するため、使わせていただいた。 

最後になりますが、本事業は多くの方のご協力をいただき、行うことができました。お

世話になった方々に感謝申し上げます。 

 

※いろいろ書いたが予備校Tにはとても感謝している。予備校Tに通っていなかったら、

志望していた大学には合格できていなかったかもしれないし、今のような志も持っていな

かったかもしれない。その結果大学生活、さらにはその先の社会人も何も考えず過ごして

いたかもしれない。 

人生を変えてくれたといっても過言ではない T で過ごした一年半はとても大切な思い出

である。 
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終わりに 

 

 日本ルワンダ学生会議は、不思議な団体です。早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセ

ンター(WAVOC)に所属している団体なので、一応ボランティア団体なのでしょうが、私た

ちはルワンダで学校を建設したり、井戸を掘ったり、物資の支援をする等の、ボランティ

アと聞いて人がよく連想する様な活動はしていません。私たちの活動は、「相互理解」を理

念にルワンダ人学生と学術・文化交流を行うというものです。直接的に人を助ける・社会

を良くするというよりも、まずは自分が交流を通じて学ぶことに主眼が置かれています。 

 しかし最近、私たちはやはりボランティア団体なのだなとしみじみ感じるようになりま

した。もしかしたら、実は日本ルワンダ学生会議は WAVOC 屈指のボランティア団体であ

るかもしれません。というのも、渡航でも招致でも当たり前ですが、私たちの活動は多く

の方々のご理解、ご支援、ご協力無しには決して成立しないものです。今回のルワンダ渡

航でも、例年と同じく多くの企業、学校、行政、その他組織、個人の方々にご協力を頂き、

無事本会議を成功することができました。学生で社会経験が乏しいこともあり、至らぬ点

が多い私たちではありますが、それでも、私たちの活動をご理解頂き、ご支援・ご協力を

してくださる皆様には、感謝してもしきれません。私たちの活動はいわば、そのような皆

様のご理解・ご支援・ご協力、言うなれば、ボランティアで成り立っています。これまで

ルワンダへの渡航は 6 回、日本招致は 5 回実施しましたが、その度々に、本当に多くの方々

に助けて頂きました。そういう意味で、私たちは WAVOC 屈指のボランティア（して頂い

ている）団体なのであって、私たちの活動は、多くの方々のボランティア精神の結晶であ

ると思います。 

 感謝の気持ちを忘れずに、これからも活動の質をあげ、意義のあるものにしていきたい

と、今改めて強く思っています。先に私たちの活動の主眼は自分と書きましたが、この国

際交流という活動で私たちに蒔かれた種、そして少しながらも私たちが日本・ルワンダ社

会に蒔いていった種が、今後大きく成長し、何か社会をより良くする力になればと思って

います。 

 最後に、今年はエボラ出血熱が西アフリカで流行・拡大していたこともあり、渡航実施

の是非の検討や活動の安全確保等に関して、これまで以上に多くの方からのサポートを頂

きました。活動を理解してくださるご両親の方々、活動を全面的にサポートしてくださる

顧問の小峯先生・WAVOC（早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター）職員の皆様、

両国大使館の皆様、ご多忙の中貴重な時間を割き、学生に多くの学びの場を提供してくだ

さる企画協力者の皆様、私たちの活動を支えてくださる全ての方々に、今一度心から御礼

申し上げます。今後とも、日本ルワンダ学生会議の活動にご期待ください。 

日本ルワンダ学生会議 第 9 代代表 

品川正之介 
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